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［ 教材研究 ］ 

呼びかけ語の教授における問題点 

―Речевой этикетの教材分析を通じて― *

東出 朋 

１．はじめに 

円滑なコミュニケーションと人間関係の構築のためには，呼びかけ語の適切な選択及び運

用が重要である．ロシア語学においても，Речевой этикет という枠組みの中で適切な呼びか

け語について盛んに議論されてきた．例えば Ефремов [2009: 56–57] は，現在見知らぬ女性に

対して “женщина” と呼びかけるのは失礼にあたり，その代替として “дама” という語が 19

世紀当時のコノテーションを失って用いられることが増えてきたと述べている．

Формановская [2002a] はロシア人の名前及びそのバリエーション，また父称や姓との組み合

わせについて詳細に述べた．近年メディアでは著名人に対して「名前」を用いているが，フ

ォーマルな場・話題でありかつ敬意を表されるべき相手であるため本来なら「名前＋父称」

を用いるべきである，と指摘する．

学習者にとっても呼びかけ語の語彙選択は重要であり，かつ決して簡単ではない

[Такигава-Никипорец 2002] が，呼びかけ語に関する知識の教授が学習現場で重視されている

とは言い難い．初級や中級の総合的な教材では呼びかけ語に関する記述はほぼ見られない．

また，ロシア語教育という観点で呼びかけ語の語彙について考察した研究も管見の限り見当

たらない．そこで本稿は，ロシア語教育の観点から，Речевой этикет を教授する教材内でど

のような語彙が提示されているのかを分析し，呼びかけ語の教授における問題点を議論する

ことを目的とする．

２．ロシア語の呼びかけ語について 

本節では，まず呼びかけ語の定義を示し，次に呼びかけ語の語種を紹介する．最後に

Речевой этикет と呼びかけ語の関係を述べる．

呼びかけ語の定義は多数あるが，80 年文法は主に統語的観点から次のように定義している．

（1） Обращение — это распространяющий член предложения — имя в форме им.п., 

возможно — с зависящими от него словоформами, называющий того, к кому 

aдресована речь.                                             [РГ80, T2: 163]

* 本稿は，XХI международная научно-методическая конференция（2016 年 2 月 5 日，於

Санкт-Петербургский государственный университет промышленных технологий и дизайна）に
おいて発表した内容を加筆・修正したものである．発表時にコメントをくださったロシア人

の先生方，そして査読委員の先生方に心より感謝申し上げたい．
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品詞としては基本的に名詞や形容詞が用いられるが，代名詞や不定の従属節，また副詞句

も一時的な呼びかけ語として用いられるとされる [РГ1980, T2: 163–166, Янко2009: 575–576]．

（2） a. Глядите на меня, все!

b. Ступай за шестом, ты!

c. Ей, кто-нибудь!

d. Кто может, — на площадь, в город! — Кто может, — поднимайся!

e. Эй, наверху, спускайтесь сюда!

Гольдин [1983, 2009] は，意味論の観点から呼びかけ語の語彙を分類した．

（3） a. Коля, Коленька, мама, няня, водитель, дежурный, строители

b. дружище, старина, брат, голубчик, душечка, товарищ, дорогой

語そのものの意味として聞き手を何らかの形で指示している呼びかけ語は

Обращение-индекс（以後，「指示的呼びかけ語」とする）と呼ばれる（3a）．これには，あら

ゆる固有名詞や親族名詞，職業名詞，及びそれらの派生語が該当する．一方，聞き手の具体

的な特徴を示しておらず，話し手が考える聞き手との関係を表現しているだけの呼びかけ語

は Обращение-регулятив（以後，「調整的呼びかけ語」とする）と呼ばれる（3b）．例えば，

若い聞き手に “старина” を，赤の他人に “брат” を用いることができるが，これらの語は聞

き手そのものを指し示しておらず，親しい人間関係におけるざっくばらんな会話であること

を示している．[Гольдин2009: 94] は，調整的呼びかけ語について次のように説明する．

（4） Отнесенные к лицам слова, не являющиеся ни наименованиями лиц, ни указанием 

на них, ни характеристиками, но выражающие представления субъектов речи о 

распределении социальных ролей в конкретных ситуациях общения и 

побуждающие адресатов к общению в определенной тональности.

これらの語を用いることで，話し手は当該談話における聞き手との人間関係に積極的に関与

し，談話のトーンを表明している．調整的呼びかけ語は，指示的呼びかけ語に比べて量的に

少ないものの，ロシア語のコミュニケーションで重要な役割を果たしている．

Речевой этикетとは，会話参与者らの人間関係や場面に応じて適切になされる言語的行為
(1)

の「ルール」である．Речевой этикетについては様々な定義が存在するが，Акишина &

Формановская [1983: 3] によると次のように定義される．

(1) 実際の言語使用場面における対人関係を調整する機能としての言語表現を研究する学問分

野として，ブラウン＆レヴィンソン [1987] に代表されるポライトネス理論がある．「ポラ

イトネス」は，簡潔には「人間関係を円滑にするための言語ストラテジー」と定義され，冗

談や仲間うちの言葉の使用なども含めてより広く捉えられており，日本語で言う「丁寧さ」

とも英語の一般的意味での “politeness” とも異なる概念である．Речевой этикет と関連する

部分もあるが，ロシア語学及びロシア語教育ではポライトネス研究はあまりなされておらず
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（5） Под речевым этикетом авторы понимают правила речевого поведения, 

определяемые взаимоотношениями говорящих. Такие правила приняты данным 

национальным коллективом носителей языка, а также малыми социальными 

группами в зависимости от возраста, социальной принадлежности, обстановки 

общения и т.д.

人間関係に応じた適切な言語使用は我々の社会生活にとって不可欠なものであり，その「ル

ール」は常に議論の的である．呼びかけ語が人間関係を敏感に反映した言語表現であること

は言うまでもない．Гольдин [1983: 3] は Речевой этикет の代表として呼びかけ語を挙げてい

る．

外国語教育でも Речевой этикет の観点は重要である．中級以上では Речевой этикет に特化

した教材が見られ，そこでは「ルール」に則った様々な定型表現が提示され，また規範的な

呼びかけ語も示される．

３．教材分析 

本節では，4 冊の Речевой этикет の教材において呼びかけ語がいかに明示的に提示されて

いるか，語種の観点から量的及び質的に分析する．

(1) 分析方法

分析の手順は以下の通りである．まず分析対象の教材を選定し，次に分析基準に従って呼

びかけ語を抽出し，分析を行う．

分析対象として，ロシア国内で販売・使用されている Речевой этикет を扱う РКИ の教材を

選択した．選択基準としては，Речевой этикет について機能や場面を中心に提示する教材で，

かつ重版や発行部数の多い，広く利用されている教材が分析に適切であると考えた．初級や

中級の総合的な教材では，基本的に呼びかけ語に関する明示的な解説は行われないため，分

析対象から除外した．なお，選択にあたっては Институт русского языка и культуры

Санкт-Петербургского государственного университета の付属図書館の司書にも相談した．分

析対象は以下の 4 冊である．

Речевой этикет が主流であるため，本稿も Речевой этикет の教材を分析対象とする．なお，

ロシア語と英語のポライトネスの対照を行った Ларина [2009] は呼びかけ語についても触

れているので参照されたい．
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表 1. 教材一覧

タイトル
本稿での

略称
(2)

著者，出版年

出版社，ページ数

1
Русский речевой этикет: пособие для

студентов-иностранцев. Изд. 3-е.
《РРЭП》

Акишина А.А.,

Формановская Н.И. 1983,

М.: Русский язык, 181 c.

2 10 уроков русского речевого этикета. Изд. 2-ое. 《10У》
Максимова А.Л. 2006,

СПб.: Златоуст, 70 c.

3

Как вы скажете по-русски? Учебное пособие 

по русскому речевому этикету для 

иностранных студентов.

《КВС》

Капитонова Т.И., Захаров 

С.В., Бабина М.В. 2008,

СПб.: СМИО Пресс, 110 c.

4 Русский речевой этикет: учеб. пособие. 《РРЭУ》

Ниссен В.Ю., Карасева Т.В.

2011,

М.: Флинта, Наука, 80 c.

この 4 冊の対象者はいずれも初級修了以上の学習者である．《10У》と《КВС》がТРКИ (3)

の 1 級以上，《РРЭУ》がCEFR (4)
のВ2 以上，《РРЭП》が上級学習者とされている

(5)
．共通す

る目的は，様々な場面で適切にかつ丁寧にコミュニケーションをとれるように学習者の理解

を助けることである．例えば，《10У》では目的は次のように述べられている．

（6） Эта книга научит Вас говорить не только правильно, но и вежливо. Она познакомит 

Вас с типичными репликами в стандартных ситуациях общения, предложит 

многочисленные образцы современных разговорных диалогов. [10У: 1]

いずれも，挨拶，紹介，不平，感謝，アドバイスと提案などの，場面シラバスまたは機能シ

ラバスの形式をとっている．

呼びかけ語の語彙の分類基準として，２節で述べた Гольдин [1983, 2009] による語彙分類

を参考にして次のように設定した．便宜上，番号を振った．

（7） a. 聞き手の特徴を指示している語彙（Обращение-индекс）

a-1. 固有名詞とその派生形

（e.g. Николай Андреевич Петров, Коленька, Колян）

a-2. 親族名詞とその派生形（e.g. папа, бабушка）

a-3. 職業や従事する社会的地位を表す名詞（e.g. доктор, майор）

(2) 以後，言及する際はこの略称を用いる．

(3) Тест по русскому языку как иностранному
(4) Common European Framework of Reference for Languages
(5) CEFR を基準とした場合，これら Речевой этикет の教材はいずれも B1 以上の学習者向けで

あると言える．
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b. 話し手が考える，聞き手との関係を示す語彙（Обращение-регулятив）

b-1. 話し手が考える聞き手との人間関係を示す語

（e.g. товарищ, гражданин, дружище, старина, мальчик）

b-2. メタファー（e.g. солнышко, зая）

b-3. 聞き手に対する感情や聞き手との人間関係を説明する修飾語

（e.g. дорогой, уважаемый）

なお，量的分析に伴い注意すべき点は，呼びかけ語提示数の多寡とその語の教授の必要性

は相関しないことである．実際の運用においては固有名詞による呼びかけ語が中心で，

“дружище” や “солнышко” など調整的呼びかけ語は周辺的表現である．また，教材によっ

て総ページ数や内容構成が異なる．本稿は，教材における特定の語彙の提示の多寡について

何らかの評価を加えるものではない．続く３- (2) 節で教材内の呼びかけ語提示の実態を踏ま

えた上で，４節で呼びかけ語教授における問題点を議論する．

(2) 分析結果

4 冊の教材にある呼びかけ語を含む表現をすべて抽出し，前節の分類にしたがって呼びか

け語の数と割合を示したのが表 2 である．

表 2．教材ごとの呼びかけ語の語種の数と割合

a. 指示的呼びかけ語 b. 調整的呼びかけ語
合計

1 2 3 1 2 3

1 《РРЭП》
126

(36.6%)
39

(11.3%)
59

(17.2%)
175

(50.9%)
0

(0%)
71

(20.6%) 344

2 《10У》
62

(48.8%)
15

(11.8%)
9

(7.1%)
20

(15.7%)
9

(7.1%)
12

(20.6%) 127

3 《КВС》
105

(69.1%)
9

(5.9%)
1

(0.7%)
17

(11.2%)
3

(2.0%)
17

(11.2%) 152

4 《РРЭУ》
12

(92.3%)
1

(7.7%)
0

(0%)
0

(0%)
0

(0%)
0

(0%) 13

この結果から言えることは，以下の 6 点である．1 点目から 3 点目までは教材に関する特

徴で，4 点目から 6 点目までは語種に関する特徴である．

1）教材によって呼びかけ語の出現数が大きく異なる．

2）《РРЭП》に関して，話し手が考える聞き手との人間関係を示す語（b-1）は全体の

半数を占める．
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3）《РРЭУ》に関して，固有名詞類（a-1）に偏っている．

4）固有名詞及びその派生形（a-1）はすべての教材が提示し，また提示数も全体的に多

い．

5）固有名詞（a-1）に比べて親族名詞類（a-2）及び職業類（a-3）は少ない．

6）メタファー（b-2）は 4 冊すべてにおいてあまり提示されない．

1 点目について，教材の構成の違いに関係すると思われる．《РРЭП》は，解説は極めて少

ないが多種多様な具体例の提示と十分な量の練習問題が設定されている教材である．あらゆ

る発話行為に呼びかけ語が用いられており，テーマに関わらず教材全体にわたって多様な呼

びかけ語が示される．一方《РРЭУ》は，テーマについて，まず解説を兼ねた読解用のテキス

トがあり，続いてディスカッションのための問いが置かれる構成で，具体的な対話例や練習

問題は少ない．《РРЭП》と《РРЭУ》は教材の構成がまったく異なるのである．その他の 2

冊について，《10У》では解説が一切なく具体例のみが提示され，《КВС》では課の冒頭で短

い解説がありその後練習問題が多く置かれている．この 2 冊でも教材全体にわたって呼びか

け語が提示されている．談話例の提示及び練習問題が多い教材では，種類及び数ともに多様

な呼びかけ語が示されやすいと言える．

2 点目に関して，《РРЭП》において話し手が考える聞き手との人間関係を示す語（b-1）が

約半数を占めているのは “товарищ” や “гражданин” が多く提示されているためである．こ

れは，教材が作成された時代（ソビエト時代）の影響を反映していると考えられる．なお，

《РРЭУ》は，現在ではこれらの語彙はあまり用いられなくなっていると解説している．

3 点目について，1 点目と同様に教材の構成という点から説明できる．この教材は，解説

を中心に据え話し合いのためのトピックが提示される形式である．練習問題はなく，呼びか

け語が含まれる対話の例も少ない．教材の構成上の影響で呼びかけ語が少ないと言える．

4 点目及び 5 点目に関して，固有名詞は呼びかけの主要な手段であるため，固有名詞の提

示が多いのは必然であろう．それに対して親族名詞を表す名詞類が少ないのは，学習者は目

標言語において「家庭」という場面に身を置く，または接する可能性が少なく，そのような

場面が教材内で提示されにくいためと考えられる．次の例は親子の会話で，固有名詞と親族

名詞，さらに所有代名詞や名詞化した形容詞（b-3）が用いられている．

（8） — Что это, Витя (6), ты сегодня решил так рано лечь спать?

— Ты знаешь, мамочка, мы сегодня два часа писали контрольную работу по алгебре. 

Так что прилично устал.

— Ну отдохни хорошенько, мой дорогой!                            [КВС: 54]

また，職業を表す名詞について，《РРЭП》では全体の 17%を占めているものの，その他 3 つ

の教材では決して多いとは言えない．例えば《РРЭП》では，患者から医者に対する呼びか

(6) 以後，必要に応じて呼びかけ語に下線を付す．下線は引用者による．
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3）《РРЭУ》に関して，固有名詞類（a-1）に偏っている．

4）固有名詞及びその派生形（a-1）はすべての教材が提示し，また提示数も全体的に多

い．

5）固有名詞（a-1）に比べて親族名詞類（a-2）及び職業類（a-3）は少ない．

6）メタファー（b-2）は 4 冊すべてにおいてあまり提示されない．

1 点目について，教材の構成の違いに関係すると思われる．《РРЭП》は，解説は極めて少

ないが多種多様な具体例の提示と十分な量の練習問題が設定されている教材である．あらゆ

る発話行為に呼びかけ語が用いられており，テーマに関わらず教材全体にわたって多様な呼

びかけ語が示される．一方《РРЭУ》は，テーマについて，まず解説を兼ねた読解用のテキス

トがあり，続いてディスカッションのための問いが置かれる構成で，具体的な対話例や練習

問題は少ない．《РРЭП》と《РРЭУ》は教材の構成がまったく異なるのである．その他の 2

冊について，《10У》では解説が一切なく具体例のみが提示され，《КВС》では課の冒頭で短

い解説がありその後練習問題が多く置かれている．この 2 冊でも教材全体にわたって呼びか

け語が提示されている．談話例の提示及び練習問題が多い教材では，種類及び数ともに多様

な呼びかけ語が示されやすいと言える．
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また，職業を表す名詞について，《РРЭП》では全体の 17%を占めているものの，その他 3 つ

の教材では決して多いとは言えない．例えば《РРЭП》では，患者から医者に対する呼びか

(6) 以後，必要に応じて呼びかけ語に下線を付す．下線は引用者による．
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け語として “доктор” がある．

（9） — Как вы себя чувствуйте?

— Неважно, доктор.

— Что вас беспокоит?

— У меня болит горло.                                   [РРЭП: 121]

そのほか，《10У》では “Уважаемые члены Ученого совета” や “Уважаемые коллеги” などの

語が箇条書きで列挙されている．また，《РРЭП》では多様な職業に関連する語彙が提示され

るが，その多くは “товарищ” を伴う形式である．

（10） — Товарищ продавец, помогите мне, пожалуйста, выбрать подарок для моей сестры, 

ей исполняется 17 лет.

— Очень хороший подарок для девушки — духи. [РРЭП: 75]

6 点目のメタファー（b-2）に関しても，学習者が触れる機会が少ないと予想されることか

ら具体例も少ないと考えられる．次の例は，手紙に現れる呼びかけ語である．手紙という媒

体，さらに言えば文学作品の中に見られる手紙という媒体の性質上，呼びかけ語の使い方は

日常会話とは大きく異なる．この短い断片にメタファーは 3 つ見られ，その他に親族名詞，

固有名詞，所有代名詞など合計 11 もの語が用いられている．

（11） — Дочь моя, Вера. Ты понимаешь, что это значит: дочь! Доченька! Сердце моё, и 

кровь моя, и жизнь моя. Твой старый… старенький отец, уже седой, уже слабый…
(Л. Андреев***. Молчание)                                [КВС: 29]

また，《10У》にはメタファーとしての呼びかけ語が 9 例見られるが，すべて箇条書きで列挙

されるのみで，対話の中での用いられ方は提示されていない．

本節では，各教材に見られる呼びかけ語の語種別の量的傾向を分析した．教材によって構

成が異なるなかで，どの教材も固有名詞については提示しているが，固有名詞以外の呼びか

け語については提示の仕方が量的に大きく異なることが分かった．

４．呼びかけ語教授の問題点 

本節では，教材にみられる呼びかけ語の語種の具体例を提示しながら，Речевой этикет に

おける呼びかけ語教授の問題点と思われる個所を議論していく．

4冊の教材に提示される呼びかけ語を観察した結果，次の3つの問題点があると思われる．

問題点（1）固有名詞の接尾辞によるバリエーションに関する解説がない．

問題点（2）同一談話内における固有名詞のバリエーションのシフトが示されていない．

問題点（3）調整的呼びかけ語（b）による発話効果が示されていない．
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以下，順に議論していく．

まず問題点（1）について，固有名詞の派生形の羅列，また談話内での提示はあるが，そ

れぞれの接尾辞（形式）が持つコノテーションに関する解説がなされていない．これは，教

材が教師による補助的な解説を前提にして構成されている可能性があるためと考えられる．

しかし，派生の接辞はロシア語に特徴的な形態的要素であり，特に固有名詞においては接尾

辞による派生が頻繁であるため，各接尾辞（形式）が持つニュアンスに関して教材内での明

示的な解説があってしかるべきである．Речевой этикетの変化について論じたКронгауз [2004: 

172] は，固有名詞の接辞について次のように述べる．

（12） Особо следует отметить важность различных уменьшительных вариантов имени. 

Сближение человеческих отношений или даже временное повышение их 

эмоцианальности неизбежно приводит к использованию этих вариантов, благо 

русский язык такую возможность предостaвляет.

つまり，ロシア語では，親密な人間関係や一時的な感情の変化に応じて接尾辞による固有名

詞の様々なバリエーションが重要な役割を果たしている．次の例は，知人に対する呼びかけ

語の一覧表の中の，固有名詞の例である．実際の教材では，一覧表の左の列に形式が，右の

列に使用状況とコメントが書かれている．

（13） Наташа! Наташенька! Пётр! Петя! Петенька! (7)

Обращение к родственникам, друзьям                         [РРЭП: 10]

この列挙から，語のバリエーションが存在することは理解できるが，それぞれの語のニュア

ンスの違いは明示的に説明されないので理解できない．人物 X に対して，例えば Пётр, Петя,

Петенька のバリエーションのうちいずれの形式を選択すべきか学習者には分からないだろ

う．

問題点（1）と関連するさらに重要な問題点（2）として，同一談話内における固有名詞に

よる呼びかけ語のシフトが示されていないことも指摘できる．ロシア語の場合，人物 X に対

する無標の呼びかけ語が仮にПётрであっても，まさにКронгауз [2004: 172] も述べるように，

発話時の感情に応じて呼びかけ語を話者が主体的に選択できるのである．次の例で呼びかけ

語は，“Оля” という無標の呼びかけ語から一時的に “Олечка” へとシフトしている．このよ

うな例は 4 冊の中で次の 1 例しか見つからず，有標な語の選択（シフト）に関する解説は見

られない．

（14） Встретились старые подруги, бывшие соученицы.

— Оля, а помнишь Сашу Вихреву? Она живёт и работает в Ленинграде.

— Да что ты? А где сейчас Тоня Кузнецова? Ты ничего не слыхала о ней, Валюша?

— Как же, Олечка! Она теперь в Горьком, доцент университета. [РРЭП: 12]

(7) 太字ママ
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学習者は “Оля” や “Олечка” という何らかの形式を当該人物に対する基本の呼びかけ語の

形式として選択することはできる（選択せねばならない）．しかし，“Оля” から “Олечка” へ

のシフトという，同一発話内で同一話者によってなされる呼びかけ語の主体的な選択につい

ては，接尾辞に関する明示的解説がなされていないため理解できないだろう．

問題点（3）について，調整的呼びかけ語は人間関係の構築に積極的に関与する要素であ

る．Формановская [2002b: 89] は調整的呼びかけ語について次のように述べる．

（15） C их помощью говорящий активно воздействует на общение, придавая ему нужный 

стиль, отмечая то или иное распределение ролей.

ロシア語の話し手は，調整的呼びかけ語によって，コミュニケーションになんらかのスタイ

ルを設定し，会話参与者らの人間関係を調整している．次の例を見てみよう．

（16） — Добрый вечер, Коля!

— Добрый вечер, Витя. А говорят ты недавно болел.

— Было дело. Две недели провалялся в постели с тяжёлой ангиной.

— А как ты себя чувствуешь?

— Да неплохо, старина.                               [КВС: 70]

この友人同士の会話では，まず挨拶には固有名詞による呼びかけ語が付加されるが，その後，

体調を尋ねる問に対する返事として “старина” が付加される．学習者は，Коля が相手を一

度 “Витя” と呼んだにもかかわらずそれに続く発話で同一人物を “старина” と呼ぶ，その意

図を理解する必要がある．Формановская [2002b: 89] が述べるように，調整的呼びかけ語に

よって話し手は当該場面で必要なスタイル，つまりこの場面では「気楽な」「ざっくばらんな」

スタイルで会話を行うという意志を示している．友人は体調を心配してくれている．そこで

話し手としては，深刻さを回避し相手に安心感を与えるために「まあまあだよ」という返事

に “старина” を付加する．

次の例は，上下関係がある人間同士の会話で，調整的呼びかけ語が円滑なコミュニケーシ

ョンの遂行に効果を発揮している例である．

（17） Разговор аспиранта с оппонетном после дискуссии.

— Валерий Семёнович, я хочу попросить прощения за ту резкость, которую я 

позволил себе вчера в споре с вами. Приношу глубокие извинения.

— Ну что вы, голубчик, с кем этого не бывает! Я это объясняю полемическим 

задором и нисколько не обижаюсь.

— Спасибо, Валений Семёнович! Сам не понимаю, как это со мной случилось, я 

всё-таки виноват перед вами. Думаю, что это будет хорошим уроком для меня.

— Ну что вы! Право же, не стоит придавать этому такое серьёзное значение. До 

свидания. Не мучайте себя.
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— До свидания, Валерий Семёнович.                          [РРЭП: 114]

下位者は，謝罪や謝意の表現に伴って，相手に対し名前＋父称 “Валерий Семёнович” とい

う敬意を示す形式を用いている．一方，上位者は “голубчик” という調整的呼びかけ語を用

いている．この場面で上位者は，自分の行動を反省する下位者に対して恐縮しすぎないよう

に慰めている．呼びかけ語 “голубчик” は，この場面で必要なスタイルとして，話し手が聞

き手に親しみを表明する手段となっていることが分かる．慰めという行為を一層円滑に行う

ことに呼びかけ語は一役買っている．

“дорогой” や “милый” といった，話し手が聞き手に対して抱く感情を表現した形容詞を

用いた例文も，数は少ないが提示されている．次の例では，依頼と断りの 2 つの表現に呼び

かけ語が含まれている．依頼する人は名前＋父称 “Иван Петрович” という敬意を示す形式を

用いているのに対し，断る人は，断るという行為自体が持つ相手に対する恐縮の念から，名

前＋父称にさらに “дорогой” を付加している．この付加によって，当該談話で必要と考えら

れるスタイル，つまり「より丁寧な」スタイルを示し，相手との人間関係に働きかけている．

（18） Не могли бы вы, Иван Петрович, прочитать мою рукопись и высказать свое мнение 

о ней?

Мне бы очень не хотелось вам отказывать, дорогой Виктор Васильевич, но в 

ближайшее время я крайне занят.                       [РРЭП: 89]

また，次の例も，褒めの発話に伴う呼びかけ語が相手との「近しい」スタイルを示し，褒

めを一層効果的に伝達している．

（19） — Витя, милый, с тех пор как ты начал ходить на лыжах, у тебя фигура заметно 

изменилась к лучшему. Ты похудел, стал стройнее, и это тебе очень идёт.

— Да, Валюша, и чувствую я себя гораздо лучше. Прямо помолодел, 10 лет сбросил.

                                              [РРЭП: 136]

Pечевой этикет の教材は，依頼，勧誘，断りなどの機能について，その発話行為が人間関

係や場面に応じて適切になされることを目指して様々な表現を提示している．そして呼びか

け語は，発話行為を円滑に行うための補助的な要素として効果的に機能する．したがって，

調整的呼びかけ語も含めた多様な呼びかけ語を，発話行為とともに効果的に提示する必要が

あると考える．

５．まとめ 

呼びかけ語の適切な選択と運用は，円滑な人間関係の構築及びコミュニケーションに重要

である．本稿は，ロシア語教育の観点から，Речевой этикет の教材内でどのような語彙が提

示されているのか分析し，呼びかけ語の教授における問題点を議論した．
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изменилась к лучшему. Ты похудел, стал стройнее, и это тебе очень идёт.

— Да, Валюша, и чувствую я себя гораздо лучше. Прямо помолодел, 10 лет сбросил.

                                              [РРЭП: 136]

Pечевой этикет の教材は，依頼，勧誘，断りなどの機能について，その発話行為が人間関

係や場面に応じて適切になされることを目指して様々な表現を提示している．そして呼びか

け語は，発話行為を円滑に行うための補助的な要素として効果的に機能する．したがって，

調整的呼びかけ語も含めた多様な呼びかけ語を，発話行為とともに効果的に提示する必要が

あると考える．

５．まとめ 

呼びかけ語の適切な選択と運用は，円滑な人間関係の構築及びコミュニケーションに重要

である．本稿は，ロシア語教育の観点から，Речевой этикет の教材内でどのような語彙が提

示されているのか分析し，呼びかけ語の教授における問題点を議論した．
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２節では呼びかけ語の定義，語種，そして Речевой этикет と呼びかけ語の関係を述べた．

Гольдин [1983, 2009] による語の意味の二分類である指示的呼びかけ語と調整的呼びかけ語

は広く知られている．前者は聞き手そのものを指しているが，後者は聞き手そのものを指し

ているわけではなく，話し手から見た話し手と聞き手の人間関係を表現した語である．

３節では呼びかけ語の教材分析を行った．Речевой этикетを扱うРКИの教材4冊を選定し，

そこから呼びかけ語を含む表現を抽出し，指示的呼びかけ語と調整的呼びかけ語及びその下

位分類に沿って分類した．その結果，同じ Речевой этикет の教材でも呼びかけ語の提示の仕

方は量的に大きく異なることが分かった．提示される呼びかけ語の種類についても，固有名

詞はすべての教材が提示しているものの，教材によってはまったく提示されない呼びかけ語

も見られた．

４節では呼びかけ語の教授に関する 3 つの問題点を議論した．まず，教材内に固有名詞の

派生形，また派生の方法に関する明示的解説がないため，学習者は固有名詞のバリエーショ

ンの中から適切な形式を主体的に選択できないという問題が起こる．また，ロシア語では感

情に応じて呼びかけ語を選択することが可能であるが，明示的解説がないがゆえに，ある特

定の人物に対して特定の呼びかけ語しか用いることができないという問題も生じる．そして，

調整的呼びかけ語は人間関係の構築に積極的に関与する要素であり，発話行為と組み合わせ

て効果的に提示する必要があると考える．

本稿は，ロシア語教育における呼びかけ語の教授について考察した．ロシア語の呼びかけ

語は，語彙的な豊かさ，そしてそこに起因する選択の困難さから，多くの研究者の興味を引

く対象である．人間関係を繊細に反映する言語的要素であるからこそ，ロシア語話者のみな

らず，学習者にとっても決して軽視できない知識である．今後は，語種の詳細な分析や効果

的な提示・教授方法について検討していく必要があるだろう．

（ひがしで とも）
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Резюме

Проблемы лингводидактики обращений
— Анализ учебных пособий по речевому этикету РКИ —

ХИГАСИДЭ Томо

Адекватный выбор и использование обращений играют важную роль в процессе 

коммуникации. В данной статье анализируются учебные пособия по речевому этикету РКИ с 

точки зрения представленных в них форм обращений, а также затрагиваются проблемы, 

возникающие при обучении иностранных студентов использованию обращений.

Предметом анализа являются обращения, встречающиеся в четырех учебных пособиях

по речевому этикету РКИ. Согласно классификации, предложенной Гольдиным В.Е. [1983,

2009], мы разделили представленные в учебных пособиях обращения на две группы:

обращения-индекс и обращение-регулятив. В результате анализа было выяснено, что 

определенные группы обращений встречаются в разных количествах в различных пособиях. Во 

всех изучаемых пособиях мы обнаружили обращения, состоящие из имени собственного, а 

также его вариантов с суффиксами. При этом такие формулы обращений как метафоры либо

термины родства встречаются в пособиях значительно реже, а иногда совсем не представлены.

В обучении употреблению обращений можно выделить три основные проблемы. 

Во-первых, учащиеся не могут выбрать определенную форму обращений из возможных 

вариантов, поскольку в пособиях отсутствуют эксплицитные пояснения, касающиеся

диминутивов имен собственных. Во-вторых, несмотря на то что в русском языке изменение

форм обращений зависит от эмоций говорящего, в связи с отсутствием в пособиях 

эксплицитных пояснений, учащимся приходится постоянно использовать одни и те же формы 

обращений. В-третьих, поскольку обращение-регулятив активно участвует в регулировании 

отношений между собеседниками, крайне важным является максимально эффективное 

представление этих обращений в сочетании с различными речевыми актами.
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［ Из опыта преподавания ］ 

Песня на уроке русского языка
— Подходы, принципы и практические примеры использования —

ДЫБОВСКИЙ А.С.
 
Введение

В последние десятилетия стремительно развиваются методы, методики и технологии 

преподавания и изучения иностранных (вторых) языков, дающие возможность все больше и 

больше учитывать потребности и индивидуальные особенности обучаемых, а также и 

индивидуальные склонности и компетенции обучающих. Как и в других универсальных сферах 

глобализирующегося мира, в преподавании и изучении иностранных (вторых) языков 

противоборствуют тенденции нарастания многообразия практик и попыток унификации

результатов обучения (CEFR, ТРКИ, TOEIC, TOEFL). Между тем, сохраняют свою 

актуальность некоторые универсальные техники, приемы и орудия обучения. В этой статье мы 

поговорим о возможностях и принципах использования песни во время преподавания русского 

языка как иностранного (далее — РКИ). Сначала мы рассмотрим свойства песни как 

универсального художественного текста с точки зрения преподавания языка, затем поговорим 

об особенностях использования песни на начальном, а также среднем и продвинутом этапах 

обучения (1), основываясь на многолетнем опыте использования песни на уроках РКИ.

На русском языке по данной теме существует много специальных работ,

разрабатывающих самые разные аспекты проблемы. Например, О.Н. Жизневская дает описание 

интернет-ресурсов и предшествующих исследований, подробно рассматривает методику 

работы преподавателя на каждом из этапов (до, во время и после) прослушивания песни,

рекомендует конкретные музыкальные произведения для работы над различными аспектами 

русского языка и культуры [Жизневская 2015: 102–112]; Н.Н. Толстова указывает, что песни 

могут использоваться для обучения произношению, лексике, грамматике, служить в качестве 

стимулов дискуссии и написания эссе, что они оживляют урок и помогают обучаемым 

«приобщаться к культуре страны изучемого языка» [Толстова 2017: 48–49], она также дает 

детальную методическую разработку использования песни на уроке РКИ на материале текста 

песни «Я с тобой» группы «Звери» [Толстова 2017: 49–56]; Ло Худе рассматривает песню в 

качестве одного из средств повышения мотивации студентов, изучающих РКИ [Ло Худе 2015:

(1) Термины используются в соответствии с организацией преподавания русского языка в 
Осакском университете как второго иностранного на первом, втором и последующих курсах
(перевод терминов ロシア語初級・中級・上級).
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89–90]; Ю.В. Болотова выделяет 8 последовательных этапов работы над песней на уроке 
[Болотова 2017: 85–86]; С.Я. Евтушенко подразделяет песни на учебные (написанные 

специально для учебных целей) и аутентичные и считает, что песенный материал необходимо 

сделать средством выражения собственных мыслей обучаемого [Евтушенко 2014: 68]. Т.А. 

Потапенко раскрывает особую для ценность для РКИ песен из детских мультфильмов 1960–80

гг. в силу их «художественности, увлекательности, педагогической целесообразности»
[Потапенко 2003: 73].

В Японии имеются работы, посвященные использованию песни на уроках английского 

языка как иностранного (например, [Uemura 1984: 31–38]), однако публикации по методике 

использования песни на уроке РКИ нам не известны.

1. Песня как художественный текст 

Песня — это эффективное средство предъявления обучаемым аутентичных 

художественных форм использования языка практически по любой тематике и на любом 

уровне обучения. Огромное разнообразие песенных видов и жанров дают возможность 

подобрать необходимые произведения для самых разных этапов и процессов овладения 

обучаемыми РКИ.

Важнейшей и ценнейшей особенностью песни является то, что песня представляет собой 

художественный текст, облеченный в музыкальную форму. Принадлежность песни к 

произведениям искусства является основой привлекательности песенных текстов для 

обучаемых; связь песенных текстов с мелодией, рифмой, ритмической организацией

произведения, так же как и повторяемость некоторых фрагментов текста, облегчает 

запоминание содержащихся в песне языковых форм. 

Отдельной ценной особенностью песни является ее неразрывная связь с культурой 

страны изучаемого языка, ее социальными кодами и ритуалами, нравственностью и 

ценностями, этикой и эстетикой соответствующего народа. Хотя многие песни строятся на 

простых разговорных формах, в песне нередко содержится трудная для обучаемого, так 

называемая «безэквивалентная лексика», фразеология, оригинальное метафорическое 

использование слов. Все это в контексте песни естественным образом воспринимается, 

распознается и запоминается.

Песня (наряду, например, с языковой игрой) воздействует на эмоциональную сферу 

обучаемого, пробуждает его образное мышление, активизирует работу правого полушария

мозга обучаемого, что крайне важно, когда мы имеем дело с обучением иностранному языку 

взрослых. Актуальное для обучаемых музыкальное произведение (от частушки и оперной арии

до панк-рока и рэпа) имеет художественную и эстетическую ценность для слушателей, 

неизменно вызывает сопереживание и слушается с интересом даже при многократном 
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89–90]; Ю.В. Болотова выделяет 8 последовательных этапов работы над песней на уроке 
[Болотова 2017: 85–86]; С.Я. Евтушенко подразделяет песни на учебные (написанные 

специально для учебных целей) и аутентичные и считает, что песенный материал необходимо 

сделать средством выражения собственных мыслей обучаемого [Евтушенко 2014: 68]. Т.А. 
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В Японии имеются работы, посвященные использованию песни на уроках английского 

языка как иностранного (например, [Uemura 1984: 31–38]), однако публикации по методике 

использования песни на уроке РКИ нам не известны.

1. Песня как художественный текст 

Песня — это эффективное средство предъявления обучаемым аутентичных 

художественных форм использования языка практически по любой тематике и на любом 

уровне обучения. Огромное разнообразие песенных видов и жанров дают возможность 

подобрать необходимые произведения для самых разных этапов и процессов овладения 

обучаемыми РКИ.

Важнейшей и ценнейшей особенностью песни является то, что песня представляет собой 

художественный текст, облеченный в музыкальную форму. Принадлежность песни к 

произведениям искусства является основой привлекательности песенных текстов для 

обучаемых; связь песенных текстов с мелодией, рифмой, ритмической организацией

произведения, так же как и повторяемость некоторых фрагментов текста, облегчает 

запоминание содержащихся в песне языковых форм. 

Отдельной ценной особенностью песни является ее неразрывная связь с культурой 
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Песня (наряду, например, с языковой игрой) воздействует на эмоциональную сферу 
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до панк-рока и рэпа) имеет художественную и эстетическую ценность для слушателей, 

неизменно вызывает сопереживание и слушается с интересом даже при многократном 
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воспроизведении.

Итак, песни — это компактные художественные произведения с большим потенциалом 

эстетического воздействия на слушателя, с феноменальным разнообразием по тематике и 

жанрам, но неизменно актуальные для определенных этапов жизни и деятельности людей

соответствующего сообщества. Поэтому преподаватель иностранного языка может эффективно 

пользоваться песней на любом этапе языковой компетенции обучаемого и практически по 

любой тематике.

2. Возможности использования песни на уроке РКИ

На уроке иностранного языка песня может иметь самое разнообразное использование.

Во-первых, она может служить в качестве особого ритуального элемента урока,

символизирующего его начало и конец, как с определенными мелодиями связываются 

некоторые ТВ- и радиопередачи. Во-вторых, песня — это идеальный материал для 

музыкальных пауз, помогающих преподавателю гибко менять виды работы обучаемых. Тексты 

песен (пение) могут использоваться для постановки произношения: см., например, учебное 

пособие Н. Федотовой «Не фонетика — песня!» [Жизневская 2015: 103]. Не говоря уже о том, 

что песни дают преподавателю РКИ богатейший материал для введения и закрепления лексики, 

грамматики, фразеологии русского языка, экспрессивных и дискурсивных особенностей 

русской речи. Песни могут служить и для введения обучаемых в круг реалий страны 

изучаемого языка, а также для создания контекста или обозначения темы языковой 

коммуникации [Толстова 2017: 48–49]. Песни могут использоваться как материал аудирования

или средство стимулирования фантазии обучаемых в размышлениях на различные актуальные 

темы.

Песня обладает таким необходимым при изучении иностранных языков свойством, как 

повторяемость определенных текстовых фрагментов, отдельных фраз или слов. С этой точки 

зрения для преподавателя иностранного языка особенно привлекательным является припев 

песни, который, будучи чрезвычайно важным структурным элементом текста песни, при 

обучении иностранному языку может быть уподоблен по функции банальному языковому 

дриллу, выгодно отличаясь от последнего отсутствием наводящей уныние на обучаемого 

механической повторяемости и коммуникативной бессмысленности упражнений такого типа.

Введенные на другом текстовом материале лексические единицы могут стать предметом 

аудирования в тексте песни, когда нужно распознать уже знакомые обучаемому слова, звучащие 

в естественном потоке речи. Уже на начальном этапе обучения таким предметом аудирования 

могут стать, например, слова приветствия, личные местоимения, собственные имена и 

географические названия (подробнее — ниже). На текстах песен может быть подобран 

иллюстративный материал для самых разных явлений русского языка, начиная с базовой 
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грамматики и кончая всевозможными видами эллипсиса, инверсии, интеграции и парцелляции 

предложений и прочих фигур экспрессивного синтаксиса, а также метафорического 

использования лексики, окказионального словообразования и проч. 

Таким образом, песни могут служить живыми примерами коммуникативного 

использования языка в самых разных ситуациях общения людей. Песни обладают

оригинальной поэтикой и силой воздействия, способной активизировать образное мышление 

обучаемых, они — неисчерпаемый источник этнокультурной информации, которая дает 

возможность актуализовать самую разнообразную тематику для реальной коммуникации на 

уроке. Песня имеет огромное значение как эстетический и ритуальный элемент организации 

урока, мотиватор когнитивной активности обучаемых, средство активизации их внимания.

Песня, несомненно, является важным ресурсом повышения академической активности 

обучаемых и их мотивации в овладении РКИ.

3. Некоторые принципы использования песни на уроке РКИ

Говоря о принципах использования песни на уроке, начнем с психологической готовности 

обучаемого слушать песни. Если такой готовности нет, ее необходимо создать, мотивировать 

обучаемых на прослушивание того или иного музыкального произведения. Всегда возникает 

вопрос о представлении содержания текста, истории создания песни, а также информации об 

авторах и исполнителях — это тот самый «информационный зазор», который так необходим 

для осуществления реальной коммуникации на уроке: обучающий имеет мотив дать студенту 

необходимую информацию для восприятия песни, а обучаемый мотивирован ее воспринимать,

так как она предваряет предстоящую учебную работу. Большое значение в этой ситуации имеет 

личное отношение и интерес обучающего к песне, ее исполнителю, социальному контексту ее 

появления, а также к огромному пласту социально-культурной и визуальной информации, 

связанному с песней, которая в обилии представлена на интернет-ресурсах — в текстах, 

фотографиях, видео-роликах и проч.

Таким образом, обращение к песне дает нам множество возможностей и поводов выбрать 

самые разные темы, касающиеся страны изучаемого языка, эпохи создания песни, ее истории и

роли в социально-культурной жизни общества. Что касается знакомства обучаемого с 

содержанием текста песни, то здесь мы имеем большое количество вариаций — от полного 

представления содержания текста песни в переводе до краткого изложения его сути на родном 

для обучаемых (элементарный уровень) или изучаемом иностранном (средний и продвинутый 

уровни) языке в зависимости от целей использования, наличия времени и, самое главное, 

готовности аудитории воспринимать комментарий к избранной песне.

Главной задачей обучающего должны быть создание мотивации обучаемого на 

самостоятельный «мозговой штурм» по идентификации в тексте песни введенных на другом 
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материале слов и выражений, активизация «когнитивных стратегий языковой догадки» [Черкес

2016: 110] при восприятии содержания песни, а также лексических, грамматических,

конструктивных и коммуникативных особенностей текста песни. Уже на начальном этапе 

изучения иностранного языка при помощи умело введенного содержания и социокультурного 

контекста песни обучаемый должен быть мотивирован на самостоятельное восприятие и 

понимание сначала отдельных слов, а затем и элементарных фраз, в обилии представленных в 

текстах песен. На среднем и продвинутом этапах изучения РКИ перипетии песенного сюжета,

личное переживание обучаемыми содержания песни и их отношение к последнему необходимо 

сделать предметом коммуникации, а языковые выражения, почерпнутые обучаемым из песни –

готовыми блоками потенциала его языковой компетенции.

В зависимости от уровня владения обучаемым иностранным языком, особенностей

песенного текста (простота / сложность), музыкального характера исполнения (быстро /

медленно), а также и специфики задания по аудированию прослушивание песен может 

осуществляться как с опорой на письменный текст песни, так и без последнего. 

Прослушивание без опоры на текст предпочтительно на начальном этапе обучения, когда еще 

не сформирован навык чтения на иностранном языке, текст труден для понимания, а задание 

состоит в идентификации отдельных знакомых слов в потоке песенного текста. Концентрация 

обучаемого на визуальных образах слов в таком случае сильно отвлекает его от восприятия 

звукового потока речи. Когда темп пения небыстр и произношение совершенно отчетливо, 

обучаемому может быть предложено прослушивание песни с текстом, даже если нет 

перспективы полного его понимания. 

В большинстве случаев целесообразно неоднократное предъявление текста песни с 

постепенным наращиванием комментария и прояснением деталей текста, однако задание 

должно строиться так, чтобы всегда оставалось место для интуиции и догадки обучаемого,

чтобы у него оставалась возможность совершения собственного языкового открытия.

Отдельный вопрос представляет собой использование видеоклипов. В них большая часть 

информации передается при помощи визуального контента и музыки. Поэтому видеоклипы, на 

наш взгляд, более уместны при первом знакомстве с песней, а также при обсуждении разных 

аспектов музыкальной культуры и визуализации музыкального произведения на продвинутом 

этапе обучения, также как и всевозможные песенные конкурсы и караоке-презентации, для 

которых интернет-технологии создают богатые возможности.

Итак, песня может эффективно использоваться, если она станет предметом 

интеллектуальной эвристической работы обучемых. К тексту песни целесообразно идти не от 

предварительного знакомства с письменным текстом, а с попыток обучаемых самостоятельно 

расслышать, воспринять и идентифицировать отдельные слова, словосочетания, фразы (уже 

введенные на другом учебном материале) в процессе многократного предъявления песни с 

постепенным продвижением в понимании ее содержания.
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4. Особенности использования песни в курсах для начинающих

Песня может использоваться как один из видов аутентичных языковых материалов уже на 

самых ранних стадиях изучения РКИ. Приобщение обучаемого к аутентичным текстам на 

материале песни может способствовать повышению мотивации, а также активизации 

индивидуальной работы с песенными текстами. Например, после ознакомления обучаемых с 

распространенными географическими названиями при помощи географической карты или 

специальных упражнений [Dybovsky, Kitaoka 2004: 14–15] для прослушивания может быть 

предложена, например, песня Ираклия Пирцхалава «Лондон — Париж», в тексте которой 

неоднократно повторяются названия вышеуказанных двух европейских столиц, с заданием 

идентифицировать и правильно произнести названия городов, упоминаемых в песне. По 

завершении прослушивания песни обучаемым стоит предложить вспомнить названия других 

столиц и обратить внимание на их правильное произношение (орфоэпию). Задание может быть 

сформулировано и в форме: «Послушайте и угадайте, как называется песня» (2). После введения 

лексики по теме «Напитки и сладости» с тем же заданием может быть предложена для 

прослушивания песня Инны Маликовой «Кофе и шоколад». Идентификация в тексте песни

услышанной ранее обучаемыми интернациональной лексики (кофе, шоколад), несомненно,

будет способствовать их закреплению и усвоению произносительной нормы. При этом не 

лишним будет еще раз обратить внимание обучаемых на то, что интернациональная лексика, в 

обилии присутствующая также и в японском языке, в большом количестве представлена в 

русском, начиная с научно-технической терминологии и кончая массой обиходных 

общеупотребительных слов. 

Для задания «Угадайте, как называется песня» при изучении слов приветствия могут 

быть использовованы песни «До свидания» на стихи М. Танича в исполнении Ларисы Долиной,

«Привет» М. Леонидова на стихи Д. Рубичева в исполнении группы «Секрет», «Ну, здравствуй, 

Питер» А. Шульгина в исполнении Юлии Михальчик. При работе над песней «Ну, здравствуй, 

Питер» стимулом интеллектуального поиска обучаемых может стать вопрос о том, почему к 

собеседнику обращаются по имени Питер, в то время, когда существует имя Петр. При помощи 

наводящих вопросов и пояснений (например, «Только ли человеку может быть адресована 

такая песня?») обучаемые могут быть подведены к самостоятельному пониманию того, что 

текст песни обращен не к человеку, а к городу Санкт-Петербургу, и Питер представляет собой 

альтернативное обиходное название последнего. На материале песни может быть введено и 

многократно повторяемое здесь вопросительное слово «зачем». При этом предметом 

культурологической беседы может стать российские ТВ-проекты «Фабрика звезд», в рамках 

(2) При этом следует обратить внимание обучаемых на то, что названиями песни часто становятся 
слова и фразы, повторяющиеся в тексте и что именно на них нередко падает особая смысловая 
нагрузка. 
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которого впервые исполнялась рассматриваемая песня, «Голос», «Лучше всех» и другие 

популярные ТВ-передачи.

Для закрепления введенных личных местоимений эффективным средством может стать 

песня Д. Тухманова на слова Р. Рождественского «Родина моя» в исполнении Софии Ротару или 

детских музыкальных групп, использующих эту песню для разнообразных 

вокально-танцевальных композиций, которые часто начинаются с неоднократного 

скандирования инициальной фразы песни — «Я, ты, он, она — вместе дружная семья…». Тема 

личных местоимений может быть продолжена на материале элементарных 

субъектно-предикатных фраз, построенных из местоимений типа «Я — это ты, ты — это я». 

Эта фраза неоднократно повторяется в припеве песни Мурата Насырова «Я — это ты».

После введения, например, при помощи вопросно-ответной работы « — Как тебя зовут?

— Меня зовут…» формы винительного падежа личных местоимений и глагола «люблю» 

предметом для «мозгового штурма» обучаемых могут стать фрагменты из песни группы 

«Фристайл» «Это все тебе кажется» с троекратным повторением фразы «Я люблю тебя» в 

каждом куплете песни. После краткого пояснения содержания песни на родном языке 

обучаемых им может быть предложено понять содержание неоднократно повторяемой в песне 

фразы, объяснить употребление личного местоимения в ней, а затем дать примеры 

существительных, которые могут заместить личное местоимение в соответствующей 

синтаксической позиции. От личных местоимений можно естественным образом перейти к 

притяжательным, которые также обильно представлены в песенных текстах. Хороший 

материал для этого представлен в песне В. Смирновой «Ты мой, я — твоя» в исполнении 

Лолиты Милявской. Припев этой песни, который представляет собой редупликацию фразы 

«А-и-я-и-яй, мы одни, мы с тобой одни. / А-и-я-и-яй, ты мой, я твоя», повторяется в песне 

шесть раз. Если прослушивание этой песни предварить введением числительных и счета, то 

предметом брэйнсторминга обучаемых может стать аудирование и перевод вышеприведенной 

фразы, от которого можно подойти к пониманию парадигмы базовых форм числительного один
(один, одна, одно, одни).

При прослушивании песни «Добрый вечер, Москва!» группы «Браво» можно 

сконцентрироваться на восприятии и понимании неоднократно повторяемой в тексте песни 

фразы Это ты, мой город Москва, а также на ряде метафор города (город-джаз, город-блюз, 

город-рок-н-рол). Условием, естественно, является наличие уже введенной лексемы город.

Задания по аудированию можно сформулировать следующим образом: 1) Какая фраза 

повторяется в тексте песни? (Часть слов может быть представлена в задании, другие 

обозначены многоточием: «Это…, … город…!»); 2) Любимый город группы «Браво» — это 

город…? 3) Метафоры города в песне – …, …, …? (слова для справки: город-вальс, город-танго, 

город-рок-н-ролл, город-блюз, город-брейк, город-бон-одори, город-джаз, город-ламбада, 

город-буги-вуги); 4) Ваш любимый город – это какой город? Метафоры вашего города: это 
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город-…? 5) В каком городе жить весело? (В городе-…); 6) В каком городе жить приятно? 7)

В каком городе жить страшно? (Страшно жить в городе-…); 8) В каком городе вы хотите 

жить?

Уникальный ресурс для преподавателя РКИ представляют собой детские песни, 

созданные в советскую эпоху, особенно песни, написанные для мультфильмов [Потапенко 203:

68–73]. Из детских песен замечательный материал для иллюстрации согласования 

существительных и прилагательных дает нам песня К. Певзнера на слова А. Арканова

«Оранжевая песенка» в исполнении Ирмы Сохадзе, в припеве которой прилагательное 

«оранжевый» сочетается с существительными всех имеющихся в русском языке родов, а также 

с формами единственного и множественного числа существительных: Оранжевое небо, 

оранжевое море, / Оранжевая зелень, оранжевый верблюд, / Оранжевые мамы оранжевым 

ребятам / Оранжевые песни оранжево поют.

Уже на самых ранних этапах овладения обучаемыми личными формами глагола 

полезным аудио-ресурсом может стать песня Татьяны Залужной (Любаши) «Что ты делаешь, 

Алла?», в исполнении С. Зверева, в припеве которой много раз повторяется указанный в 

заглавии вопрос. Интересной культурологической информацией может стать рассказ о карьерах 

Аллы Пугачевой и Сергея Зверева, а также особенностях их взаимоотношений, отчасти 

изображенных в ироническом тексте песни, и многочисленных фотографиях и видео в ресурсах 

интернета.  

Итак, песенный материал может использоваться уже на самых первых уроках РКИ, когда 

обучаемый еще практически не знаком с грамматикой русского языка, и его словарь 

иностранных слов крайне ограничен. Песенный материал целесообразно использовать для 

закрепления уже введенных слов приветствия, географических названий или лексики, 

имеющей интернациональное употребление. Понимание отдельных фраз из популярных песен 

будет также способствовать углублению грамматической компетенции обучаемых, повышению 

их мотивации в изучении РКИ.

5. Особенности использования песни на среднем и продвинутом этапах
изучения РКИ

В этом разделе речь пойдет преимущественно об опыте работы с обучаемыми, 

освоившими базовый уровень РКИ и идущими по пути активного совершенствования в 

использовании РКИ. На продвинутом этапе обучения могут быть использованы те же 

материалы и приемы, однако с гораздо большей свободой и гибкостью, поскольку высокий 

уровень компетенции обучаемых в русском языке увеличивает возможности коммуникации в 

аудитории по самым разным аспектам песенной культуры и связи песни с разными сторонами 

жизни общества. На среднем этапе от обучающего требуется больше умения увязать языковой 
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материал песни с содержанием учебных занятий, необходима также психологическая 

готовность обучаемых воспринимать аутентичные материалы на иностранном языке в виде 

песенных текстов.

В литературе об использовании песен в преподавании РКИ есть немало публикаций о 

возможностях использования песен для введения и закрепления различных языковых явлений. 

Например, О.Н. Жизневская отмечает, что песня Лолиты Милявской «Я» дает богатый 

материал для работы с антонимами русского языка (Я красивая, но ужасная. / Я безвредная, но 

опасная…), песня Аллы Пугачевой «Как-нибудь» может быть использована для работы над 

темой местоимений, а песня из кинофильма «Ирония судьбы, или с легким паром» «Если у вас 

нету тёти» полезна при изучении родительного падежа [Жизневская 2015: 108–109].

Продолжая эму тему, мы можем предложить песню Татьяны Залужной (Любаши)

«Изучай меня по звездам» в исполнении Натальи Ветлицкой в качестве материала для 

закрепления форм дательного падежа множественного числа существительных, которые 

неоднократно повторяются в припеве указанной песни: «Изучай меня по картам, изучай меня 

по звёздам / Изучай меня по ливням, изучай меня по грозам / Я нелёгкая загадка, разгадать 

меня непросто / Изучай меня по зимам, изучай меня по вёснам». Песня Мурата Насырова «Я —

это ты» может быть полезна при изучении личных местоимений русского языка (Я — это ты, 

ты – это я, / И никого не надо нам, / Все, что сейчас есть у меня, / Я лишь тебе одной 

отдам…); Песня Оскара Фельцмана на слова М. Танича и И. Шаферана «Ходит песенка по 

кругу» — при изучении творительного падежа (Можно с песенкой сердечной / И грустить, и 

веселиться. / И, как хлебом, с каждым встречным / Можно песней поделиться. Припев:

Мимоходом, мимолётом, / Теплоходом, самолётом, / Адресованная другу, / Ходит песенка по 

кругу, / Потому, что круглая Земля!). Припев песни группы «Наутилус Помпилиус» «Я хочу 

быть с тобой» может служить иллюстрацией сложных сказуемых с глаголом хочу: (Я хочу быть 

с тобой / Я хочу быть с тобой / Я так хочу быть с тобой / Я хочу быть с тобой / И я буду с 

тобой), а песня «Мальчик хочет в Тамбов» Мурата Насырова — примером эллипсиса 

основного глагола (поехать) в этой конструкции. «Чунга-чанга» В. Шаинского на слова Ю. 

Энтина дает нам показательные примеры глагола в функции подлежащего (Жить на нем легко 

и просто) и парцелляции грамматической структуры предложения (Чунга-Чанга! Кто здесь 

прожил час — Чунга-Чанга! Не покинет нас!). Песня группы «Високосный год» «Лучшая 

песня о любви» представляет нам образцы сообщений о возрасте человека (Ей было где-то 

тpидцать шесть… И было ей семдесят два…), «Девочка, которая хотела счастья» группы 

«Город 312» — определительных придаточных предложений с союзным словом «который», а 

русская народная песня «Виновата ли я?» — еще несколько типов придаточных предложений, 

вводимых при помощи союзных слов «что», «когда», «потому что». Песня группы «Браво» на 

слова В. Степанцова «Король Оранжевое лето» в исполнении Жанны Агузаровой может быть 

прекрасной иллюстрацией приложения в русском языке; песни В. Шаинского на слова М. 
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Пляцковского «Двойка» и группы «Руки вверх» «Отель» дают интересный материал для 

работы над числительными, а песня Николая Трубача «Белым» может быть использована для 

работы над склонением прилагательных: Мы рисуем все свои мечты белым, / Мы рисуем 

черные цветы белым, / Мы рисуем наш чудесный дом белым, Обними меня своим крылом —

белым.

Как мы уже писали выше, песня изобилует примерами для наблюдения над самыми 

разнообразными явлениями русского языка и дискурсивными особенностями русской речи.

Однако более интересной работой над песенным материалом нам представляется обсуждение 

содержательной стороны песен, затрагивающее личный интерес и ценности обучаемых, 

пробуждающее их творческую фантазию и позволяющее поговорить о самых разных сторонах 

нашей жизни. Например, послушав песню «Саша плюс Маша» из «Фабрики звезд 2» и 

проследив за тем, кто в кого влюблен и не влюблен по тексту песни (Ее зовут Маша, она 

любит Сашу, / А он любит Дашу, и только ее… / Но Даша готова простить его снова - /

Опять бросить Вову, вот, блин, ё-моё… / Никита плюс Маша, / И Дима плюс Света… / Роман 

любит Иру / И только ее… / Санек любит Лесю, / Руслан любит Юлю, / Все это непросто —

ё-моё!) можно поговорить о знаменитом телепроекте, трудностях жизни и творчества молодых 

людей, о том, что они готовы сделать ради карьеры и ради любимого человека. 

На ностальгическую для студентов тему школьных воспоминаний позволяет поговорить 

песня группы «Челси» «Последний звонок» (Последний звонок и школьный урок / Остались 

уже позади. / Последний звонок и новый урок / Готовит нам жизнь впереди. / Последний звонок 

и школьный урок, / Остались уже позади. / Последний звонок и жизни урок, / Нас ждёт 

впереди). После введения необходимой лексики по теме можно обсудить вопросы, имеющие 

для студентов личностный смысл, например: 1) Что такое последний звонок? 2) А последняя 

электричка? 3) Что готовит вам жизнь, вы знаете? 4) Что у вас впереди? 5) А что позади? 

6) Что такое уроки жизни? 7) Что вы помните из школьной жизни? 8) Чем университет 

отличается от школы? 9) Что вам больше нравится – школа или университет? 10) Вы 

любите ваш университет?

Прослушивание песни В. Кристовского «Девушка Прасковья» до предъявления текста 

песни можно совместить с выяснением следующих вопросов: 1) Как девушку зовут? 
(Виктория, Патриция, Прасковья, Параша) 2) Откуда они приехала (из Приморья, из 

Приамурья, из Москвы, из Подмосковья); 3) Как вы думаете, какая это девушка? (красивая или 

некрасивая, модная или немодная, приветливая или неприветливая, веселая или грустная, 

счастливая или несчастная); 4) Что значит «девушка одна»? 5) Что значит девушка из 

Москвы? 6) Что значит девушка из Подмосковья? После предъявления текста можно провести 

брэйнсторминг на темы: 1) Любит ли Прасковья того человека, который ее бросил? (Ключевое 

выражение для ответа «в сердце нет свободных мест»); 2) Что Прасковья должна сделать 

со своей любовью? (распять, стереть); 3) Зачем в песне присутствуют темы «Ночь» и 
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Луна»? По окончании прослушивания можно поговорить о том, что обучаемые думают о себе. 

Эту беседу можно сопроводить вопросами: 1) Вы красивый человек? 2) Вы модная девушка
(модный юноша)? 3) Вы хороший студент? 4) Вы приветливый человек? 5) Вы веселая девушка 
(веселый юноша)? 6) Вы счастливый или несчастный человек? 7) Любовь — это счастье или 

несчастье? 8) На что вы готовы ради любви? 9) Что вам нужно для счастья?

Еще больший простор для коммуникации на уроке дает песня В. Кристовского «Ума 

Турман». При прослушивании до предъявления текста песни можно заняться выяснением 

ответов на следующие вопросы: 1) Как называется песня? 2) Как зовут героя песни (Витя, 

Вася, Вова, Антон); 3) Где он? (на работе, дома, в ресторане, в кино); 4) Где он ее увидел? (в 

кино, в театре, на концерте, в телевизоре); 5) Актриса, которую он любит, — это кто? 
(Софи Лорен, Мерлин Монро, Ума Турман, Джулия Робертс); 6) Куда он приехал в конце 

концов? Как зовут бойфренда актрисы, которую он любит? (Ален Делон, Леонардо Ди-Каприо, 

Чарли Чаплин, Квентин Тарантино). После предъявления текста можно обсудить следующие 

вопросы: 1) В каком городе живет герой песни? 2) Почему вдруг встали трамваи? 3) У кого 

травма? Какая травма? Почему? 4) Куда герой решил ехать и почему? 5) Что он скажет Уме 

Турман? 6) Что она ему ответит? 7) Какие у Умы Турман отношения с Квентином 

Тарантино? Далее можно предложить в группах инсценировать разговор героя песни и Умы 

Турман. В заключение работы над песней можно обсудить следующее: 1) Что вы знаете об 

Уме Турман (Она живет в… Она популярная… Она снималась в фильмах…); 2) Что вы 

думаете об Уме Турман? Какая она актриса? Какой она человек? (симпатичная, некрасивая,

веселая, грустная, мрачная, привлекательная, кокетливая, скромная, серьезная, умная); 3) Что 

вы думаете о себе? Какой вы человек? Каким человеком вы хотите быть? 4) Какие люди вам 

симпатичны? (Люди, которые…); 5) Какие люди вам не нравятся? (Люди, которые…); 6) Что 

вы думаете о Владимире Кристовском? Какой он человек? Он хорошо поет? 7) Что вы 

думаете о Квентине Тарантино? Какой он человек? Какой он режиссер? Какой он актер?; 8)

Кто из актеров, режиссеров, певцов вам нравится? 9) Что вам интересно? 10) Что вы не 

любите?11) Что делает вас счастливыми? И так далее.

Заключение

Как мы показали в этой статье, песня представляет собой замечательный ресурс для 

преподавателя РКИ, который может быть эффективно использован на любом этапе изучения 

русского языка практически в любой аудитории. Песенные тексты универсальны по тематике 

языкового материала и связи с русской культурой. Их художественность помогает сделать 

общение с песней интересным для обучаемого, затронуть его чувства, пробудить интерес к 

обсуждению актуальных общественных проблем, жизненно важных вопросов и ситуаций.

Задачей преподавателя РКИ при работе с песней является искусное комбинирование песенных 
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текстов с программой обучения и учебной литературой, а также организация реальной 

коммуникации в аудитории на материале содержания песен и социально-культурной 

информации, с которой они связаны.

（ディボフスキー・アレクサンドル）
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要旨 

ロシア語の授業における歌謡の利用について 

―アプローチ，利用の原則及び実践例―

ディボフスキー・アレクサンドル 

本稿では，外国語（第 2 言語）としてのロシア語教育における歌謡利用の可能性及びその

利用の原則について論じる．まず，外国語教育の観点から，芸術作品としての歌謡の特性に

言及し，その後，外国語としてのロシア語教育の長年の経験を基に，学習の初級，中級及び

上級段階での歌謡利用の具体例を考察する．歌謡は，外国語としてのロシア語教育の重要な

リソースであり，ロシア語学習者のレベルを問わず効果的に使用できる外国語教育の資源で

ある．歌謡のテキストは言語使用のありとあらゆる用例に富み，ロシア社会の現実やロシア

文化と密接にかかわっている．また歌謡の芸術性は，学習者の好奇心や感情を呼び起こし，

その頭脳の右半球の働きを活性化させ，モチベーションを高める効果を持つ．授業で歌謡を

使用する際，外国語（第 2 言語）教師は，教科書と歌謡のテキストを巧みに組み合わせる課

題に直面するが，そのような授業を通して歌謡の内容とそれが関連する社会文化的事情に基

づき，教室でのリアルなコミュニケーションを実現できるようになる．
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表1 ロシア語課程開設学校数･履修者数の推移（高校）*1

公立 私立 総数

開設
学校数

履修者
数

開設
学校数

履修者
数

開設
学校数

履修者
数

2005 20 350 5 112 25 462

2007 24 400 15 144 39 544

2009 17 456 4 111 21 567

2012 18 425 5 124 23 549

2014 23 628 4 167 27 795

2016 20 559 5 179 25 738

*1 数値は文部科学省初等中等教育局国際教育課が隔年に発表する報告「高
等学校等における国際交流等の状況について」中のデータに基づいている．

表2 外国語教育実施状況（高校）
  －開設学校数･履修者数*2 

           （2005年度, 2016年度カリキュラム）

2005年 2016年
開設
学校数

履修者数
開設
学校数

履修者数

中国語 553 22,161 504 17,210

韓国･朝鮮語 286 8,891 328 11,137

フランス語 248 9,427 209 7,912

ドイツ語 105 4,198 102 3,542

スペイン語 105 2,688 107 3,244

ロシア語 25 462 25 738
*2 同上データ

特集 平成 29 年度 文部科学省外国語教育強化地域拠点事業

   ロシア語班 事業成果報告 (1)

新機軸をめざす高校ロシア語課程 
―文科省拠点事業ロシア語班・1 年間の軌跡―

林田 理惠 

Ⅰ．日本の高等学校におけるロシア語課程の現状 

表 1 は，日本の高等学校でロシア語課程を開設している学校数･履修者数の 2005 年〜2016

年の推移である．表からも

わかるように，年度ごとに

状況は流動的ではあるが，

開設学校数･履修者数とも

にこの約 10 年，ほぼ横ば

い状態にある．また，中国

語やフランス語，韓国･朝

鮮語など，英語以外の外国

語科目上位 6 グループの

中に入ってはいるものの，

上位 5 位までの言語に比

べると，ロシア語の開設学校数･

履修者数は極端に少ない（表 2）．

大学のロシア語教員など，ロシア

語関係者の間ですら，高等学校で

ロシア語科目が存在することはさ

ほど認知されていない．

このように，言ってみれば

「細々と」した状況ではあっても，

高校でのロシア語学習の灯が消え

ずに継続してきた背景には，北海

道や日本海沿岸など，開設校を抱

える地域における地道な日ロの経

(1) 本特集は，平成 29 年度文部科学省外国語教育強化地域拠点事業ロシア語班 事業成果最終報

告書「地域に貢献するロシア語人材育成につながる教育課程編成を展望した、ロシア語学習

指導案･評価法確立のための基盤研究」（2018 年 3 月）を一部改訂，収録したものである．
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済･人的交流活動の存在がある
(2)
．林田 2014 でも詳しくふれたが，地理的･経済的にロシアと

常に深い関係にある北海道は言うまでもないが，例えば「みちのく銀行」など地元経済界の

「ロシア語学習校の設置を」という要請でコースを開設した（青森南高校）青森や，全国一

のロシアからの北洋材輸入を誇る富山など，地域がもつロシアとの緊密な関係が高校ロシア

語の継続を少なからず後押ししていることは間違いない．北海道や北陸地域では行政単位で

交流プログラムも実施されており，「北方四島青少年受入･訪問事業」などには全国からロシ

ア語を学習する生徒たちが集う．

ただ，すでに見たように，消えないまでも数的に目立って増えることもなく，またほとん

どの高校で週 1~2 時間程度の選択科目として
(3)
，これまた「細々と」開講されているという

状況が長年続いており，課程を充実させようといった動きもなかなか見られない．ロシアと

の経済的･人的関係がストレートには地域のロシア語学習のニーズにつながっていかないの

である．

今回の文科省･拠点事業への参加は，上記のような高校ロシア語課程が置かれている現状を

客観的に分析し，こういった状況を作り出している要因を探る良いきっかけをわれわれに与

えてくれた．また，そもそも日本の中等教育課程で「ロシア語学習」が必要なのか，仮に必

要だとして，それにはいかなる根拠があるのか，またどういった形と内容を持つべきなのか，

「高校ロシア語学習」が先にありきではなく，より根本的な問いかけを設定して，プロジェ

クトの 1 年が出発した．

以下，今回の文科省「外国語教育強化地域拠点事業」のねらい，それに対するわれわれな

りの評価と問題点･課題のあぶり出しを試みる．その上で，拠点事業･ロシア語班 1 年間（2017

年 4 月〜2018 年 3 月）の取り組み内容をふり返り，総括と今後の課題を展望する．

Ⅱ．文科省「外国語教育強化地域拠点事業」とは？ 

II-1. 文科省が意図するところ―次期学習指導要領改訂の文脈から

「初等中等教育段階からグローバル化に対応した教育環境づくりを進めるため」
(4)
文科省

は 2020 年度に導入を開始する新学習指導要領で小学校 5, 6 年英語教科化を決めた．2014 年

度から 3 年間展開されてきた「英語教育強化地域拠点事業」は，小学校英語教科化の実施な

ど，新学習指導要領のコンセプトに沿った外国語教育を実現するため，全国小中高拠点校で

の実験的取り組みを支援･検証することを目的として展開された事業である．今回，われわれ

が高等学校ロシア語として参加した「外国語教育強化地域拠点事業」は，「英語教育強化地域

拠点事業」の継承事業として，「英語以外の外国語」も拠点地域に加えた形で，新たに 2017

年 3 月に 1 年間の期間を設定して公募が開始された．

(2) 高等学校でロシア語が開設されている地域は，現在のところ，関東以外では北海道･青森･

秋田･山形･新潟･富山に限定されている（本特集内，水口氏の論稿を参照）．
(3) 関東国際高校（外国語科･必修科目），富山高等専門学校（国際ビジネス科･選択必修），早稲

田高等学院（1･2 年次のみ週 3）の 3 校でのみ週 3 時間以上の授業が開設されている．
(4) 「外国語教育強化地域拠点事業公募要領」2017 年 3 月．
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次期学習指導要領改訂については，すでに多くの議論がなされており，詳しくふれること

はしないが，1）「よりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有」し，その実現を図

るための「社会に開かれた教育課程」の実現，2）「何ができるようになるのか」という目的･

見通しを教員や子供らが共有し，その目的に必要な資質･能力の育成という方向で「何を学ぶ

か」を検討，3）「どのように学ぶか」の柱，「主体的･対話的で深い学び（「アクティブ･ラー

ニング」）」を実現させるため，授業において工夫改善を重ねていくことの必要性，といった

点を，われわれなりの総括に関係する改訂の柱として挙げることができるだろう
(5)
．

まず，2）「何ができるようになるのか」，3）「主体的･対話的で深い学び」という内容は，

これまでロシア語教育の中でわれわれが提唱してきた「活動」理論に基づく学び，「内容を重

視」した学び
(6)
と，一見，そのコンセプトの多くが重なるように思える．

実際，従来の「何を学ぶか」を中心とした知識偏重型の内容を修正し，到達点として「何

ができるようになるのか」を掲げた今回の改訂は，その趣旨としては大きな前進と言える．

ものごとの理解，学びは，言うまでもなく知識を与えられただけでは成立しない．対象へ

の働きかけ―「活動」を通して，ものごとの理解，学びははじめて成立する．そして私た

ちは「活動」において世界とさまざまな関係を実現する中，「活動」それ自体を修正，変化さ

せながら，自らの対象についての理解，学びを刻々変化，発展させていく．「何ができるよう

になるのか」とは，どのような「活動」ができるようになるのかを意味し，そこに目的･見通

しを持つことは，学びのそもそもの第 1 歩だと言える．

「あらゆる活動が動機に基づく―欲求が生じ …… 動機となったとき，そこから活動が

出発する」（А. Н. Леонтьев 1981: 312）．学ぶことへの興味･関心，見通しを持った取り組みを

重視する「主体的学び」も「活動」理論の文脈におくとき，その明確なねらいが見えてくる．

そして「情動の共有空間」を支えとした相互交渉の営みこそが，人間の中に「ことば」を

育み，醸成させ，その「ことば」を媒介として人間は自己意識を形成し，外界を客観的に対

象化，分析し得る力―高次精神機能を機能させ得るのだということを思い起こせば，「学

び」の原点に「協働」と「対話」をおくことは自明のこととなる．その意味でようやく今回，

「管理者としての教師―それを受動する学習者」という従来の教室構図を問い直し，「教え･

学び」の本質に立ち返った改訂がなされたと言えるだろう．

II-2. 次期学習指導要領改訂の問題点，課題

II-1 で次期学習指導要領改訂のポイントが，大枠としては肯定的に評価できるということ

をみてきた．しかしながら，それらがひとたび外国語教育という次元で具体化されるとき，

残念ながらそこにはいくつもの問題点，課題が浮かび上がってくる．

(5) 「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）のポイント―参考資料」文部

科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程企画特別部会（第 19 回）配布資料，2016
年 8 月．

(6) 「活動」理論に基づく学び，「内容を重視」した学びの詳細については，林田 2002，横井･

林田 2013 を参照されたい．
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例えば，高等学校･外国語教育においては，「日常生活や社会生活に関する幅広い話題の概

要･要点を的確に理解し，情報や考えなどを適切に伝え合うことができる」ことがその【目的

の設定･理解例】として挙げられているが，そもそも人は「何のために」話題を理解し，伝え

合うことが必要なのか，ということは語られない．

ことば活動はそれを組み込む，より上位の活動が前提となるとき，はじめて意味のある目

的をもった活動として成立する，という点が抜け落ちているのである．「発話は原則として何

かのために出現する．われわれが話すのは，何らかの結果に到達せんがためである．…… こ

とばはより上位の活動の中に構成部分として組み込まれるのである」（А. А. Леонтьев 1974: 

26）．コミュニケーション活動そのもの，そこでの理解や伝え合いは，それを必要とする上位

の活動が存在しなければ，もはや活動とは言えなくなる．

上記の点が明確にされないまま，学校現場には「話題の理解･伝え合い」が目的として持ち

込まれ，そこでは授業でコミュニケーション活動を成立させることだけが至上命題として理

解される．コミュニケーション活動を成立させるためだけに，話し合いのテーマが設定され，

交流イベントが組まれる．そのコミュニケーションは何をするために必要なのか，というこ

とは問われず，当然，学習者にも見えない．ましてや学習者の自発的な欲求･動機はそこには

そもそも存在せず，ものごとの「理解･学び」を促す「活動」としては残念ながら機能しない

という現実がある．

多くの高校で行われている交流イベントについて，林田 2014 で「非日常の限られた時間の

中でのみ異なる国の人々と交わりを持つ」ことの限界性を指摘したが（林田 2014: 65–66），

先へのつながりを持たない，その日だけの「交流のための交流」であっては，そこに目的･

見通しをもった「主体的学び」も，自らの問いの設定と課題の追究，課題解決への取り組み

としての「深い学び」も成立しないのである．

さらに，教員と生徒などの協働と対話を意味する「対話的学び」も，授業の現場ではその

本質が理解されることなく，単に同じ時間で何かの作業や話し合いをさせる，といった内容

にすり替えられてしまう．

「協働」と「対話」という相互作用が「学び」に不可欠なものとなるには，一方で，生物

の共存在を本能的につかさどる「情動の共有」空間がなければならないし，他方，バフチン

の言うところの自己とは異質なものとしての「他者のことば」がなければならない（Бахтин 

1975: 88–107）．

単に同じ時空間に存在していても，それぞれが互いにその場の出来事に興味･関心，目標を

もたなければ，その状況の理解，認識の前提としての「情動の場」はそもそも成立しない．

そして同調運動を支える環境としての「情動の共有」によってはじめて，他者やとりまく状

況との相互作用が発動するのである．

また「対話」とは単なる話し合いではなく，「ことば」を媒介とした他者と自己とのやり取

り，他者と自己との差異･矛盾をゆらぎとしてとり込み，そのことで自己の意識を確立しなが

ら，その変容を引き受けるというプロセスである．人間の高次精神機能はまさにそのような

対話的相互作用を通して発達していくのである．教室内の話し合いでしばしば観察される，
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一方的な指令や逆に無反応な場への埋没からは，相互性の創造，変化･力の源としての「異な

り」との衝突，葛藤は生まれないし，体験･活動を再解釈し，成長の礎として自己へ内化させ

るという展開は望めないのである．

「他者の視点」において水平的ずれのみならず，階層的なずれが必要であるという点もし

ばしば見落とされる．「…… 子どもは協力してもらうことで，つねに独力でよりも多くのこ

とをすることができ」（Выготский 1996: 248）「協力してもらうことで高度の知的水準へと向

上する可能性，子どもができることからできないことへ模倣を通じて移行する可能性」

（Выготский 1996: 250）は，複数の階層的ずれをもつ視点のインタラクションから生まれる．

教師の「場の協力者」としての適切な援助，認知的熟達度の異なる学習者が相互に教え，学

び合うという構図を作り上げる努力が必要なのである．

単なる「ことば活動」ではない，社会や生活に根ざした具体的目的を持つ活動が設計され

ているのか，それは学習者の欲求･動機に支えられているのか，そして単なる「伝達」的なイ

ンタラクションの場ではない，目的実現に向けて知恵を出し合う，問題解決への道筋が展望

されているのか，そのプロセスで教師･学習者･とり巻く状況が一体としてどのように変容し，

どのような新たな気づき，創造があったのか． 

こういったことの総体が教室内の実践で検証されて初めて，「何ができるようになるのか」

を意識化した学び，「主体的･対話的で深い学び」が実現するのである．

最後に，より本質的な問題として考えなくてはならないのが，1) で掲げられた点である．

「よりよい社会を創るという理念」とは誰にとっての「よりよい社会」なのか．小学校 5, 6

年での英語教科化が決められたことに，外国語教育という次元で語られる「よりよい社会」

のありようが見えてくる．今回の「外国語教育強化地域拠点事業」が，すでに 3 年間に亘っ

て展開された「英語教育強化地域拠点事業」の継承として，1 年の期限付きではるかに出遅

れてスタートしたことからもわかるように，まずは「英語教育」の強化･変革が国における施

策の最優先事項としてあり，「その他の外国語」はいわばつけ足しにすぎない．

指導要領で謳われる「グローバル化に対応した人材」とは，「経済のグローバル化」に対応

する人材，ビジネスでの共通語として君臨する英語を使える人材の育成という意味にすり替

わってしまっている．そこには英語以外の言語や文化へのリスペクト，多言語･多文化共生社

会実現へ向かおうという姿勢は希薄であり，今回の事業でも「その他の外国語」について具

体化された施策は残念ながら存在しない．

 

Ⅲ．外国語教育強化地域拠点事業・ロシア語班 1 年間の軌跡

「社会に開かれた」教育課程という文脈で中等教育における「その他の外国語」教育とい

うことを問い直すとき，そこに何が見えてくるのか，社会や生活に根ざした具体的目的を持

つ「活動」を教育課程そのものの中心軸として据えることができないか．

ロシア語教育の現状や，新学習指導要領に対するわれわれなりの問題意識を踏まえたこの

ような問いかけから，外国語教育強化地域拠点事業･ロシア語班は 以下の高等学校を強化地



34

林田理惠

34

域拠点学校として指定し，その活動をスタートさせた．

強化地域拠点学校 

北海道札幌丘珠高等学校 校長名 林 祐司 

青森県立青森南高等学校 校長名 福士 順一 

関東国際高等学校 校長名 James Harman

富山県立伏木高等学校 校長名 山端 将介 

以下，研究開発課題や組織構成など事業実施計画の内容，1 年間の活動の概要を紹介する．

事業実施計画･進捗状況･課題の各項目は林田理惠，横井幸子（大阪大学研究担当）が執筆し

た．また，第 1 部「各校 取り組みの記録」では，研究拠点校 4 校におけるプロジェクトで

開発された新指導案に基づく取り組みや高大連携事業について，各校研究担当者の詳細な記

録がまとめられている．さらに，拠点校以外で本プロジェクトの活動に参加した北海道旭川

南高等学校（鈴木桃子講師），北海道札幌国際情報高等学校（依田幸子教諭）2 校の活動記録

も紹介している．第 2 部では本事業の総括･評価，今後の展望について，大阪大学研究担当の

横井氏，プロジェクトにおける指導案作りのベースとなった「外国語学習のめやす―ロシ

ア語教育用―」制作の中心的メンバーである三好氏，さらに運営指導委員 4 名から寄せら

れた論稿を掲載している．

III-1. 研究内容

(1) 研究開発課題

地域に貢献するロシア語人材育成につながる教育課程編成を展望した，ロシア語学習指

導案・評価法確立のための基盤研究 

(2) 研究の概要

新しい外国語指導要領の目標を踏まえ，各拠点校におけるロシア語教育目標を明確化

し，地域に貢献するロシア語人材の育成につながる教育課程を展望した，適切なロシア語

学習指導案･評価法を確立するため，各拠点校で実践的研究を行う． 
日本の中等教育機関におけるロシア語教育は，それぞれの学校によりカリキュラム等，

教育体制が異なり，また地域が必要とするロシア語人材も一様ではない．このような現状

を踏まえ，各学校の教育体制･習得目標レベル，さらには多様な各地域のニーズに柔軟に

対応し，また地域との連携を視野に入れたロシア語学習指導案･評価法を，各拠点校にお

ける実践的取り組みを踏まえて開発していく．特に，地域･行政と連携したボランティア

活動等を積極的に学習に取り込むなど，学習者のロシア語を使った主体的な体験活動を中

心とした，5 領域総合型の学習指導案･評価法の具体的デザイン開発に向け，実践的研究を

展開する． 
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(3) 現状の分析と仮説等

【現状の分析と研究の目的】 

近年，日本とロシア連邦･NIS 諸国との経済関係は急速に緊密化し，国内でも，ビジネス･

労働･観光目的で来日するロシア連邦･NIS 諸国の人々の数は増加の一途をたどっている．

また，ロシア語を母語とする在住「外国人」を多数抱える自治体も多くあり，「ことばの

障壁」をクリアできる人材育成が求められている．

一方，国内には選択外国語としてロシア語を履修できる高等学校が存在するが，現状で

は各教育機関の間でカリキュラムや到達目標等の情報のやり取りは少なく，また，学習指

導法や授業運営での経験交流，教材開発等での大学との協力関係も長年存在しなかった．

2008 年以降，大学レベルでは，ロシア語教育専門機関である大阪大学外国語学部ロシア語

専攻が，科学研究費助成事業により「国際基準」に準拠したロシア語総合試験開発を行い，

到達度評価システムに基づくカリキュラム策定･成績評価等の導入を開始している．また，

2011〜2015 年には科学研究費助成『大学間，高等学校―大学間ロシア語教育ネットワーク

の確立』（研究代表者：林田理惠（大阪大学）基盤研究 (B)）の展開により，国内ロシア語

教育機関間でそれぞれの教育体制，カリキュラム等の現状･問題点が相互共有され，カリ

キュラム策定や教材，指導法，評価システム等に関する情報ネットワーク確立の道筋が作

られた．さらに科学研究費助成事業『高等学校のロシア語教員に関する縦断的研究：教師

養成のための支援体制の確立』（研究代表者：横井幸子（大阪大学），基盤研究 (C)，2013

〜2015 年）によって，高校ロシア語教育の現状分析が進められ，高大教員の実践的共同研

究の基礎が作られている．また，国際文化フォーラムが立ち上げた高大のロシア語教育関

係者が参加するプロジェクトにより，2015 年 3 月には『外国語学習のめやす―ロシア語教

育用』も完成している．

これまでの成果により，教育機関の間ではカリキュラム等の情報交換が活発化し，学習･

指導方法や授業運営での経験交流，教材開発等での協力関係が構築されてきているが，社

会的要請に応え得る具体的人材育成という点では，未だ有効な教育課程が十分に整備され

ているとは言い難い．特に高等学校における選択ロシア語科目では，授業時間総数が少な

く，明確な具体的到達度目標を設定することが困難で，学習者自身も学ぶことの意義や学

習の成果を実感することが難しく，教室内での具体的授業運営に関して，それぞれの機関

で未だ多くの問題点を抱えているのが現状である．

今回の研究では，以下の諸点を具体的な目的とする．

１） ロシア語教育実施校が複数ある地域に拠点校をつくり，各教育機関において，そ

れぞれの地域に貢献できるロシア語人材育成を視野に入れた教育課程編成を目指

し，拠点校ごとに独自のロシア語学習指導案を拠点校における実践的取り組みを

踏まえて開発していく．

２） 学習者の学びを内容と言語の両面から評価し，また形成的評価と総括的評価を有

機的に統合した評価法の開発を進める．
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３） 高大のロシア語教育関係者による実践的共同研究の基盤整備を行い，授業改善や

実践的指導能力向上を目的とした教員間の相互支援体制を構築する．

４） 各地の大学のロシア語教育専門家を運営指導委員に迎えることにより，大学から

高校への出張授業やその単位化や，アドバンストプレスメント (Advanced 

Placement, AP) へとつなぐ大学での公開授業開設等，高大接続を展望した共同プロ

グラム開発の検討を行う．

【研究仮説】 

１）の目的達成に向け，

 ① 各拠点校の現状のロシア語教育実施状況（習得目標レベル，学習時間数，教材，教員

の状況等）を調査，分析し，② 各拠点校が置かれている地域のロシア語人材に対する具体

的ニーズを調査，③ ①, ②を踏まえ，各拠点校の実情に合わせた柔軟なロシア語学習指導

案の原案を作成する．特に，在留外国人や外国人観光客サポートなどのボランティア活動

を，学習の段階的成果として学びの中に積極的に取り込むことができるような，5 領域総

合型の指導案，授業デザイン開発を心がける．こうした地域･行政と連携した協同活動，

具体的な問題解決活動を授業活動として展開することで，生きたロシア語を使った主体

的･対話的学びを実現させるプログラム開発が可能となる．また，ロシアや NIS 諸国の人々

と，単なる交流ではなく，彼らの課題解決の一助となるという形での交わりを通して，学

習者に相手の文化･考え方に対するより深い理解を形成することができる．

２）の目的達成に向けては，

 指導案に沿った学習の各段階で，単に言語面のみならず，生徒たちによってなされる活

動が，生活のさまざまな領域において，どの程度，目標を達成しているかどうか，内容面

からもチェックができるシステムを開発し，学習者自身の自己評価と教師からのフィード

バックなどの積み重ねによる継続的評価システムを作り上げる．そのことで，単なる知識･

技能の習得にとどまらない，思考力･判断力を伴う課題解決能力としてのコミュニケーシ

ョン能力を評価することが可能になり，また学習者に「ロシア語を使った社会生活におけ

る課題解決能力の習得」という学習目標を明確な形で自覚させることができる．

３）の目的達成に向けて，

 高校と大学教員が共同でカリキュラム･指導案開発のための実践研究･ワークショップ，

授業改善･指導能力向上を目的としたきめの細かい，体系だった現職教員研修等を組織す

る．そのことで，高校側と大学側双方から実践的･専門的知識の体系だった共有･統合･展

開プロセスが期待でき，大学側から高校側への一方向的支援ではなく，高大間の相互支援

体制を確立することができる．

４）の目的達成に向け，

 他教科ですでに実施されている高大連携活動の実態情報を収集･整理し，高大接続，入

試制度改革に関する国内外の議論･先行研究を精査･分析し，研究組織内で情報の共有を図
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る．そのことにより，ロシア語課程における出張授業･AP を射程した公開授業，また，入

学者選抜方法に CEFR 等に準拠した外部検定試験を活用する可能性等について，実質的な

検討を開始することができる．

【研究成果の評価方法】 

１．学習者の授業内での発表等を学習者言語データとして抽出し，第 2 言語能力を複雑さ

(Complexity)，正確さ (Accuracy)，流暢さ (Fluency) から評価する CAF 分析 (e.g., 

Larsen-Freeman, 2009, Applied Linguistics)を用いて，学習者の言語習得過程の多角的評価を

実施する．

２．本事業の研究授業活動に従事した教員を対象に，開発された指導案，評価法について，

実践の過程でどのような問題が起こり，どのような課題が見えてきたか，また成果点等に

ついて参与観察とインタビューによる質的調査を行う．

３．授業活動に連携･協力した行政等の地域組織担当者に対し，学習者のロシア語を使った

体験活動の過程でどのような問題が起こり，どのような課題が見えてきたか，また成果点

等についてインタビューによる質的調査を行う． 

４．ТРКИ(Test of Russian as a Foreign Language) A1–A2 レベルに準拠したテストを実施し，

各拠点校学習者の 5 領域（「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発

表）」「書くこと」）におけるロシア語能力を客観的に測定する． 

(4) 研究計画・進捗状況・課題

【研究計画】 

１．高等学校における外国語教育の方向性の共有 

研究課題に取り組む大前提となる，平成 29 年度に改訂される高等学校の学習指導要領に

ついて理解を深める．

(1) 新学習指導要領の特徴である 3 つの柱（①知識や技能，②思考力，判断力，表現力，

③学びに向かう力，人間性を育てるべき資質･能力）

(2) 外国語学習の目標としての 5 つの領域（「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」

「話すこと（発表）」「書くこと」別の目標設定）

２．ロシア語学習指導案・評価法開発に向けての現状分析と課題の明確化 

各拠点校が所在する地域とロシアとの関連，地域に必要なロシア語人材，各拠点校のロシ

ア語教育実施状況（習得目標レベル，学習時間数，教材，教員の状況等）を整理･分析した

うえで，今回開発するロシア語学習指導案･評価法のアウトラインを決定する．そこでは，

ロシア語を使った，地域のニーズに即した社会参加の活動を各学期の学習目標とし，その目

標を実現するために，言語知識の理解･言語運用能力の習得･文化背景知識の理解のそれぞれ

の項目をどのように配置すればよいのか，という点に留意した指導案作りが求められる．
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３．ロシア語学習指導案・評価法の開発―試験的実施 

 ２で明確になった課題を踏まえ，それぞれの拠点校の研究担当教員が，研究主任および運

営指導委員のサポートを得てロシア語学習指導案･評価法の原案を作成，試験的実施を開始

する．

４．各拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動の相互見学 

 拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動，また各学期末に学習成果として

実施する，学習者のロシア語による社会体験活動等を互いに見学する．見学後に研究担当者

間で指導案の内容，評価の実施状況･評価内容について，問題点や今後の課題等を意見交換，

指導案･評価法の改善につなげる．

５．高大のロシア語教育関係者による共同実践研究・ワークショップの開催 

 高校と大学教員が共同でカリキュラム･指導案開発のための実践研究･ワークショップを

開催する．また，授業改善･指導能力向上を目的とした現職教員研修を組織する．

６．高大接続，入試制度改革に関する国内外の議論・先行研究を精査・分析 

 他教科ですでに実施されている高大連携活動の実態情報を収集･整理し，高大接続，入試

制度改革に関する国内外の議論･先行研究を精査･分析し，研究組織内で情報の共有を図り，

高大接続を展望した共同プログラム開発の検討を行う．

７．多言語教育展開への基盤整備 

 4 つの研究校は，すべてロシア語以外の外国語を開講している．今回の研究成果について，

まず学校内で他の言語教育に貢献できるような働きかけをし，さらに来年 3 月開催予定の日

本外国語教育推進機構（JACTFL）のシンポジウム･分科会において，本研究成果の中で特に

多言語で活用される部分を発表する．JACTFL のシンポジウムには多言語教育に関わる教員

を中心に 150 名近い参加者がいることから，本研究がロシア語のみならず多言語教育の内容

の充実に資するものと考える．

８．研究成果の共有 

 研究担当者以外のロシア語教育関係者に向けて成果を共有する．高大のロシア語教育関係

者が参加する研究集会や地域別の報告の場および，サイト上での共有をめざす．

 上記活動を進めるにあたり，会合や勉強会，セミナーへの参加など直接のやりとりができ

る場を設けるほか，日常的には，インターネット上で利用できるグループウエアを通してや

りとりを行う．

【進捗状況】 

１．各拠点校で地域連携・課題達成型授業活動展開に向けたロシア語学習指導案・評価法のア

ウトラインを確立 

 5 月，7 月，9 月に打ち合わせ会を実施，さらにネット配信等を通じて以下の諸点について，

検討･協議を重ね，9–12 月期にそれぞれ試験的実施を開始した． 
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1) 高等学校における外国語教育の方向性の共有 

研究課題に取り組む大前提となる，平成 29 年度に改訂される高等学校の学習指導要領に

ついて以下の点を中心にメンバー相互の理解を深めた．

(1) 新学習指導要領の特徴である 3 つの柱（①知識や技能，②思考力，判断力，表現力，

③学びに向かう力，人間性を育てるべき資質･能力）

(2) 外国語学習の目標としての 5 つの領域（「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」

「話すこと（発表）」「書くこと」別の目標設定）

2) ロシア語学習指導案・評価法開発に向けての現状分析と課題の明確化 

各拠点校が所在する地域とロシアとの関連，地域に必要なロシア語人材，各拠点校のロ

シア語教育実施状況（習得目標レベル，学習時間数，教材，教員の状況等）を整理･分析し，

各拠点校での地域連携･課題達成型授業活動展開に向けたロシア語学習指導案･評価法のア

ウトラインを決定した．当初，地域のニーズに即したロシア語を使った社会参加活動を各

学期の学習目標として立てることを計画していたが，事業開始時期が予定より遅れたこと

もあり，2･3 学期の目標立案に集中した．

3) ロシア語学習指導案・評価法の開発－試験的実施 

 ２で明確になった課題を踏まえ，それぞれの拠点校の研究担当教員が，研究主任および

運営指導委員のサポートを得て以下のロシア語学習指導案･評価法の原案を作成，試験的実

施を開始した．

〇北海道札幌丘珠高等学校 

 札幌の姉妹都市であるノボシビルスクからの教員訪問団来日に合わせ，学校に招いてロシ

ア語の授業見学や交流会を計画，コンピューターや辞書による調べ学習→学校紹介･交流で

使う言語表現の習得→ロシア語による歌唱指導→日露風物カルタづくり等イベントに向け

た準備活動，当日の課題達成，事後にロシア側生徒と SNS やカード交換で取り組みをさらに

発展している．

使用教材：『ロシア語教材 テレモーク 教科書初級編』北海道ロシア語教育推進連絡協議会

調査研究部会著, 北海道教育委員会生涯学習部生涯学習推進局生涯学習課, 2007.

〇青森県立青森南高等学校 

 来校するロシア人生徒へのわが町紹介という取り組みに向け，指導案，評価法を作成．取

り組みを展望した授業活動を通じて，5 技能の総合的な育成と評価を実現．また実際の交流

後に ICT の活用により，双方向的な意見交換を行う授業を実施中．

使用教材：『初級ロシア語 20 課』黒田龍之介著, 白水社, 2012.

〇関東国際高等学校 

 2020 年の東京オリ･パラ開催時ロシア語ボランティア活動実施に向け，渋谷区内教育機関

（小･中･高･大）の縦の連携構築の第 1 歩として，ロシア人を交えた機関合同交流会を企画･
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学期の学習目標として立てることを計画していたが，事業開始時期が予定より遅れたこと

もあり，2･3 学期の目標立案に集中した．

3) ロシア語学習指導案・評価法の開発－試験的実施 

 ２で明確になった課題を踏まえ，それぞれの拠点校の研究担当教員が，研究主任および
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 札幌の姉妹都市であるノボシビルスクからの教員訪問団来日に合わせ，学校に招いてロシ

ア語の授業見学や交流会を計画，コンピューターや辞書による調べ学習→学校紹介･交流で

使う言語表現の習得→ロシア語による歌唱指導→日露風物カルタづくり等イベントに向け

た準備活動，当日の課題達成，事後にロシア側生徒と SNS やカード交換で取り組みをさらに

発展している．

使用教材：『ロシア語教材 テレモーク 教科書初級編』北海道ロシア語教育推進連絡協議会

調査研究部会著, 北海道教育委員会生涯学習部生涯学習推進局生涯学習課, 2007.

〇青森県立青森南高等学校 

 来校するロシア人生徒へのわが町紹介という取り組みに向け，指導案，評価法を作成．取

り組みを展望した授業活動を通じて，5 技能の総合的な育成と評価を実現．また実際の交流

後に ICT の活用により，双方向的な意見交換を行う授業を実施中．

使用教材：『初級ロシア語 20 課』黒田龍之介著, 白水社, 2012.

〇関東国際高等学校 

 2020 年の東京オリ･パラ開催時ロシア語ボランティア活動実施に向け，渋谷区内教育機関

（小･中･高･大）の縦の連携構築の第 1 歩として，ロシア人を交えた機関合同交流会を企画･
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運営．実施に向け文化比較を踏まえた自律的調査活動，表現練習などのグループワーク活動

を展開．11 月にキックオフミーティングを実施，中高大生及びロシア人留学生が参加．将来

的には競技場周辺のガイド，ロシア語マップ作成，ロシア語圏チームの応援などを計画して

いる．

使用教材：「ПОЕХАЛИ!」，「ПАСПОРТ」，「今すぐ話せるロシア語単語集」

「ロシア語能力検定試験合格への手引き 3 級･4 級対策問題集」南雲堂フェニックス

ロシア語検定試験過去問題集，ТРКИ 対策本：「ТЕСТЫ, ТЕСТЫ, ТЕСТЫ…」

「МЫ ЧИТАЕМ И ГОВОРИМ ПО-РУССКИ」白水社

「ロシア語の教科書」ナウカ出版

その他教員作成オリジナルテキスト

〇富山県立伏木高等学校 

 スポーツ選手団，日本語学習青年団，ウラジオストク市友好高校からの生徒代表団など複

数回のロシアからの訪問団に対し，富山県の見所･魅力紹介，文化体験イベント実施等の取

り組みを計画．実施準備のための授業活動指導案と評価ルーブリックを作成．発表に向けた

原稿作成･プレゼン練習等，5 技能を使った授業活動を展開．実際の交流会での取組実施．ま

た，高大連携活動の一環として留学経験のある富山大学学生との交流会を実施，卒業後のロ

シア語学習の展望を生徒に示し，学習意欲のさらなる向上につなげる取り組みを行った．

使用教材：『ロシア語発音入門』ボンダレンコ･オクサーナ著, 安藤智子編集, 富山県立伏木高

等学校, 2008.

『会話で学ぶロシア語―初級』北岡千夏, A.ディボフスキー著, 南雲堂フェニックス, 2005.

『外国語学習のめやす―ロシア語版』国際文化フォーラム, 2015.

開発教材：『ロシア語』ボンダレンコ･オクサーナ著, 富山県立伏木高等学校, 2017.

２．高大のロシア語教育関係者による共同実践研究・ワークショップの開催 

 9 月期，授業改善･指導能力向上を目的とした現職教員研修を国際文化フォーラム主催で組

織，当事業の研究主任が主任講師として企画･運営に参加．研修には当事業研究担当者が全

員参加，新学習指導要領の捉え方，ロシア語教育の現状と今日的課題，文化教育，音声指導，

授業活動の実際，教材作成等の内容の研修が行われた．

 12 月期，高校と大学教員が共同でカリキュラム･指導案開発のための実践研究･ワークショ

ップ「ロシア語教育研究集会」を開催，「ピア･ラーニングにおける相互作用と言語学習活動

のデザインについて」と題して講師を招いてワークショップを実施，また「高等学校ロシア

語研究校･研究授業発表会」を研究集会第 2 部として開催し，各拠点校のそれまでの授業実

践の報告が行われ，フロアとの活発な意見交換がなされた．

３．各拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動の相互見学 

 拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動の見学を 1 月末に札幌丘珠高校，

青森南高校で実施．見学後に研究担当者間で指導案の内容，評価の実施状況･評価内容につ

いて，問題点や今後の課題等を意見交換，指導案･評価法の改善を検討した．
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４．多言語教育展開への基盤整備 

 3 月に開催された日本外国語教育推進機構（JACTFL）のシンポジウム･分科会において，

本研究成果の中で特に多言語で活用される部分を発表．多言語教育全体の今後の展望という

文脈で本研究の内容についてフロアーと意見交換．

５．研究成果の共有 

 研究担当者以外のロシア語教育関係者に向けて成果を共有する目的で，実施計画内容，活

動記録等を掲載した最終報告書を上梓し，高大のロシア語教育関係者に配布した．

【課題】 

１．地域貢献活動という学習目標の設定において，行政サイドとの連携が必要であるが，時間

数が少なく，また担当教員だけの力ではそこまで到達するのが難しい現状にある．関東地域

では既に行政との連携を視野に入れた活動が始まっているが，その他の地域では今年度につ

いてはロシア人ゲストとの「交流」などが主だった活動目標となっており，「ロシア語を使

った社会生活における課題解決能力の習得」という実質的な内容に踏み込むことができるよ

うな目標設定が可能な条件を作る必要がある．

２．具体的･実践的目標に向けての授業活動を展開する場合，そこで習得した言語技能を応用

し，自動化能力へとつなげていくという姿勢が生徒間にまだ弱い．また，個々のプロジェク

トベースの学習での成果が，授業時間数の不足や自宅学習の時間が取れない等の理由で，そ

の場限りの成果で終わり，次の学習目標に有機的につなげていくという意識が低い．

３．取り組み初年度で，これまでとは全く違うプロジェクトベースの授業計画，指導案作りが

なされたが，5 領域の言語活動がどのような配分でなされるべきか，どのような言語材料を

使用するか等の細部までは，なかなか配慮が行き届いていない状況である．また，学習者自

身の自己評価と教師からのフィードバックなどの積み重ねによる継続的評価システムを作

り上げるまでには至っていない．

４．高大接続，入試制度改革に関する国内外の議論･先行研究を精査･分析する計画であったが，

事業実施の開始が遅れたことにより，現在，各拠点校とのかかわりの深い大学機関における

実態調査のみを進行させており，まだ結果が出せていない．

(5) 評価計画・進捗状況・課題

【評価計画】 

１．学習者の授業活動における発表等を学習者言語データとして抽出し，CAF 分析を用いて，

学習者の言語習得過程の多角的評価を実施する．特に外国語活動型授業のプロセスで定期的

な評価を行う．

２．研究授業活動に従事した教員を対象に，開発された指導案，評価法について，実践の過程

でどのような問題が起こり，どのような課題が見えてきたか，また成果点等について参与観

察とインタビューによる質的調査を各学期で中間，期末の 2 回実施する．
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３．授業活動に連携･協力した行政等の地域組織担当者に対し，学習者のロシア語を使った体

験活動の過程でどのような問題が起こり，どのような課題が見えてきたか，また成果点等に

ついてインタビューによる質的調査を行う．学期末の社会参加体験学習後に実施する．

４．研究開始前と研究活動終了後の 2 回，ТРКИ (Test of Russian as a Foreign Language) A1–A2

レベルに準拠したテストを実施し，各拠点校学習者の 5 領域（「聞くこと」「読むこと」「話

すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」）におけるロシア語能力を客観的に測

定する．

【進捗状況】 

１．学習者に対する評価 

 本プロジェクトでは，「学習者の学びを内容と言語の両面から評価し，また形成的評価と

総括的評価を有機的に統合した評価法の開発を進める」ことを目標としている．そこで，平

成 29 年度は，まず学習者が当該目標にどの程度達したのか最終的に評価する「総括的評価」

の開発と実施に取り組んだ．具体的には，全拠点校で実施された「（生徒による）ロシア人

に対するロシア語でのプレゼンテーション」を評価対象とし，どのような評価領域を共通で

含めるべきか，まず研究担当教員全員で検討し決定した．続いて各校の事情に合わせて研究

担当教員がより具体的な評価項目を含めたルーブリックを作成した．教員たちがルーブリッ

クに含めた評価項目としては，発音や声の大きさ，アイコンタクト（＝学習者のパフォーマ

ンス，主に言語面），わかりやすさや構成（＝発表内容，主に内容面）などが見られた．全

拠点校でルーブリック評価を実施した結果，総じてロシア人に伝わるロシア語でプレゼンテ

ーションすることができており，生徒の学びが言語面，内容面両面において観察された．さ

らに，富山県立伏木高等学校など生徒たちとルーブリックを共有し，教師のみならず生徒た

ち自身によるピアレビューを行うことによってより主体的な学習を実現できた学校もあっ

た．

 5 つの言語領域に関するより具体的な評価方法については，今年度は各研究担当教員が形

成的評価として個別に実施した単語テストや課題作文などを含める程度にとどめた．今後

は，よりきめ細やかで体系的な評価方法の導入を検討していく．

２．教員に対する実施過程評価 

 2017 年 5 月，7 月，9 月，12 月に打ち合わせ会を実施し，研究授業活動に従事した教員を

中心に，プロジェクトベース授業の実践過程での具体的な問題や課題について，活発に意見

交換がなされた．特に，プロジェクトベース授業の実施過程で直面する困難要因（e.g., 慢性

的な授業時間や生徒の勉強時間の不足，それに起因する生徒のロシア語能力の伸び悩み，教

師の負担の限界など）について，如何に学習者の学びと習得を意識しながら理想と現実のす

り合わせがしていけるか，活発に議論された．また，2018 年 1 月には札幌丘珠高校，青森南

高校において参与観察とインタビューによる質的調査を実施する予定にしている（当初 2 度

実施する予定であったが，予算の都合により今年度は 1 度だけ実施することとなった）．
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３．連携・協力の可能性のある行政等の関係者へのヒアリング 

 2017 年 1 月末に札幌丘珠高校を訪問した際，行政等の関係者から連携･協力の可能性につ

いてヒアリングを行った．

４．客観的ロシア語能力の測定（今後の予定） 
 既存のロシア語能力試験に準拠したテストをそのまま実施しても語学能力の到達度を正

確に測るのは難しいという問題が指摘されたため，今期は A1 レベル以下のベンチマークの

設定，そして教師一人でも比較的容易に実施と採点ができるような簡易テストの開発の可能

性について検討する．

【課題】 

１．学習者の言語面での伸び（＝言語習得）を評価する方法の一つとして，当初は学習者言語

の CAF 分析を行う予定にしていたが，CAF 分析には学習者言語データの収集，文字起こし，

分析が伴うため，綿密で正確に学習者言語が評価できる一方で，教師にかかる負担は大変大

きい．特に今年度は指導と評価方法の原案を作成することにもなっていたため，各研究担当

教員の負担を考慮して，今年度の導入を見送った．

２．今年度は少なくとも 4 回にわたって研究担当教員と会合を持ち，個別の問題について振り

返り， 改善に向けた検討と議論を重ねていくことができたが，その実施過程について体系

的に評価できた訳ではなかった．今後は，プロジェクトベース授業を実施するにあたって，

ある程度客観性の担保された評価基準を設定する必要があるだろう．

３．プロジェクトベース学習全般に言えることだが，教員への負担が多大である．特に地域連

携を視野に入れる場合，地域連携先の関係者との協力関係構築のために学校外での仕事が増

加する可能性が高い．教員が一人で全てを抱え込むことのないよう，ロシア語教師コミュニ

ティを形成し，情報やアイディア，教材等自由に共有できるスペースと時間をできるだけ確

保することが必要である．

４．高校のロシア語教育が置かれている状況から，各拠点校で担当教員が一人で既存のロシア

語能力試験をそのまま実施するには様々な困難が伴うことが具体的に明らかになった．ま

ず，当初実施する予定にしていた TRKI は，既存の試験の中では総合的にロシア語能力が測

れる試験ではあるが，教師一人で実施し採点するには負担が大きすぎるため，定期的な実施

は現実的ではないという点である．また，今年度は事業実施の開始が遅れたことにより，各

拠点校でのプロジェクトベース授業の実施期間も短かく，ロシア語習得を客観的に測定する

意味は殆どなかったという事情も重なった．そもそも高校のロシア語教育が置かれている学

習条件下でロシア語能力が A1 レベルに達する生徒は日本全体でも一部であり，既存のロシ

ア語能力試験に準拠したテストをそのまま実施しても語学能力の到達度を正確に測るのは

難しいという問題も指摘された．今後は，A1 レベル以下のベンチマークの設定，そして教師

一人でも比較的容易に実施と採点ができるような簡易テストの開発が必要となる． 
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III-2. 実施体制

(1) 実施体制の概要 ※図 1 参照

 大阪大学大学院教授林田理惠が研究主任となり，北海道，青森，富山各地域の教育委員会

の協力を得て，指定された拠点校のロシア語担当教員，私立校の担当教員とともに研究を進

める．拠点校が複数地域にわたるため，運営指導委員も複数の地域の大学等のロシア語担当

教員に依頼する．

 なお，研究を進めるにあたっては，前述の『外国語学習のめやす―ロシア語教育用』や，

互いのことばを教える日露の高校教師の合同研修など，高校ロシア語教育促進事業に取り組

んでいる公益財団法人国際文化フォーラムの全面的な協力を得る．

(2) 研究担当者（○印―研究主任）

職   名 氏   名 担当学年及び教科

〇大阪大学大学院教授 林田 理惠  

大阪大学大学院准教授 横井 幸子  

北海道札幌丘珠高等学校教諭 遠藤 雅公  1–3 年，ロシア語／英語

青森県立青森南高等学校講師 工藤 綾華  1–3 年，ロシア語／英語

富山県立伏木高等学校講師 ボンダレンコ･オクサーナ  2–3 年，ロシア語

関東国際高等学校教諭 永沼 栄理子  1–3 年，ロシア語

(3) 運営指導委員会

①組 織

氏  名 所  属 職  名 備考（専門分野等）

高橋 健一郎 札幌大学 教授 日露対照言語学 

熊野谷 葉子 慶應義塾大学 准教授 ロシア民俗学･ロシア語教育論 

日本ロシア語教育研究会代表 

カザケーヴィチ･ 

マルガリータ

富山大学 教授 ロシア語教育論

水口 景子 公益財団法人国際文化 

フォーラム 

事務局長 外国語教育論，国際交流
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②活動計画・進捗状況・課題

【活動計画】 

１．学習指導案･評価法立案に対して研究担当者の会合への参加や，グループウェアを通じて

助言を行う．

２．行政や地域組織，ロシア関係団体とのネットワーク作りをサポートする．

３．高大接続，入試制度改革に関して，情報提供と助言を与える．

４．高大のロシア語教育関係者による共同実践研究･ワークショップに参加し，助言，情報提

供を行う．

５．各地域の研究成果発表の場に出席，総括的評価を行う．

【進捗状況・課題】 

１．5 月，7 月，9 月に実施した打ち合わせ会及びネット配信等を通じて各拠点校での学習指

導案･評価法立案に対して研究担当者に助言･サポートを行った．

２．9 月期，授業改善･指導能力向上を目的とした現職教員研修の企画･組織･運営に中心的役

割を果たした．

３．富山大学と伏木高校間での交流事業実施について組織化，生徒にロシア語学習の長期的展

望を与える機会を作った．また，札幌大学･札幌丘珠高校間での高大連携事業について，情報

提供と今後の可能性についての検討を行った．

４．12 月期，高校と大学教員が共同で開催したカリキュラム･指導案開発のための実践研究･

ワークショップ「ロシア語教育研究集会」に参加し，助言，情報提供を行った．

５．1 月末に札幌丘珠高校，青森南高校で実施された拠点校における新しい指導案に基づくロ

シア語授業活動見学に出席し，指導案の内容，評価の実施状況･評価内容に関する問題点や今

後の課題等，総括的評価を行った．

６．関東地域で渋谷区とのパイプ作りにより，2020 東京オリンピック･パラリンピック開催時

の地域青少年による主体的ボランティア企画･運営に向け基本方針を作成．その他の地域組

織，ロシア関係団体とのネットワーク作りに関しては，事業開始時期が遅れたため，まだ具

体的には取り組めていない．
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活 動 記 録 (2017.4.1－2018.3.31)
4–6 月 研究開始準備

7 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 第 1 回会合（於東京）

外国語教育の方向性を共有，地域のロシア語に対するニーズ分析

を行い，拠点校の特性を踏まえた研究課題を明確化

2. 第 1 回会合で決定した課題に基づき，学習指導案･評価法の原案

を作成（各拠点校研究担当者）

第 1 回会合に出席

左欄の内容をサポート

グループウェアを通じ

て助言

9 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 授業改善･指導能力向上を目的とした現職教員研修の開催（大学

研究担当者が実施を組織―於東京八王子）

2. 第 2 回会合（於東京）

研究担当者が学習指導案･評価法について中間報告し，研究担当

者間で意見交換

各地域の高大連携事業の可能性に関し，研究組織内で情報共有

3. 第 2 回会合で得た助言に基づき学習指導案･評価法を改訂（各拠

点校研究担当者）

第 2 回会合に出席

研究担当者の中間報告，

高大接続，入試制度改革

分析に対して助言

グループウェアを通じ

て助言

10 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 各拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動に関

して意見交換（グループウェアを通じて）

グループウェアを通じ

て助言

11 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 各拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動に関

して意見交換（グループウェアを通じて）

グループウェアを通じ

て助言

12 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 高大のロシア語教育関係者による共同実践研究の場「ロシア語教

育研究集会 2017」にて「高等学校ロシア語研究校･研究授業発表

会」開催（大学研究担当者が実施を組織，於大阪大学）

2. 上記発表会にて学習指導案･評価法，授業実践経過について各校

担当者が発表，助言を得て各最終案に反映（各拠点校研究担当者）

ワークショップに参加，

助言･情報提供を行っ

た．
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1 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 各拠点校における授業活動に関する意見交換等の内容を踏まえ

て学習指導案･評価法の最終案を取りまとめ（各拠点校研究担当

者）

2. 拠点校における新しい指導案に基づくロシア語授業活動の見学

を 1 月末に札幌丘珠高校，青森南高校で実施．見学後に研究担当

者間で指導案の内容，評価の実施状況･評価内容について，問題

点や今後の課題等を意見交換，指導案･評価法の改善を検討した．

グループウェアを通じ

て助言

指導案の内容，評価の実

施状況･評価内容に関す

る問題点や今後の課題

等，総括的評価を行っ

た．

2 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 研究担当者以外のロシア語教育関係者に向けて成果を共有する

目的で，実施計画内容，活動記録等を掲載した最終報告書を上梓

し，高大のロシア語教育関係者に配布

評価，今後の展望等に関

して報告を提出

3 月 強化地域拠点の取組 運営指導委員会 

1. 日本外国語教育推進機構（JACTFL）のシンポジウム･分科会にお

いて本研究成果を発表，多言語教育展開への展望について，参加

者と議論を行った．（大阪大学研究担当）

2. ロシア語教育支援に関するウェブサイト（大阪大学：林田理惠･

横井幸子が代表を務める科学研究費助成事業の研究成果として

構築）http://kyoiku-ru.org/に研究成果を掲載

（はやしだ りえ 研究主任・大阪大学）

参考文献 

Бахтин, М. (1975). Слово в романе // Вопросы литературы и эстетики. М., 72–233.
林田理惠(2002)「第二言語教授―学習理論のもう一つの流れ―ロシア･ヴィゴツキー学派の現在

―｣『多文化共存時代の言語教育』平成 13 年度教育研究学内特別経費プロジェクト｢異文化

共存時代の外国語教育･学習(3)｣研究成果報告書, 大阪外国語大学, 41–62.
林田理惠（2014）「ロシア語教育実情調査―将来的展望と中等･高等教育機関連携の可能性―」

『複言語･多言語教育研究』2 号, 60–71.
Леонтьев, А. А. (1974). Основы теории речевой деятельности. М.（米重文樹他訳『現代ソビエト心

理言語学』第 2 章, 明治図書）

Леонтьев, А. Н. (1981). Проблемы развития психики. 4-е изд. М.
Выготский, Л. С. (1996). Мышление и речь. М.（柴田義松訳『思考と言語』新読書社）

横井幸子, 林田理惠（2013）「内容を重視した外国語教育のカリキュラム開発と指導について―

第 2 外国語としてのロシア語の場合―」『ロシア語教育研究』第 4 号, 57–73.
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各校 取組みの記録 

札幌丘珠高校でのロシア語教育の歩み 

遠藤 雅公 
 

Ⅰ．札幌丘珠高校の概要とロシア語導入の経緯について 

I-1. 学校概要

本校は道立の全日制普通科の高校として，生徒

急増期の 1975 年（昭和 50 年）に開校しました．

今年は 41 回目の卒業生が巣立ち，卒業生総数は 1

万 5 千人を超えています．1 学年 8 クラス，全校

生徒 960 名の大規模校です．

卒業後の進路は，大まかに大学・短大進学 45%

（うち国立大学進学者は一ケタ），専門学校45%，

就職 10%です．

I-2. ロシア語の導入

当初は新設校として進学指導に力を入れていまし

たが，近隣に高校がいくつも新設されたことや，交

通に不便であることから，レベルは徐々に下がって

いきました．局面を打開して特色を出すため，2004

年（平成 16 年）に本校は札幌大学と高大連携協定を

結びました．そしてその一環として外国語教育に力

を入れる目的から，中国語，韓国語とともにロシア

語が第 2 外国語として導入されました． 

私は翌年本校に赴任し，ロシア語を担当しました．

当時文部科学省から北海道教育委員会が指定を受けて「高等学校における外国語教育多様化

推進地域事業」が始まりました．事業内容は，日本初の高校生向けロシア語教科書づくりと，

日露の高校生の相互派遣交流でした．私は教科書づくりへの参画と，モスクワからの高校生

短期受け入れと本校生の派遣に携わりました．そういう動きと相まって，ロシア語の導入は

時宜を得た特色として一役買っていたと言えるかもしれません． 

 

Ⅱ．本校での授業形態とこれまでのロシア語教育の歩み 

II-1. 肩の力を抜くこと

本校では，3 年次に選択科目の 1 つとして教育課程に組み込まれています．当初はカリキ
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ュラムの都合で，文系の国際コースというクラスの生徒しか選択できないようになっていま

した．初めてロシア語を受け持った時は，

生徒はわずか 4 名でした．この科目が導

入された初年度は 1 名しかいなかったそ

うです．少人数ですが，彼らはみんな語

学の勉強が好きで，異文化に興味をもっ

ていました．とはいえ，週 2 時間しか授

業がなく，受験には関係がない科目です．

3 年生は受験を控えていて，9 月以降は受

験勉強の準備でそれどころではありませ

ん．そんななかで，極めて難解な言語を

新たに腰を据えて学ぶ雰囲気は生まれません．キリール文字をマスターし，変化表を始めと

する重要な文法を理解して使えなければなりません．ただでさえハードルが高いのに，生徒

のやる気と興味を持続させるにはどうしたらいいのか悩みました．そこで，まずは進度のこ

とよりも肩の力を抜いて楽しめる授業内容を重視しようと考えました．

II-2. 授業の流れ

ロシア語の授業をひとりで担当しているため，他の科目と違って別の教員と進度や評価を

合わせる必要がなく，裁量の幅が広がることは自分にとって魅力でした．初年度は大学の教

養課程で使われている教科書から選びましたが，2 年目からは道教委発行の『テレモーク』

を使用しています．第 1 課から第 30 課までありますが，各課で扱われる新出単語は原則とし

て 10 語で，扱われる文法事項は最初の 10 課までは複雑なものはなく，会話中心で取り組み

やすく構成されています．教科書に沿った授業の流れとしては，前回の復習を終えた後，①

新出単語音読，②重要表現やトピックの確認と文法事項説明，③ CD を聞きながら本文の音

読練習，④キリール文字を見ながら音読練習，⑤問題演習，といった具合です．文法事項が

複雑でなければ，1 課分は 30 分ほどで済むこともあります．

 

II-3. 異文化の面白さを伝えること 

50 分の授業のなかで，教科書の中身だけではあっさりしていて，定着させるために内容を

補うことが必要なこともあります．そこで教師の力量が示されます．プリントを用意したり，

内容に関連した話を入れたり，あるいは内容に関連しなくても，季節やその時々のロシアに

関する話題は取り入れるように心がけています． 

まず，年度初めの 1 回目の授業で，私がロシア語を志すきっかけになった父のシベリヤに

抑留された体験談を話します．生きる術として片言のロシア語を駆使していたという話に，

語学の大切さが伝わるからです．そして，学生時代に没頭した学園祭でのロシア語劇の一場

面を披露します．演目は，チェーホフの代表作「ワーニャ伯父さん」の第 3 幕のワーニャの

台詞です．1 回の公演のために何度も練習を重ねたことが，音読の訓練になったことを伝え
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たいからです． 

アルファベットを学習させる際は，みんなでロシア語による「きらきら星」の替え歌「ア

ルファベットの歌」を歌います．取り上げてから最低 1 ヶ月は毎回授業の初めに歌うため，

全員がアルファベットを言えるようになります．その後は，月に数回は歌を紹介するように

心がけています．自分自身が学生時代にロシア語を学び始めたときに，ロシア民謡を発音練

習代わりに覚えていって，ロシア語の音声に慣れるのにずいぶんためになったからです．こ

れまで取り扱ってきた歌は次の通りです． 

（ロシア民謡） 

カリンカ ／ カチューシャ ／ モスクワ郊外の夕べ ／ ヴォルガの舟歌 ／  

赤いサラファン ／ ともしび ／ ポーリュシュカポーレ ／ 百万本のバラ ／  

空色の列車（アニメ「チェブラーシカ」より）／ 誕生日の歌（同じくアニメ 

「チェブラーシカ」より）／ トロイカ ／ 一週間 

（ロシア語に訳されている日本の歌） 

ふるさと ／ 幸せなら手をたたこう ／ * 宗谷岬（ダ･カーポ）／ * 酒よ（吉幾三） 

*「宗谷岬」と「酒よ」は，サハリンからの永住帰国者の方が，意味を汲んで歌詞を

つけたものを使用しています． 

ロシア語の歌は古いものばかりですが，あえて新しい歌は取り上げていません．教員が率

先して歌い，生徒に声を出させることが目的であるため，自分が歌えるものに限定していま

す．ただ，これからは人気のある新しい歌も紹介できればと思います． 

五十音をロシア語表記で表す練習では，自前のプリントを用意します．そこで取り上げる

ロシアの風物や都市名，人名を授業で文化的な話題につながるものにしています． 

例えば，プリントからの抜粋です．

問題 1 次の語を発音して，訳して下さい． 

папа мама такси меню туалет 

телефон кофе суп киоск этикет 

музыка поэма   норма метро соус 

問題 2 次のロシア語の地名を読んで下さい． 

Сахалин Сибирь Санкт-Петербург

Владивосток Кремль     Байкал Ялта 

Чернобыль    Украина Амур Волга 

問題 3 次のロシアの風物を読んで下さい． 

икра самовар тайга печка 

матрёшка сарафан   тундра чебрашка 

водка пирошки   чай борщ 
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問題 4 次のロシア語の人名を読んで下さい． 

Ленин Путин Горбачёв  Чайковский 

Пушкин Достоевский Толстой    Чехов 

Пётр     Екатерина Катюша Иван 

問題 1 は音読すれば意味が推測できる単語を選びました．問題 2 は有名であったり，地理

的，歴史的に意味のある場所を取り上げました．サハリンは北海道とゆかりの深い場所であ

り，美しい古都サンクトペテルブルグはその魅力を，ウラジオストックは独特な名前の由来

を紹介するというふうに話を広げています．問題 3 では，地理や自然環境，食文化について

触れ，問題 4 では歴史や音楽，文学などについて紹介できます． 

その他にも，所有代名詞や動詞の変化などを取り扱う際にもプリントを用意して，演習を

させています． 

英語以外の語学を学んでいる特性

を生かして，それを何らかの形で使え

る場を設定しようと，中国語，韓国語，

ロシア語それぞれの選択者が，学んで

いる言語を使って「第２外国語合同発

表会」を催したこともありました．ロ

シアの歌を歌ったり，民話「大きなか

ぶ」(Репка)や「まるパン」(Колобок)

を演じるなど，好評を博しました． 

1 月はすでに定期考査が終了してい

ることから，教科書を進める代わりに

ロシア文化についてのプレゼンテーションをさせています．ロシアの食文化や政治，経済，

スポーツ，社会生活や慣習など，彼らが興味のある分野を自由に選ばせ，授業で数回の準備

を経て，数分間の発表にまとめます． 

例えば，一昨年の例では「司馬遼太郎とロシア」「ロシアのジェスチャー」「 ロシア・ウ

ォッカ事情」「ロシア料理」「原始人類とユーラシア大陸」「ロシア演劇の魅力」「ロシア映画

の今」「チャイコフスキー」「ロシアの教育」「ロシアのフィギュアスケート」がテーマに挙が

りました．発表の基になる材料は，『ユーラシア・ブックレット』（ユーラシア研究所･東洋書

店）です．本校の図書室には，この冊子の第 1 号から 200 号までのほとんどが揃っているた

め，まずはその中から好きなテーマを見つけさせて，あとは必要に応じてインターネットも

活用して発表させ，自分たちで互いに評価もさせています．

II-4. 外部講師の協力

ロシア料理実習を年 1 回実施しています．外部からボランティアでロシアに滞在されてい

た方に講師をお願いしています．これまで作った料理はボルシチ，ペリメニ，ブリヌイです．
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的，歴史的に意味のある場所を取り上げました．サハリンは北海道とゆかりの深い場所であ

り，美しい古都サンクトペテルブルグはその魅力を，ウラジオストックは独特な名前の由来

を紹介するというふうに話を広げています．問題 3 では，地理や自然環境，食文化について
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その他にも，所有代名詞や動詞の変化などを取り扱う際にもプリントを用意して，演習を
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英語以外の語学を学んでいる特性

を生かして，それを何らかの形で使え

る場を設定しようと，中国語，韓国語，

ロシア語それぞれの選択者が，学んで

いる言語を使って「第２外国語合同発

表会」を催したこともありました．ロ

シアの歌を歌ったり，民話「大きなか
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を演じるなど，好評を博しました． 
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スポーツ，社会生活や慣習など，彼らが興味のある分野を自由に選ばせ，授業で数回の準備

を経て，数分間の発表にまとめます． 

例えば，一昨年の例では「司馬遼太郎とロシア」「ロシアのジェスチャー」「 ロシア・ウ

ォッカ事情」「ロシア料理」「原始人類とユーラシア大陸」「ロシア演劇の魅力」「ロシア映画

の今」「チャイコフスキー」「ロシアの教育」「ロシアのフィギュアスケート」がテーマに挙が

りました．発表の基になる材料は，『ユーラシア・ブックレット』（ユーラシア研究所･東洋書

店）です．本校の図書室には，この冊子の第 1 号から 200 号までのほとんどが揃っているた

め，まずはその中から好きなテーマを見つけさせて，あとは必要に応じてインターネットも

活用して発表させ，自分たちで互いに評価もさせています．

II-4. 外部講師の協力

ロシア料理実習を年 1 回実施しています．外部からボランティアでロシアに滞在されてい

た方に講師をお願いしています．これまで作った料理はボルシチ，ペリメニ，ブリヌイです．
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最近は生徒の好みに合わせて，ペリメニを作ることが多くなっています．生徒たちがとても

楽しみにしている行事です． 

また，札幌市の外郭団体である「札幌国際プラザ」の国際交流員から講話をしてもらう機

会もつくっています．国際交流員は，札幌と姉妹都市提携を結んでいる国々からの出身者で

日本語が堪能な方々が交流員として常駐し，札幌の文化活動や国際交流事業に携わっていま

す．こちらの要望に合わせて興味深い話を伺えます． 

 

Ⅲ．外国語教育強化地域拠点事業にかかる本校での取り組みと国際交流について 

III-1. ノボシビルスク若手教師招聘事業

外務省の外郭団体である日露青年交流センターが企画し，北海道ノボシビルスク協会が窓

口になって，平成 29 年 10 月にノボシビルスクの公立学校に勤務する 40 歳以下の若手教員

15 名が札幌に招聘されました．その際，訪問団が本校を訪れることとなりました． 

日本に来るのが初めての方が多いため，私たちは学校を紹介したり，授業や部活動を見学

してもらう計画を立てました．ロシア語の授業では，かるたをアレンジして「日露風物かる

た」と題して，日本とロシアの風物に関する手作りカードをつくりました．読み札の代わり

にロシア語と日本語で書いたヒントをそれぞれ用意して遊びました．「ふるさと」と「幸せな

ら手をたたこう」の歌を日本語とロシア語で披露しました．ちょうど訪問日が 10 月 31 日で

ハロウィンだったこともあり，生徒たちは手作りケーキもつくりました． 

およそ 1 ヶ月前からロシアの方々を受け入れる準備をしました．慌ただしくもっと時間

がほしかったという声がありましたが，22 名の生徒たちは全員，交流はとても楽しかった
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と述べています．明確な目的のために，生徒たちはインターネットや辞書を駆使してカル

タ作りをし，学校説明のためにロシア語のシナリオを練習し，交流に必要な会話表現を覚

えました． 

訪問団のある先生がノボシビルスクの生徒たちが書いたカードを持参してくれました．

本校のロシア語クラスの生徒たちはそれを読んで感動し，自分たちもカードを書いて送り

ました．そこからメールやインスタグラムのやりとりも始まっています． 

III-2. 国際交流の活用

先述のように，ロシアからお客様が見えることもありますが，幸い本校でこれまで下記の

通りロシアに関わる国際交流事業に関わる機会をもつことができました． 

高等学校における外国語教育多様化推進地域事業（モスクワ高校生受け入れ･本校生派遣） 

（2005 年〔平成 17 年〕〜2007 年〔平成 19 年〕） 

青少年サハリン･北海道「体験･友情」の船（小･中･高･大学生相互派遣･引率） 

（2006 年〔平成 18 年〕〜2013 年〔平成 25 年〕） 

青少年サハリン･北海道「体験･友情」の翼（小･中･高･大学生相互派遣･引率） 

（2014 年〔平成 26 年〜〕） 

国際文化フォーラム高校生派遣事業（モスクワおよび東京 高校生派遣･引率） 
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（2016 年〔平成 28 年〕〜2017 年〔平成 29 年〕） 

日露青年交流事業（サンクトペテルブルグ高校生派遣） 

（2018 年〔平成 30 年〕） 

そして，そのことでロシア語を学ぶ生徒たちに少なからず波及効果が表れていると感じて

います．参加した生徒が周りの生徒たちにそれを伝え，興味を持つ者の数が増えていくので

す． 

Ⅳ．今後の課題と展望について 

IV-1. クラスの生徒数

最初 1 人から始まったロシア語のクラスは，2 年目 4 名，3 年目 15 名，4 年目 36 名と増え

ていきましたが，その後は年によって人数はまちまちです．教育課程が変わり，選択できる

生徒数の枠を文系クラスに広げて最大 20 名という人数制限を設けてからは，だいたい 20 名

前後で推移しています．数年に 1 名から 2 名の割合で，地元の大学のロシア語学科へ進む者
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IV-2. 教員側の研修意欲と経験
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平成 13 年から平成 17 年の 5 年計画で実施された「ロシア語教員養成事業」に平成 16 年

に参加し，ウラジオストックの極東国立総合大学と，函館にあるその分校であるロシア極東
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連邦総合大学函館校でそれぞれ半年ずつロシ

ア語の語学研修を受ける機会を得ました．こ

のときは，学生の立場で語学学習の面白さと

大変さを実感しました．

稚内で一般の方向けの市民講座で実践的な

授業方法を模索できたこととロシアの大学で

学べたことは，ロシア語の授業の目標や視点，

方法論を考える上で大いに役立っています．

これらの経験がなければ，現在ロシア語の授

業はできなかったと思います．

 

IV-3. ロシア語の教員免許をもった正規の教員の重要性
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ねているのが実情です．私はたまたまロシア語の免許と英語の免許を持って正規の教員とし
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ったから」「ロシアにある格闘技に興味があったから」「ロシアには美女が多いから」「数学や
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過ぎません． 

英語を習得する目的は，必ずしも英米の文化を深く知るためとは限りません．コミュニケ

ーションのツールとしてや国際的な仕事に就くためであったり，情報や文献の収集のためな

（極東国立総合大学のキャンパスにて）
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ど様々です．けれども，ロシア語を学ぶことは，どんな理由にせよロシアに興味が多少なり

ともあることは確かです．だからこそ，授業には言語だけでなく文化的な側面もちりばめる

ことが重要だと思うのです．

ロシア語学習には，もちろん単語や文法事項を理解させることは重要ですが，ロシアの国

に関心を持たせることと，それを通じて自国の文化を見つめ直すきっかけをつくることが何

より大切だと思います．受験に関係ない科目であることで，逆に授業を柔軟に進めることを

強みとして国際交流事業の活用や他校の実践を交流し合って，英語以外の第 2 外国語の活性

化にこれからも努めたいと願っております．

（えんどう まさきみ 北海道札幌丘珠高等学校）
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北海道旭川南高等学校でのロシア語授業 

―現状と取り組み― 

鈴木 桃子 

Ⅰ．旭川南高等学校でのロシア語教育 

旭川南高等学校は 2009 年に総合学科校に転換し，特色のある学校設定科目として，看護，

社会福祉，韓国語，中国語，ロシア語等を設置した．これらの外国語は旭川市の姉妹都市（水

原市，哈爾濱市，ユジノ･サハリンスク市）の言語である．

ロシア語の履修方法と学習時間は以下の通りである．

科目名 履修方法 学習時間 

隣国コミュニケーション

ロシア語基礎

2, 3 年次の「自由選択科目」から．

（異学年混合授業．）

週 1 回 2 時間

年間学習時間約 70 時間

隣国コミュニケーション

ロシア語応用

3 年次の「総合選択科目」から．

（前年に「基礎」を履修した生徒のみ選択可．）

週 1 回 2 時間

年間学習時間約 60 時間

ロシア語の履修者数は年々減少しており，29 年度は「ロシア語基礎」― 2 名，「ロシア語

応用」― 2 名と過去最も少ない状況である．減少理由の一つとして，国公立大学志望者の増

加が挙げられる．2, 3 年次の「自由選択科目」の履修にあたって，センター試験を受ける生

徒は「数学 B」が必修となっている．総合学科校に転換した当時に比べ，国公立大学志望者

が年々増加し，同校の特色となっている科目が受けられないという事態が起きており，履修

システムの変更が検討されている．

【29 年度「自由選択科目」科目別履修者数】 

2, 3 年生混合 3 年生のみ

数
学
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表
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子
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会
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基
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入
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国
語
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基
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国
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報
処
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英
会
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国
事
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ネ
ス
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情
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数
学
研
究
II 
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典
研
究 

小
論
文
研
究 

現
代
社
会 

旭
川
の
自
然 

古
典
B 

数
学
研
究
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155 4 16 6 21 15 2 3 0 20 21 29 7 59 2 17 0 0 33 62

 

Ⅱ．授業の概要 

「ロシア語基礎」，「ロシア語応用」ともに次のような構成で授業を行っている． 

【学習目標】 

・ロシア語で「聞く･読む･話す･書く」能力を養う． 
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・日常的な会話のバリエーションを増やす． 

【授業内容】 

教科書は『ТЕРЕМОК 初級編』『ТЕРЕМОК 中級編』（北海道教育委員会）を使用し、それ

以外にプリントを作り、語彙・表現の定着を図っている。教科書には付属の CD が付いてお

り，各課で「聞く･話す･読む･書く」練習ができるようになっているため，基本的に教科書通

りに進めている．

授業の初めに，単語を書いたカードをカルタに見立てたカルタ取り，数詞や曜日の暗唱，

前回の授業で習ったフレーズを使った質問・会話を行っている． 

【その他】 

教科書以外に次のようなものを授業に取り入れている． 

① ロシア語の歌（「カチューシャ」「モスクワ郊外の夕べ」「ヨーラチカ」 

「ワニのゲーナの歌」等） 

② ロシア語で年賀･クリスマスカードの作成 

③ ロシア映画の鑑賞（『運命の皮肉』『コーカサスの虜』『ナイトウォッチ』等） 

④ 調理実習（韓国語，中国語クラスと合同で各国料理を調理し，試食する．） 

【成績評価】  

年 4 回の試験結果及び授業態度，課題提出の状況等を総合的に評価． 

 

Ⅲ．新たな取り組み 

昨年 2017 年 9 月に公益財団法人国際文化フォーラム主催の「日露高校教師合宿」に参加

し，ロシア語教育の課題や授業の作り方，文化教育，音声指導，教材作成等の研修を受ける

機会を得た．他校の先生方の取り組みに刺激を受け，ロシア語授業の総括として次の取り組

みを実施した．

①「ロシア人ゲストとロシア語の詩を鑑賞しよう！」 

【対象クラス】ロシア語応用（学習歴 2 年） 

【授業内容】 

・ ロシア語で自己紹介． 

・ 詩人の紹介，詩の解説，朗読．（エセーニン『Белая берёза』， 

プーシキン『Если жизнь тебя обманет』） 

・ ゲストとフリートーク「ロシアについて色々聞いてみよう！」． 

・ 後日，生徒からゲストに年賀･クリスマスカードを送付． 

生徒からは発音が難しいが，ロシア語の詩は音が綺麗といった感想が聞かれた．ロシ

ア語での自己紹介が通じて嬉しそうであったが，フリートークではロシア語がほとんど

話せず悔しかったと話していた．今後は早い段階でこのような交流授業を取り入れ，ロ

シア語学習のモチベーションアップに繋げたい． 
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②「ロシア人ゲストにペリメニを習おう！」 

【対象クラス】ロシア語基礎（学習歴 1 年） 

【授業内容】 

・ 事前にプリントで学習したフレーズを用いながら，一緒にペリメニを作成． 

・ 後日，生徒からゲストに年賀・クリスマスカードを送付． 

生徒は自分のロシア語が通じたことが嬉しそうであった．ゲストに旭川在住のサハリ

ンからの永住帰国者の方に来てもらったが，生徒はサハリンや永住帰国についてあまり

知らない様子であった．科目名にもなっている「隣国コミュニケーション」の一歩とし

て，地域に暮らすロシアにゆかりのある方々のことや姉妹都市などについても授業で取

り上げる必要があると感じた． 

③「自己紹介ビデオを送ろう！」

「日露高校教師合宿」で知り合ったノボシビルスク 130 番学校の先生から日本語クラ

スの生徒達の自己紹介動画を送ってもらったことをきっかけに，こちらからもロシア語

での自己紹介動画を送ることにした．

【対象クラス】ロシア語基礎･ロシア語応用 

【授業内容】 

・ 今までに学んだ内容を含め，辞書や会話集を用いて自己紹介文を事前に作成し，

暗記．

・ ビデオに収め，ノボシビルスク 130 番学校日本語クラスで見てもらう．

・ 生徒にも CD を配布．

3 年生の授業が終了する直前の 1 月後半に実施したため，ロシア側からビデオの感想

をもらった以外にその後の交流には繋げられなかったが，3 年生にとっては 1 年間（2

年間）のロシア語授業の集大成となった．同世代のロシア人の生徒が日本語を話す姿に

大いに刺激を受けたようだ．その後の授業でも自己紹介で用いたフレーズはよく覚えて

おり，ロシア語学習としても効果があることが分かった．今後は自己紹介に限らず，テ

ーマごとの動画を作成してロシア人生徒との交流授業が出来ればと思う．
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Ⅳ．今後の課題 

高校の選択授業という学習時間数の限られたロシア語授業の中で何を到達目標として進

めていくかというのは難しい問題であるが，この授業が「隣国コミュニケーション」という

科目名に相応しい，隣国ロシアに目を向け，隣人を知るきっかけになればと思う．今後は，

ロシア語学習のモチベーションアップや実際にロシア語を使う機会として，日露交流学習プ

ロジェクトでのロシア人生徒との交流授業や地域のロシア人住民との交流，また，学習の成

果を実感する場として，ロシア語弁論大会へ挑戦するなど，新たな授業づくりに取り組んで

いきたい．また，履修希望者の増加に繋がるよう，こうした取り組みを学内にも発信してい

きたいと考えている． 

（すずき ももこ 北海道旭川南高等学校） 
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北海道札幌国際情報高校でのロシア人受け入れ，

交流紹介 

―2017 年 6 月 12 日実施の交流報告― 

依田 幸子 

Ⅰ．北海道国際情報高等学校について 

学校教育目標に「世界の人々から尊敬されるグローバルシチズンとしての日本人の育成」

を掲げ，国際交流にも非常に積極的な 4 学科集合型の高校である．特徴ある各学科の中で国

際文化科では 2 年次に第二外国語がロシア語･中国語･フランス語･ハングルから選択必修と

して設置されている．また，希望者は 3 年次も学習を継続することができる．国際文化科以

外の学科の生徒も 3 年次で希望をすれば履修することができる．

Ⅱ．サハリンからのヨサコイチーム来日に伴い，交流準備 

札幌初夏の風物詩，YOSAKOI ソーラン祭り（6 月 7 日〜11 日）に参加するため 12 歳から

33 歳までの男女 26 名が来日した．高橋はるみ北海道知事への表敬訪問の際にも，「若い人の

交流が重要だ」というメッセージがあったように，お祭りへの参加だけではなく交流の機会

も作ろう，という考えから本校への交流提案があった．準備として行ったことは，ロシア語

選択者の 2 年生 9 名による校内表示の作成である．さらにロシア語選択者の 3 年生 4 名は，

受け入れ当日，キャンパスツアーを行うために必要なフレーズや語彙を学習した．

Ⅲ．交流当日の流れ 

会議室にてロシア語選択者の 3 年生による歓迎の挨拶の後，11 時からキャンパスツアーを

行った．通常の教室授業に加え，体育の柔道の授業や，コンピューターなど実習の授業も案

内した．11 時 50 分からの 4 時間目の時間は，5 つのグループに分かれ，生徒の英語の授業 5

クラスに参加してもらった．それぞれの英語の授業で交流のための準備が工夫されており，

プレゼンテーションや文化交流などが行われた．12 時 40 分からの昼休みには，本校中央に

位置するキャンティーンにてヨサコイを披露してもらい，その後昼食を取りながら生徒たち

と交流した．午後は部活動の生徒の協力で日本文化の体験を行った．「なぎなた」「琴」「茶道」

「合唱」の交流を通し，より深い交流を行うことができた．

Ⅳ．今後の展望 

交流後のアンケートから，日本側，ロシア側，どちらからも非常に満足度の高い交流であ

ったことが分かった．「英語圏以外の国の方との英語を使った交流」の重要性が校内で共通理
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解としてあり，ロシア語選択者だけではなく，多くの生徒にとってよい国際交流の機会を提

供できたことが成功の原因ではないかと考える．今後も，グローバルシチズンの育成という

目標のためにも多言語教育の推進，交流の機会の提供に努めていきたいと考える．

（よだ さちこ 北海道札幌国際情報高等学校）
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ロシア語で青森紹介～ペテルブルグの高校生へ 

―青森県立青森南高等学校・外国語科 3 年― 

工藤 綾華 

Ⅰ．青森南高校の外国語科について 

本校では各学年に普通科 5 クラスに加え，県内唯一の外国語科が設置されており，各学年

１クラスずつある．全学年が 1 年生次には福島県にあるブリティッシュヒルズで英語漬けの

研修を行い，2 年次には語学研修旅行でアメリカのメーン州にある姉妹校でホームステイを

体験し，現地の小学校で日本文化紹介を行っている．また，3 年次にはタイの大学生との交

流も行っている．外国の言語，文化に興味を持つ生徒が多く，英語，ロシア語のスピーチコ

ンテストには活発に参加している．ロシアとの定期的な交流はないが，昨年，一昨年とロシ

ア人の高校生が本校を訪問し，日本文化体験や生徒との交流，ホームステイを経験した．

Ⅱ．ロシア語の授業について 

ロシア語の授業は 1, 2 年生が必修で週に 2 単位，3 年生は英語との選択であるが，こちら

も週に 2 単位である．3 年生でロシア語を選択する生徒は毎年 5〜6 名程度であり，進学後も

ロシア語を学ぶ予定の生徒が選択することが多い．

基本的には教科書『初級ロシア語 20 課』（白水社）に基づいて進めているが，ハンドアウ

ト等を別途作り，高校生のレベルに合わせて語彙や表現を増やしている．前述の通り，本校

ではロシアの高校や大学とは定期的な交流がなく，その年によって高校生の訪問団が来校し

たり，しなかったりとまちまちである．昨年は初めてロシア人高校生のホームステイを受入

れ，ロシア語の授業にも参加してもらった．

Ⅲ．拠点校事業での取り組み 

III-1 授業に取り組んだ学年及び発表方法

拠点校事業での取り組みとして，ターゲットを 3 年生のロシア語選択者（5 名）とした．

格変化は一通り学習を終え，彼らが青森で実際に使えるロシア語の場面を考えてみることに

した．青森市は，ここ数年クルーズ客船が多く寄港しており，市内を歩く外国人観光客も増

えてきている．ロシア人観光客を目にすることも以前に比べると多くなってきた．そこで，

これまでの学習のまとめとして，自分たちの住む青森市の紹介をすることにした．ロシア人

を前にして発表する機会はないが，昨年ホームステイを受け入れたペテルブルクにある 583

番学校のロシア語の先生と話し合い，相互に町紹介のビデオを作り，送り合う形で交流する

ことにした．本校はパワーポイントを用いた発表の様子を送ることにした．
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III-2 ビデオの準備

青森市紹介にあたり，まずは自分たちで「ロシア人の高校生に紹介したい場所」を選んだ．

ビデオを見る相手が高校生ということもあり，高校生目線のプランを立てることにした．結

果とし，А（Прогулка по Аомори）と，プラン Б（Такой разный Аомори）の 2 つのプランを

作ることにした．場所を選択している際は，文化的な観光名所だけでなく，高校生に紹介す

ることを考慮に入れ，カフェや写真映えのする場所を混ぜるようにしていた．

プランができた後は，個々に場所について調べ，スクリプトを作り，可能な限りロシア語

にする作業をさせた．インターネット等で必要な単語を調べ自分なりに文章にさせるように

した．また，パワーポイントを用いての発表であったため，写真や動画等を上手く使うよう

努めていた．ラーメン屋を担当した生徒は，食べている様子を撮影することにし，動画を埋

め込むという工夫も見られた．更に，三内丸山遺跡に関しては，全員で赴いて，興味深い場

所をそれぞれが説明し，一つの動画を制作した．

パワーポイント，動画，そしてスクリプトを見ずに発表する準備が整うと，やっと発表を

撮影できる段階に入った．発表の様子の動画編集も，生徒自ら行い，なんとか動画が完成し

た．

Ⅳ．成果 

初めての試みで慣れない作業も多く，思いの外時間がかかってしまったが，生徒はロシア

の高校生が見てくれることをモチベーションに，最後まで積極的に取り組んでいた．たった

5 人で 2 つのプランを紹介すると生徒が決めたときは，1 つに絞ったほうが良いかとも考えた

が，うまく連携を取りながら，それぞれが自分の役割を果たし，1 つのビデオを作ることが

できた．授業後，生徒たちからは「これまで知らなかった青森の魅力を再発見できた」，「青

森に関してロシア語で紹介できるようになったので，自信がついた」，「いつか青森に来たロ

シア人に話してみたい」という声があった．やはり直接的なものでないにしろロシア人との

交流が含まれていること，そして，自分たちの町紹介という実践的なものであるといったこ

とは，教師が思う以上に生徒にとってはやりがいがあるのだということを実感させられた．

ペテルブルクからは本校が動画を送った 1 ヶ月後に日本語の町紹介が届いた．学校の紹介

も含まれており，生徒は食いつくように見ていた また，あちらの高校生の日本語のレベルの

高さに驚いていた．

Ⅴ．今後の展望・課題 

今回の課題として，ペテルブルクからのビデオを見てゆっくり振り返りの時間をとれなか

ったことがあげられる．また，今回の生徒は全員ロシア語学習に対して意欲的だということ，

そして何より人数が 5 人だけだということで，授業が進めやすかったのは言うまでもない．

しかし，できればこの授業を必修の 2 年生で挑戦させたいと考えている．その際は能力，ロ

シア語に対するモチベーションも差が大きい 40 人の生徒と進めていくことになるため，時間
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の管理や指導にも更なる工夫が必要になってくる．しかし，3 年生で見られたような積極的

な取り組みは期待できるため，今後は学校紹介，町紹介と分けて下の学年でも取組み，生徒

の自信と，ロシア語への更なる興味へつながるように授業をしていきたい．

（くどう あやか 青森県立青森南高等学校）

プランを考えている様子 パワーポイント作成

三内丸山遺跡紹介

善知鳥神社紹介
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東京オリンピック・パラリンピックに向けた 

言語運用 

―関東国際高等学校・2017 年取り組み― 

永沼 栄理子 

Ⅰ．関東国際高等学校について 

I-1. 学校概要

「世界に繋がる教育」を目指し，自国のみならず他国の教育･生活･歴史などを理解し視野

を広め，国際社会に貢献するための教養とマナーを身につけることを教育理念に掲げている．

現在は普通科（文理･日本文化コース），外国語科（英語･中国語･ロシア語･韓国語･タイ語･

インドネシア語･ベトナム語コース）の 2 学科 9 コース制をとる．

I-2. ロシア語コースについて

1991年 4月設立．極東連邦大学の協力を得て発足し，ロシアの歴史や文化の指導を通して，

ロシアをより深く理解できる人材の育成を目指す．

1 コマ 45 分授業で，1 年次は週に 5 単位，2 年次は 6 単位，3 年次には必修 4 単位に加え選

択科目を含めると最大 10 単位の授業が設けられている．本年度のロシア語コース在籍生徒数

は，1 年生 13 名，2 年生 19 名，3 年生 17 名となっている．専任の日本人教員による授業に

加え，ネイティブ教員による授業が各学年週に 2 コマずつ確保されている．卒業後はほぼ全

員が国内外の 4 年生の大学に進学し，ロシアの大学へ留学する生徒もいる．ロシア･ウラジオ

ストクにある極東連邦大学と提携しており，毎年 2 年生の終わりにロシア語コースの生徒は

希望制でロシアへの短期留学プログラムに参加することができる．また，2016 年度より長期

交換留学プログラムが開始され，本校に在籍しながら極東連邦大学附属校にて 9 ヶ月間学ぶ

ことができる．

I-3. ロシア語コース各学年の年間到達目標

1 年生：ロシア語の文字，初級文法の習得．ロシア語およびロシアに対する興味・関心

を引き出し，自ら学ぶ意欲を高める．よく使われる会話表現を身につけ，実際

の場面で運用できる能力を向上させる．外国語でコミュニケーションすること

の楽しさを経験させ，短期留学参加への意欲付けを行う．

2 年生：ロシア語の語彙を増やし，初級文法をさらに深める．聴解力・語彙力・表現力

を広げるとともに，ロシア語検定 4 級の取得を目指す．よく使われる会話表現

を身につけ，実際の場面で運用できる能力を向上させる．短期留学にむけて日
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常生活で頻繁に使われるフレーズを繰り返し学習し，ロシア語での生活にスム

ーズに入れるようにする．

3 年生：初級文法の知識を定着させ，運用能力を高める．読解力，聴解力，表現力を向

上させる．ロシアに関する興味･関心を高め，大学進学後もロシア語を継続し

て学習する意欲を高める．ロシア語検定 3 級取得を目指す．

5 技能について本校では各学年の年間到達目標を以下のように定めている．

1 年生（Pre〜A1） 2 年生（A1） 3 年生（A2〜B1）

読む

キリル文字で書かれた

文章を正しい発音で音

読できる．

身近なテーマについて辞

書を用いながら要点を理

解できる．

身近な事柄について平易

なロシア語で書かれた文

章を細部まで理解できる．

書く

アルファベットの大文

字，小文字を活字体で

書くことができる．

自分のことについて簡

単な語句や文で書くこ

とができる．

身近な事柄について簡単

な語句や文を用いて書く

ことができる．

身近な事柄について簡単

な語句や文で自分の意見

を書くことができる．

聞く

挨拶や短い指示を理解

することができる．

身近な事物を表す単語

を聞き取ることができ

る．

身の回りの事柄に関する

短い会話や説明の要点を

理解できる．

身近な話題に関する比較

的長い文章の要点を理解

できる．

話す

（やりとり）

日常の挨拶をしたり，

挨拶に応答することが

できる．

身近な話題について簡単

な質疑応答ができる．

身近な話題について情報

や意見を交換することが

できる．

話す

（発表）

定型文に単語を当ては

めて簡単な自己紹介が

できる．

身近な話題について発表

内容を準備し，簡単な文で

意見を述べることができ

る．

身近な話題について自分

の意見を述べることがで

きる．

Ⅱ．東京オリンピック・パラリンピックに向けた渋谷区内の取り組み 

II-1. 活動のねらいと概要

ロシア語教育を中心に，東京渋谷地域内の教育機関（小･中･高･大）の横断的な連携関係を

築き，2020 年の東京オリンピック･パラリンピック開催時に，地域の青少年が主体的に外国

語ボランティアを実施できるよう，教育機関を整備していくことを目標としている．ロシア

語学習会や大使館，渋谷区役所など関係機関訪問，ロシア語対応のマップ作りなどに取り組
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読む

キリル文字で書かれた

文章を正しい発音で音

読できる．

身近なテーマについて辞

書を用いながら要点を理

解できる．

身近な事柄について平易

なロシア語で書かれた文

章を細部まで理解できる．

書く

アルファベットの大文

字，小文字を活字体で

書くことができる．

自分のことについて簡

単な語句や文で書くこ
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理解できる．
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的長い文章の要点を理解
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（やりとり）
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できる．
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な質疑応答ができる．
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話す

（発表）

定型文に単語を当ては

めて簡単な自己紹介が
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身近な話題について発表

内容を準備し，簡単な文で

意見を述べることができ

る．

身近な話題について自分

の意見を述べることがで

きる．

Ⅱ．東京オリンピック・パラリンピックに向けた渋谷区内の取り組み 

II-1. 活動のねらいと概要

ロシア語教育を中心に，東京渋谷地域内の教育機関（小･中･高･大）の横断的な連携関係を

築き，2020 年の東京オリンピック･パラリンピック開催時に，地域の青少年が主体的に外国

語ボランティアを実施できるよう，教育機関を整備していくことを目標としている．ロシア

語学習会や大使館，渋谷区役所など関係機関訪問，ロシア語対応のマップ作りなどに取り組
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む予定である．

併せて，本校ロシア語コース 1 年生の年間目標である｢ロシア語およびロシアに対する興

味･関心を引き出し，自ら学ぶ意欲を高める｣｢外国語でコミュニケーションすることの楽しさ

を経験させ，短期留学参加への意欲付けを行う｣を達成することを念頭に，ロシア人留学生と

の交流を通じて自らの学びを実践する機会を与え，この交流が今後の学習にどのように効果

的に働くのかを検証することを目的にキックオフミーティングを実施した．

II-2. キックオフミーティング

11 月 17 日（金）渋谷区立原宿外苑中学校にて，｢ロシア｣をキーワードに地域内の青少年

が集い，関心を高めることを目標に，ロシア人を交えての交流会を実施した．参加者は，渋

谷区立原宿外苑中学校 3 年生 101 名，関東国際高校 1 年生 12 名，ロシア語を学習している上

智大学，法政大学，津田塾大学学生 7 名，ロシア人留学生 8 名．

交流会では，ロシア人留学生によるロシアの紹介や，ロシア語での挨拶，また本校生徒主

体で，｢お菓子｣｢住居｣｢スポーツ｣｢学校生活｣｢年中行事｣｢日常の食事｣の 6 つのテーマにわか

れ，グループ活動を行った．交流会の準備として，本校生徒は事前に既習の文法を用いてロ

シア語で自己紹介をする練習をし，また，グループ活動の場で司会者としてロシア人と中学

生との間をつなぐ役割を担うため，テーマごとに，ロシア人に聞きたい質問を考え，文化理

解をはかった．

交流会当日の様子

（左）グループワーク

（下）ロシアの遊び “ручеёк”
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II-3. 成果と課題

本校生徒のロシア語学習面での成果としては，ロシア語を学ぶ生徒が地域の中学生や大学

生と交流し，さらには実際にロシア人の生のロシア語を聞くことで，学習に対するモチベー

ションを高めることに繋がったことが挙げられる．

この交流会後，本校ロシア語コース全学年（1 年生 13 名，2 年生 17 名，3 年生 13 名）を

対象に，ロシア語学習に関する意識調査アンケートを実施した．以下，その一部を抜粋して

紹介する．

質問 1. 実際にロシア人との交流の機会があり，その経験後ロシア語学習のモチベーショ

ンがあがったか

（※交流会に参加したのは 1 年生だが，2 年生は 17 名中 8 名がロシア人との交流

の機会あり，3 年生は 13 名中 11 名が短期留学にてロシア渡航経験あり）

1 年生 2 年生 3 年生

92% 75% 83%

質問 2. 高校を卒業してもロシア語を続けたいか

1 年生 2 年生 3 年生

77% 70% 60%

質問 3. 将来ロシア語を使って仕事をしてみたいか

1 年生 2 年生 3 年生

84% 30% 69%

質問 4. ロシア語の授業が好きか

1 年生 2 年生 3 年生

100% 70% 85%

アンケート結果から，クラスのほぼ全員がロシア人との交流機会があった 1 年生，3 年生

のロシア語授業へのモチベーション，将来の活用志向が高いことが見てとれる．

また，1 年生と 2 年生を対象に，ロシア語の基本動詞 20 個の意味を答える単語テストを抜

き打ちで実施したところ，1 年生の平均正答数が 13 個，2 年生は 11 個と，わずかながらでは

あるが 1 年生の正答数が 2 年生のそれを上回るといった結果があらわれた．このことから，

実際にロシア人との交流の機会をもったことが，ロシア語学習へのモチベーションだけでな

く，習熟度のアップにも繋がったと言える．

本事業の研究開発課題である｢地域に貢献するロシア語人材育成｣の面から見た成果として

は，本校のロシア語教育が，3 年後の東京オリンピックに向けた地域住民のロシアに対する

関心を高めるきっかけになった点が挙げられる．この交流会に参加した中学生からは次のよ
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うな感想が挙がった．

｢ロシア語は英語と全然似ていないなじみのない言語だったが，ロシアという国が

身近に感じられるようになった．｣

｢クリスマス，お正月など日本と同じ行事でもたくさんの風習の違いがあることが

わかり，ロシアとの交流で外国の文化に触れられてよかった．｣

今回の交流会を通じて中学生，高校生，大学生が「ロシア」をキーワードに，一定程度関

係を築くことができた．今後は小学生〜大学生（留学生含む）までが，主体的にボランティ

アチームを形成していくための緻密な関係機関との連携と教育的実践が必要である．小中学

生が「単体」で地域の言語ボランティア活動を実施するには限界があるため，「縦の関係」の

構築が，この限界を打ち破る突破口になると期待する．

東京の地下鉄駅構内などで，公益財団法人東京観光財団作成が作成する，複数言語で書か

れた東京の観光公式ガイドが置いてあるのを見かけるが，用意されているのは英語，中国語，

韓国語，フランス語，イタリア語，スペイン語，タイ語であり，その中にまだロシア語は含

まれていない．東京オリンピック開催時には恐らく多くのロシア人，またロシア語を母語と

するロシア周辺諸国の方々が来日するだろう．今後は，国立競技場周辺のマップ作りなど，

日本を訪れるロシア語圏の方々のためのシステムづくりに取り組んでいきたい．また，3 年

後のオリンピック･パラリンピックを見据えた計画にとどまらず，その後の日露友好関係につ

ながるような取り組みも今後視野に入れていきたい．

Ⅲ．ロシア語教育が高等学校外国語教育において果たす役割と意味 

高校に入学する段階で，確固たる動機をもってロシア語コースを志願する中学生が日本に

どれほどいるだろうか．毎年 1 年生の最初の授業でロシア語コースを選んだ理由を聞くが，

はっきりと答えられる生徒は片手で数えられる程度である．では，そのような生徒たちに本

校ロシア語コースでは何を求めるのか．まずは，始めた理由は何であれ，ロシア語という新

たな言語，普通の高校生なら触れることがないであろう言語を学習していることに誇りを持

ってほしいと考える．英語と同時間数がカリキュラムに組まれている本校では，生徒たちは

3 年間でロシア語の基礎を身につけ，また，様々なイベントを通じて語学を学ぶことの楽し

さを感じている．3 年間の学びの中から，ロシアについてもっと知りたい，研究したい，と

いうことでロシア関係の大学に進学する生徒が多数おり，卒業生からは進学先でクラスにロ

シア語がある程度できる生徒がいることで，周囲にもいい刺激となって授業の質があがった

と先生から言われた，ということを聞いた．

受験に必要な主要科目を学びながらの高校生相手にできるロシア語教育は，この言語を学

ぶきっかけ作りにすぎないかもしれない．しかし，このきっかけの輪を広め，よりロシアに

興味をもつ人材を育成する，というところに高校ロシア語教育は大きな役割を果たしている

のではないだろうか．

（ながぬま えりこ 関東国際高等学校）
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平成 29 年度外国語教育強化地域拠点事業 

―富山県立伏木高等学校の取り組み― 

ボンダレンコ・オクサーナ 

Ⅰ．はじめに 

富山伏木高校は，文科省平成 29 年度外国語（ロシア語）教育強化地域拠点事業に拠点校と

して参加した．地域に貢献するロシア語人材育成につながる教育課程編成を目指し，ロシア

語学習指導案･評価法確立のための基盤研究を行った．具体的には，地域貢献活動の一環とし

て来校するロシア人に学校及び富山県の魅力を伝えるという 1 年間の目標を定め，種々の取

り組みを行った．

Ⅱ．取り組み 

II-1 取り組み 1
3 年生のクラスでは来校するロシア人に学校案内をし，ロシアの学校にないところを紹介

し，魅力を伝えること，日本の様々な文化の体験（書道，琴，折り紙，茶道等）をさせるこ

とを目標にした．また，交流会のときに「夏休み」について話し合い，相違点や共通点を見

つけることを目標の一つに定めた．その活動のために，指導案とルーブリック（ルーブリッ

ク①参照）を作成した．

2017 年には，ロシアから三つの団体が

伏木高校を訪問した．その結果，次のロ

シア人の団体に対して，学校案内を 3 回

行う機会があった．

 2017 年 7 月 7 日

第57回富山県スポーツダンス大会への

参加選手（富山県スポーツダンス連盟）

 2017 年 7 月 11 日

日本語学習青年団（日露青年交流センター）

 2017 年 9 月 26 日

ウラジオストク市の友好高校からの交流団

準備にあたり，生徒たちはルーブリックの評価対象にした項目をしっかり意識して原稿作

成と発表に臨んだ．内容，気持ちがロシア人に大いに伝わった．発表の後，ロシア人から拍

手をもらった生徒は特にやり甲斐を感じ，とても嬉しそうだった．

授業では，交流会を行い，その時に夏休みについて話し合った．まず，ロシア人同士と日

本人同士の二つずつのグループに分かれ，それぞれのグループ内で話し合い，「夏休み」を連
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想させる五つの単語をピックアップしてもらった．その時に日本人グループの回答と，ロシ

ア人グループの回答に共通点が見られた．教師を通して，なぜその単語を選んだか，生徒の

説明を聞いて，相手に訳した．

日本の生徒の回答 ロシアの生徒の回答

1）バーベキュー，浴衣，プール，海，花火

2）お墓，プール，花火，川，海

1）ヨット，青少年キャンプ，サーフィン，海，帽子

2）旅行，夜の散歩，ダイビング，青少年キャンプ，

日焼け

話し合いの後，ロシア人と日本人の混合グループに分かれ，さらに事前に日本の生徒が用

意した質問をロシアの生徒に聞いて，日露における夏休みの過ごし方や学校生活について理

解を深めた．後日，すでに知っていたこと，新しく得た情報を日本語の作文にまとめた．そ

の作文も評価対象とした.

3 年生の活動の成果：

 自分の学校のいいところを再認識できた．

 夏休みの過ごし方について，お互いに様々な発見，驚きがあった．ロシアと

日本の高校生の夏休みについて共通点，相違点に気づくことができた．

 気付いた点について日本語でまとめることができた．

その活動を通して行った評価は次の表にまとめた．

評価項目 満点 平均点

（学校案内）日本語の原稿の内容 10 7.4

（学校案内）原稿の露訳 20 12.8

（発表）ルーブリックで評価（講師による評価） 24 19

夏休みについての作文 10 7.5

II-2 取り組み 2
2 年生のクラスでは，来校するロシア人の生徒たちに富山県の魅力，見所についてスライ

ドを使って紹介することを目標にした．初めて日本を訪れるロシアの生徒が多いことを考慮

して，紹介するポイントを選ぶように，また日本にホームステイしている間にどこに連れて

いきたいか，何を見てもらいたいか等をロシア人の立場になって考えて，内容を作成するよ

うに指示した．この活動を実施するにあたって，指導案とルーブリック（ルーブリック②参
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照）を作成した．

生徒はルーブリックの評価対象にした項目を十分意識して，限られたロシア語能力の中で

も，創造力を使って，話の流れがわかる内容を構成できた．

準備期間は限られていたが，次の手順で進めた．

1．語彙選定，学習 5．翻訳作業

2．グループ形成 6．発表のリハーサル

3．原稿作成 7．本番

4．スライド作成 8．振り返り

各手順について，以下により詳しく紹介する．

1. 語彙選定，学習

富山の見所について紹介するのに，どんな語彙が必要になってくるか，まず生徒と話し合

って，選定した．様々な語彙導入方法（カード，スライド等）を用いて，生徒に覚えてもら

うように努めた．間に 2 か月の期間を空けて，2 回単語テストを行った．2 回目のテストにつ

いては，事前に予告せずに行ったにもかかわらず，1 回目のテストと比べて高い点数を上げ

ていた．時間が経つにつれて，新しい語彙が定着したと考えられる．

評価項目 満点 平均点

単語テスト（1 回目） 20 11.3

単語テスト（2 回目） 20 14

2. グループ形成

生徒が紹介したい場所（物など）のリストを作成し，教師はそれをもとにして，グループ

を形成した．

3. 原稿作成，4. スライド作成

コンピュータールームで，日本語の原稿を書きながら，スライド作成に取り組んだ．残念
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7. 本番

本番当日，リハーサルの時に気づいた点に配慮しながら，発表に臨んだ．ロシアの生徒た
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8. 振り返り
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ったため，大いに意味がある活動だったと思われる．
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とってどのような学習だったかをまとめなさい．知識･情報（何を知ったか）」に対して，ロ

シア語の知識が増えたという回答もあったが，自分が住んでいる町についてたくさんのこと

を知ることができたという回答も多かった．その活動は語学の側面からも，社会事情・歴史
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 富山県の観光名所や有名な食べ物など改めてみんなの発表を見て知った．

 富山に住んでいるけど，自分の知らないことがいっぱい知ることができた．

 富山県立美術館ができたことを知った！富山県民なのに知らなかったけど，こ

れをきっかけに知ることができた．

 富山県の魅力を再認知しました．

2 年生の活動の成果：

 地元の富山県について新しい知識を得た．

 町紹介に使えるたくさん新しいロシア語の単語を覚えることができた．

 ロシア人が日本で何に興味を持っているかが分かった．

 ウラジオストクのおすすめのスポットを少し知ることができた．

II-3 取り組み 3
富山大学の呉人恵教授及び M. カザケーヴィチ教授の協力によって，伏木高校の生徒は留

学体験がある富山大学人文学部学生と交流し，大学と高校の連携を図ることができた．学生

たちは，まず初めにスライドを使って，留学に行った大学，旅行に行った町，ロシアの友達

と過ごした時間等について，プレゼンテーションしてくれた．その後，グループに分かれて，

生徒たちの質問に答えたり，いろんな思い出話，笑い話を聞かせたりしていた．この活動は

地元の新聞にも取り上げられた．

webun 北日本新聞（2017 年 10 月 27 日） http://webun.jp/item/7411056
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普段あまり会うことがないロシア語学習者の日本人の先輩と話し合うことで，ロシアにつ

いての生の声を聴くことができた．言葉の壁を感じるロシア人と異なり，和気あいあいと意

見交換することで多くの発見があったようだ．

振り返りのアンケートに「今回聞いてなかったけど，

今度何を聞いてみたいか」という質問に対して，多く

の質問が書かれた．後日，学生からもらった回答を生

徒に紹介した．この交流は高校生にとって，きっとい

い刺激になったと思われる．

アンケートの中から

 どうやったらロシア語がうまく話せるか？

どのように勉強したらいいか．

 一番おいしかったロシアの料理は何か．食べれなかったロシア料理．

 ロシアに行ったら，ここだけは行けという場所は．

 ロシアでは日本料理を作ったか．（ロシア人の反応は？）

 もう一度ロシアに留学する機会があれば，行きたいか？

 留学中に友達を作る方法．

 将来どんな職業に就きたいのか．（ロシア語を生かせる仕事なのか）

 留学に行ったときに，一番必要だったもの．

 ロシアでは一番人気の日本人？

 もしほかの国に行くとしたら．（どこに行きたいか？）

 ロシア語以外の言語を学んでみたいか．

 どうして日本ではロシアの知名度が低いのか．←考察

 ロシアでは留学している学生で一番多いのはどこの国．

 将来，ロシア語はどのようなことに使えると思うか．

 ロシアでは危険な話．

Ⅲ．終わりに 

成果：必要なリテラシーを重視した内容を学習に絞り込むことができた．学習目標や具体

的な習得可能性を明確なものとして学習者に実感させた．地元や母校などについて

は，機会がないとなかなか調べることがないが，今回の学習で学習者はこれらにつ

いて多くの新しい知識を得ることができた．また海外のロシア人に富山県の紹介・

アピールができ，それら両面で，ロシア語教育が地域貢献の一助となったといえる

であろう．地域の大学生との交流により，学習の長期的な展望，高校だけではなく

ロシア語学習を続けられるという確かな見通しを得ることができ，学習者のモチベ

ーションを大いに高めることに役立った．
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課題：準備段階の評価方法について，発表の評価についてはさらに検証が必要である．今

後は，より充実した言語活動を実施するための指導方法についてもさらに研究が必

要である．地域について知識を得た生徒たちが，ロシア語を通してどのように地域

に貢献できるかを考える必要がある．

（ボンダレンコ・オクサーナ 富山県立伏木高等学校）

ルーブリック①「私の学校」

評価基準 
目標以上に達成 

（４点） 

目標を達成 

（３点） 

目標達成まで 

あと少し！ 

（２点） 

目標達成まで 

努力が必要 

（１点） 

内容 

（わかりやすさ・

構成）×２ 

「はじめ→中→まとめ」の

流れがあって，聞き手に 

「なるほど」と思わせる． 

「はじめ→中→ 

まとめ」の流れがあり，

分かりやすい． 

「はじめ→中→おわり」の

どれかが欠けている． 

内容が整理されて

おらず， 

分かりにくい． 

パフォーマンス 

暗記の度合い 

台本をまったく見ずに， 

スムーズに案内できた． 

台本をときどき見なが

らではあるが，スムー

ズに案内できた． 

頻繁に台本に目をやり， 

スムーズな案内とは 

言えなかった． 

ほとんど暗記でき

ておらず，終始台本

を読んでいた． 

パフォーマンス 

（話し方・ 

アイコンタクト・ 

身ぶり手ぶり） 

複数の相手の目を見て 

表情や抑揚を生かして， 

聞き手に語りかけている． 

相手をひきつける身ぶり 

手ぶりも入れて案内した． 

相手の方を見て， 

伝えようとする姿勢が

ある．相手の目を見て

発表ができる． 

必要な身ぶり手ぶりを

入れながら案内した． 

案内の言葉を言うことに 

一生懸命で，ときどき顔を

上げることがあるが，相手

の目をあまり見ない． 

必要な身ぶり手ぶりが少な

かった． 

相手の方を見るこ

とはなく，必要な 

身ぶり手ぶりも  

なかった． 

パフォーマンス 

（声の大きさ） 

声の大きさが十分で 

メリハリがある． 

後ろの席の人にも 

はっきり聞こえる． 

後ろの人には 

聞こえにくい． 

ほとんど 

聞こえない． 

パフォーマンス 

（発音） 

明瞭な発音で， 

内容がはっきりと伝わる． 

明瞭な発音で， 

言っていることは 

おおむねわかる． 

明瞭さに少し欠ける． 

ところどころ 

聞き取れない． 

明瞭さに問題があ

って，何を言ってい

るのかわからない

ところが多い． 

合計 / 24 
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ルーブリック②「町紹介」

評価基準 
目標以上に達成 

（４点） 

目標を達成 

（３点） 

目標達成まで 

あと少し！（２点） 

内容 

（わかりやすさ・

構成） 

「はじめ→中→まとめ」の流れがあ

って，聞き手に「なるほど」と思わ

せる． 

「はじめ→中→まとめ」の流れ

があり，分かりやすい． 

「はじめ→中→おわり」のどれか

が欠けている． 

パフォーマンス 

（読み方） 

聞き手に語りかけている． 

流れがぜんぜん止まらない． 

（つっかえない） 

流れがほとんど 

止まらない． 
流れが時々止まる． 

パフォーマンス 

（声の大きさ） 

とてもはっきり． 

メリハリがあり 

眠気も吹き飛ぶ． 

はっきり． 

自然に聞き取ることが 

できる． 

時々ぼそぼそ． 

注意深く聞くことで 

聞き取ることができる． 

総合点 /12 
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を
使
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
成

し
遂
げ
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。
何
よ

り
、
ロ
シ
ア
語
を
使
っ
て
現
地
の

人
々
と
交
流
し
た
い
と
い
う
気
運
が

高
ま
っ
た
意
義
は
大
き
い
。

 

     

研
究

の
成
果
と
課
題

 

 取
組
①

 
地
域
貢
献
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
指
導
案
を
作
成

 
-- 
札
幌
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
か
ら
の
教
員

に
よ
る
訪
問
団
来
日
に
合
わ
せ
、
学
校
に
招
い
て
ロ
シ
ア
語

の
授
業
見
学
や
交
流
会
を
計
画

  
→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
辞
書
に
よ
る
調
べ
学
習

 
→
自
己
紹
介
や
交
流
で
使
う
表
現
の
習
熟

 
→
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
歌
唱

 
 

 

   取
組
②

 
地
域
貢
献
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
指
導

案
に
適
し
た
評
価
法
の
検
討
と
作
成

- 
-- 
①
の
指
導
案
で
示
し
た
目
標
に
従
っ
て
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成

 
 

 
   

  取
組
③

 
①
と
②
を
使
っ
て
授
業
を
実
施
し
、
交
流
会
を
実
施

 
-- 
日
露
風
物
カ
ル
タ
づ
く
り

 
－
ロ
シ
ア
語
で
日
本
の
歌
を
披
露

 
－
ロ
シ
ア
語
で
学
校
紹
介

 
-- 

12
/9

/2
01

7〜
12

/1
0/

20
17

に
報

告
会
と
改
善
に
向

け
た

検
討
会
を
実
施

 
  

取
組

内
容

 

地
域
に
貢
献
す
る
ロ
シ
ア
語
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
教
育
課
程
編
成
を
展
望
し
た
、
ロ
シ
ア
語
学
習
指
導
案
・
評
価
法
確
立
の
た
め
の
基
盤
研
究

 

演
出

(４
点

) 
態

度
(２

点
) 

3.
0 

1.
5 

内
容

(４
点

) 
生

徒
の

感
想

 

3.
5 

全
員
が
楽
し
く
取

り
組
め
た
と
解
答

 

実
際
に
ロ
シ
ア
か
ら
学
校
の
先
生
方
１
５
名
を
本
校
へ
招
く
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
学
習
の

動
機
付

け
と
し
て
の
意
義
が
大

変
大

き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本

校
で
は
３
年
次
に
ロ
シ
ア
語
を
週

２
時
間
選
択
で
き
る
が
、
今
年
度
受
講
者
２
２
名
の
う
ち
、
第
１
希

望
で
選
択
し
た
者

は
わ
ず
か

６
名
で
あ
り
、
当

初
か
ら
授
業
に
臨
む
姿

勢
は
高

い
と
は

い
え
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
異
文

化
に
興
味
を
持
た
せ
、
主
体
的
で
深
い
学
び
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
取

り
組
み
た
い
と
思
わ
せ
る
目

標
の
設

定
や
、
そ
の
目
標
に
到
達
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成

感
を
、
行
事
を
通
じ
て

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
交
流
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
徒
全

員
が
交

流
を
印
象
深
く
受

け
止
め
、
ロ
シ
ア
語
学
習

へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
現
在
は

交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
先
方
の
生
徒
と

SN
Sで

の
や
り
と
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換

に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。
今

後
の
課

題
は
、
３
年
次
か
ら
学

習
が
始
ま
る
た
め
、
交

流
へ
と
発
展
し
て
も
生
徒
が
す
ぐ
に
卒
業
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
高
い
語
学
力
の
育
成

に
ま
で
到
達
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

 



84

平
成

２
９
年
度

 
外

国
語

（
ロ
シ
ア
語

）教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業

 
最

終
報
告

 
 
青

森
県

立
青

森
南

高
等

学
校

 

地
域

に
貢

献
す
る
ロ
シ
ア
語

人
材

育
成

に
つ
な
が

る
教

育
課

程
編

成
を
展

望
し
た
、
ロ
シ
ア
語

学
習

指
導

案
・
評

価
法

確
立

の
た
め
の

基
盤

研
究

 

研
究

開
発

課
題

 

成
果
①

 
生
徒
の
語
彙
が
増
え
た

 
 ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
よ
り

 
 取

組
前

、
生

徒
が

知
っ
て
い
た
語

数
 

 
 

7.
8語

 
（
青

森
市

紹
介

に
必

要
な
語

彙
）

 
 取

組
後

、
生

徒
が

覚
え
て
い
た
語

数
 

 
15

.8
語

 

 

    成
果
②

 
生

徒
の
ロ
シ
ア
語
に
対

す
る
自

信
が
つ
い
た

 
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
よ
り

 
    「
青

森
に
関

し
て
案

内
で
き
る
場

所
が

あ
る
」
と
い
う
実

績
が

で
き
た
こ
と
よ
り
、

全
体

と
し
て
自

信
が

つ
い
た
も
の

と
思

わ
れ

る
。

 

     

    成
果
③

 
相

手
を
意
識

し
て
話

そ
う
と
す
る
こ
と
で
、
改

善
す
る
点

が
多

い
 

・
日
本
の
固
有
名
詞
は
ゆ
っ
く
り
話
そ
う
と
す
る

 
・
発
音
や
表
現
に
関
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
発
音
を
聞
き

に
行
く
な
ど
積
極
性
が
高
ま
っ
た
。

 
・
名
詞
の
格
変
化
を
自
分
で
推
測
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

 

     

ロ
シ
ア
人
の
生
徒
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
を
紹
介
す
る
と
い
う
の

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が

、
生
徒

は
ロ
シ
ア
の
高
校

生
に
発

表
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
標

に
最
後
ま
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
。
教
科
書
で
皆
同
じ
文
章
を
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒

が
自
分

の
発
表

の
た
め
に
必
要
な
ロ
シ
ア
語
を
調

べ
、
で
き
る
限
り
文
章
に

す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
ロ
シ
ア
語
と
い
う
言
語
の

構
造
に
こ
れ
ま
で
に
な
く
深
く
向

き
合
う
時
間
が
と
れ
た
と
感
じ
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
評
価
を
入

れ
た
こ
と
で
、
教

師
も
生
徒
も

ど
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
発
表
の
準
備
を
す
れ
ば
良

い
の

か
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
今

回
の
発

表
は

5名
し
か

い
な
い
授
業
で
行
っ
た
た
め
、
一
人

一
人
に
目
を

配
り
な
が
ら
で
き
た
部
分
が
あ
る
。
将
来
的
に
は
取
り
組
む
学

年
を
下
げ
、

40
人
の
ク
ラ
ス
で
挑
戦
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
回
の
ま
ま
で
は
効
率
よ
く
進
ま
な
い
こ
と
が
容

易
に
想

定
さ
れ

る
。
効
果
的
に
進
め
る
方
法
の
研
究
、
ま
た
、
相
手
の
学
校
と
の

綿
密
な
相

談
も
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

研
究

の
成

果
と
課

題
 

 取
組
①

 
・
自

分
の

住
む
地

域
の

紹
介

 
 
高

校
生

の
視

点
で
ロ
シ
ア
人

の
高
校

生
に
勧

め
た
い
場

所
を
選

び
紹

介
す
る

 
【
読

む
・
書

く
・
話

す
力

を
総

合
的

に
伸

ば
す
】

 
  

 

  取
組
②

 
 
・
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
評

価
 

 
 
文

章
の

構
成

～
発

表
ま
で
を
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク

形
式

で
評

価
す
る

 
 

    

  取
組
③

 
・
ＩＣ

Ｔ
の

活
用

に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の

生
徒
と
日

本
の

生
徒
が

互
い
の

発
表

の
様

子
を
見
て
、

意
見

を
伝

え
る
相

互
交

流
を
絡

め
た
授

業
の

実
施

。
 

   

取
組

内
容

 

あ
る

や
や

あ
る

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
あ

ま
り

な
い

な
い

取
組

実
施

前
０

名
１

名
０

名
３

名
１

名

取
組

実
施

後
１

名
３

名
０

名
１

名
０

名
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平
成

２
９
年
度

 
外

国
語

教
育

強
化
地
域
拠
点
事
業

 
最

終
報
告

 
 
関

東
国

際
高

等
学

校
 

 ロ
シ
ア
語

教
育

を
中

心
に
、
東

京
渋

谷
地

域
内

の
教

育
機

関
（
小

・
中

・
高

・
大

）
の

横
断

的
な
連

携
関

係
を
築

き
、

20
20

年
の

東
京

オ
リ
・
パ

ラ
開

催
時

に
、

地
域

内
の

青
少

年
が

主
体

的
に
外

国
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
教

育
的

環
境

を
整

備
し
て
い
く
。

 
 

研
究

開
発

課
題

 

成
果

①
 

参
加
者
：
原
宿
外
苑
中
学
校

3年
生

10
1名

、
関
東
国
際
高
校

1年
生

12
名
、

上
智
大
学
、
法
政
大
学
、
津
田
塾
大
学

学
生

7名
、
ロ
シ
ア
人
留
学
生

8名
。

 
「
ロ
シ
ア
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
地
域

内
に
中
・
高
・
大
・
留
学
生
と
い
う
縦
の

つ
な
が
り
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
交
流
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
ロ
シ
ア
語
の
挨

拶
、
ロ
シ
ア
文
化
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
の
簡
単
な
ゲ
ー
ム

 

成
果

②
 

実
際
に
教
室
の
外
に
出
て
ロ
シ
ア
語
を
話
す
機
会
を
得
た
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
語
学
習

へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
ロ
シ
ア
文
化
に
つ
い
て
新
た
な
知
識
を
得
ら
れ
た
と
同
時

に
、
日
本
と
の
文
化
比
較
で
、
日
本
の
こ
と
を
ど
う
外
国

人
に
説

明
す
れ
ば
よ
い
か

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
◇
高
校
を
卒
業
し
て
も
ロ
シ
ア
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
い
う
生
徒
の
割
合
◇

 
  ◇
ロ
シ
ア
語
の
授
業
が
好
き
と
答
え
た
生
徒
の
割
合
◇

 
 

 
 

  

成
果

③
 

原
宿

外
苑
中

学
校

3年
生

10
1名

が
、

事
前

に
考

え
た
質

問
を
ロ
シ
ア
人

に
投

げ
か

け
る
こ
と
で
中

学
生

も
主

体
的

に
交

流
会

に
参

加
し
、
ロ
シ
ア
に

つ
い
て
何

も
知

ら
な
か
っ
た
状
態

か
ら
、
挨

拶
や

生
活

文
化

な
ど
の

知
識

を
得

て
、
ロ
シ
ア
を
身

近
に
感

じ
ら
れ

た
と
い
っ
た
感

想
が

あ
が

り
、
興

味
を

持
つ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

 
 

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
が
「
ロ
シ
ア
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
定
程
度
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
小
学
生
～
大
学
生
（
留
学
生
含
む
）
ま
で
が
、
主
体
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
い
く
た
め

の
緻
密
な
関
係
機
関
と
の
連
携
と
教
育
的
実
践
が
必
要
で
あ
る
。
小
中
学
生
が
「
単
体
」
で
地
域
の
言
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
「
縦
の
関
係
」の

構
築
が
、
こ
の
限
界
を
打

ち
破
る
突
破
口
に
な
る
と
期
待
す
る
。

 
本
校
で
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
生
徒
が
地
域
の
中
学
生
や
大
学
生
と
交
流
し
、
さ
ら
に
は
実
際
に
ロ
シ
ア
人
の
生
の
ロ
シ
ア
語
を
聞
く
こ
と
で
、
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、

本
校
の
ロ
シ
ア
語
教
育
が
、

3年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
地
域
住
民
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
国
立
競
技
場
周
辺
の
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
、
日
本
を
訪
れ
る
ロ

シ
ア
語
圏
の
方
々
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

研
究

の
成

果
と
課

題
 

取
組
①

―
地
域
内
横
断
的
教
育
事

業
組
織
の
構
築

―
 

渋
谷

区
内

の
教

育
機

関
が

連
携

し
て
、
ロ

シ
ア
語

・
ロ
シ
ア
文

化
に
親

し
む
こ
と
の

で
き

る
「
交

流
会

」
を
企

画
・
運

営
す
る
。

 

取
組
②

―
授
業
実
践

(高
校

)―
 

関
東

国
際

高
校

ロ
シ
ア
語

コ
ー
ス
の

1年
生

を
対

象
に
、
交

流
会

に
向

け
た
準

備
を
行

う
。

ロ
シ
ア
語

に
よ
る
自

己
紹

介
や

、
ロ
シ
ア
の

文
化

・
生

活
に
つ
い
て
調

査
作

業
を
行

う
。

 

取
組
③

―
授
業
実
践

(中
学
校
)―

 
渋
谷
区
立
原
宿
外
苑
中
学
校
の

3年
生
を
対

象
に
、
交
流
会
に
向
け
て
の
事
前
学
習
を
実

施
。
衣
食
住
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
学
校
生

活
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て

の
質
問
事
項
を
列
挙
し
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の

関
心
を
高
め
る
。

 

取
組

内
容

 

現
1年

生
 

現
2年

生
 

現
3年

生
 

77
％

 
70

％
 

60
％

 

現
1年

生
 

現
2年

生
 

現
3年

生
 

10
0％

 
70

％
 

85
％

 

★
今
回
の
交
流
会
を
機
に
ロ

シ
ア
語
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
が
っ
た
か
？
★

 
 

 
 

YE
S:

11
人
、

N
O

:1
人
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ア
語
教
育
強
化
地
域
拠

点
事
業

 
最

終
報
告

 
 
富

山
県

立
伏

木
高

等
学

校
 

地
域

に
貢

献
す
る
ロ
シ
ア
語

人
材

育
成

に
つ
な
が

る
教

育
課

程
編

成
を
展

望
し
た
、
ロ
シ
ア
語

学
習

指
導

案
・
評

価
法

確
立

の
た
め
の

基
盤

研
究

 

研
究

開
発

課
題

 

成
果
①

 
生
徒
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
評
価
対
象
に
し
た
項
目
を
し
っ
か
り
意
識
し

て
原
稿
作
成
と
発
表
に
臨
ん
だ
。
内
容
、
気
持
ち
が
ロ
シ
ア
人
に
大

い
に
伝
わ
っ
た
。

 
     

成
果
②

 
生
徒
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
評
価
対
象
に
し
た
項
目
を
十
分
意
識

し
て
、
限
ら
れ
た
ロ
シ
ア
語
能
力
の

中
で
も
、
創
造
力
を
使
っ
て
、

話
の
流
れ
が
わ
か
る
内
容
を
構
成
で
き
た
。

 
      

成
果
③

 
日
本
人
の
先
輩
、
ロ
シ
ア
人
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で

き
た
。
関
心
が
高
ま
っ
た
生
徒
が
い
れ
ば
、
言
葉
の
壁

の
高
さ
を
実
感
し
た
生
徒
も
い
る
。

 
言
い
た
い
こ
と
、
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
る
と
き
の

喜
び
を
覚
え
た
。

 
発
表
準
備
の
協
働
作
業
の
重
要
性
が
分
か
っ
た
。

 
 

 成
果
：
 
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
重
視
し
た
内
容
を
学
習

に
絞
り
込

む
こ
と
が
で
き
た
。
学

習
目
標

や
具
体
的
な
習

得
可
能

性
を
明
確

な
も
の
と
し
て
学
習
者
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
元
や
母
校
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
機
会
が
な
い
と
な
か
な
か
調
べ
る
こ
と
が
な
い
が
、
今
回
の

学
習
で
学

習
者
は

こ
れ
ら
に
つ
い
て
多
く
の
新
し
い
知

識
や
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
ロ
シ
ア
人
に
富
山
県
の
紹
介
・
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
元
や

母
校
の

こ
と
に
つ
い
て
の

新
し
い
知
識
や

情
報
を
、
外

国
人
に
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
、
ロ
シ
ア
語
教
育

を
地
域
貢
献
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
地
域
の
大
学
生
と
の
交
流
に
よ
り
、
高
校

卒
業
後

の
ロ
シ
ア
語
学

習
の
継

続
に
つ
い
て
の

確
か
な
見

通
し
や
可
能

性
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
学
習
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
高
め
る
こ
と
に
役

立
っ
た

 
 課

題
：
 
準
備
段
階
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
発
表
の

評
価
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
証
が
必

要
で
あ
る
。
今

後
は
、
言

語
活
動
を
高
め
る
た
め
の

指
導
方

法
に
つ
い
て
、
更
な
る
研
究

が
必

要
で
あ
る
。
地
域
に
つ
い
て
知
識
を
得
た
生
徒
た
ち
が
、
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
語
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
か

考
え
る
必
要

が
あ
る
。

 

研
究

の
成

果
と
課

題
 

取
組

①
 
日

露
交

流
の

た
め
の

指
導

案
と
評

価
ル

ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
（

3年
生
）

 
-- 

留
学
体
験
が
あ
る
富
山
大

学
人
文
学
部

学
生
と
交
流
、
ロ

シ
ア
に
つ
い
て
の

生
の

声
を
聞
く
と
共
に
、
高

大
連

携
を
図
る
。

 
-- 

来
校

す
る
ロ
シ
ア
人

生
徒

に
3年

生
が

学
校

案
内

を
す
る

た
め
の
指
導
案
を
作
成
。

 
-- 
上
記
の
指
導
案
に
従
っ
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。

 

取
組

②
 
日

露
交

流
の

た
め

の
指

導
案

と
評

価
ル

ー
ブ

リ
ッ
ク
の
作
成
（

2年
生
）

 
-- 
留
学
体
験

が
あ
る
富
山

大
学

人
文
学
部

学
生
と
交
流
、

ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の

生
の

声
を
聞
く
と
共

に
、
高
大

連
携
を

図
る
。

 
-- 

ロ
シ
ア
人
訪
問

団
に
富

山
県

の
魅
力

、
見
所

に
つ
い
て

紹
介
す
る
た
め
の
指
導
案
を
作
成
。

 
-- 
上
記
の
指
導
案
に
従
っ
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。

 

取
組
③

 
①
と
②
を
使
っ
て
授
業
実
践
、
成
果
発
表

 
-- 

3年
生

が
ロ
シ
ア
人

生
徒

に
学

校
案

内
。
日

本
の

文
化

体
験

（
書

道
、
琴

、
折

り
紙

、
茶

道
等

）
を
さ
せ

る
。
交

流
会

で
「
夏

休
み

」
に
つ
い
て
話

し
合

い
、
相

違
点

や
共

通
点

を
見
つ
け
る
。

 
-- 

2年
生

が
ロ
シ
ア
人
生

徒
に
富

山
県
の
魅

力
、
見

所
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
。

 
-- 

20
17

/9
/1

2〜
20

17
/1

0/
12

に
報

告
会

と
改

善
に
向

け
た
検
討
会
を
実
施
。

 

取
組

内
容

 

  
満
点

 
平
均
点

 
日

本
語

原
稿

の
内

容
 

10
 

7.
4 

原
稿

の
露

訳
 

20
 

12
.8

 
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
（
講

師
の

評
価

）
 

24
 

19
 

夏
休

み
に
つ
い
て
の

作
文

 
10

 
7.

5 

  
満

点
 

平
均

点
 

単
語

テ
ス
ト
（

1回
目

）
 

20
 

11
.3

 
単

語
テ
ス
ト
（

2回
目

）
 

20
 

14
 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評

価
す
る

 
（
生

徒
に
よ
る
評

価
）
 

12
 

11
.2
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平
成

２
９
年
度

 
外

国
語

（
ロ
シ
ア
語

）教
育
強
化

地
域
拠
点
事
業

 
最

終
報
告

 
 
大

阪
大

学
 

研
究

開
発

課
題

 

成
果
①

 
◎

生
徒

の
ロ
シ
ア
語

力
、
特

に
「
書

く
・

話
す
・
聞

く
」
能

力
の

向
上

 

 
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
重
視
し
た
内
容
に
学
習
を
絞
り
込
み
、

具
体
的
な
課
題
状
況
を
作
る
こ
と
で
、
生
徒
の
ロ
シ
ア
語
力
、
特

に
「
書
く
・
話
す
・
聞
く
」
能
力
が
向
上
し
、
ま
た
実
践
を
通
し
て
そ

れ
ら
を
創
造
的
に
使
用
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

   

成
果
②

 
◎

生
徒

の
ロ
シ
ア
語

学
習

意
欲

・
学

習
に
対

す
る
有

能
性

が
向

上
 

 
地
域
連
携
・
異
文
化
交
流
等
の
課
題
達
成
型

授
業

活
動
の
展
開
及
び
協
働
作
業
に
よ
り
、
生
徒
の

学
習

意
欲
・
学
習
に
対
す
る
有
能
性
が
向
上
し
た
。

 
★
ロ
シ
ア
語
に
対
す
る
自
信
は
あ
る
か
？

 

   

成
果
③

 
◎

教
育

機
関

の
縦

の
連

携
に
よ
り
学

習
の

長
期

的
展

望
を
生

徒
が

実
感

 
 
中
・
高
・
大
等
の
教
育
機
関
の
縦
の
連
携
に
よ

り
、
学
習
の
長
期
的
展
望
を
生
徒
が
実
感
し
、
ま

た
各
機
関
の
生
徒
や
さ
ら
に
は
地
域
住
民
に
対

し
、
多
言
語
・
多
文
化
に
対
す
る
関
心
・
理
解
を

高
め
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
◇
高
校
を
卒
業
し
て
も
ロ
シ
ア
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
い

う
生
徒
の
割
合
◇

 
  

 
地
域
連
携
・
異
文
化
交
流
事
業
な
ど
を
授
業
に
積

極
的
に
取

り
入

れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
そ
れ
に
向

け
た
課
題

達
成
型

授
業
活

動
の
指

導
案
・
評
価

法
を
確
立
し
た
。
そ
れ
ら
の

指
導
案
に
基

づ
く
授
業
活
動
を
展
開
す
る
過
程
で
、
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
重

視
し
た
内
容
に
学

習
を
絞
り
込
み
、
具

体
的
な
課

題
状
況
を
作
る
こ
と
で
、
生

徒
の
自

律
的
な
学

習
活
動

が
格
段
に
進
み
、
言

語
表
現
習
得
に
お
い
て
も
構
造
・
意
味
に
よ
り
深

い
関
心
を
持
っ
て
臨
む
態

度
が
養

わ
れ
、
全

般
的
ロ
シ
ア
語

力
、
特
に
「
書
く
・
話
す
・
聞
く
」
能

力
が
向

上
し
た
。
ま
た
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
を
協
働

作
業
で
企
画
運
営
、
実
施
す
る
中
で
、
生
徒
の
学
習

意
欲
・
学
習
に
対
す
る
有
能

性
が
向

上
し
た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
評

価
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
教
師
と
生
徒

が
課
題

の
ど
の
点

に
注
意
す
べ
き
か
を
共
有
し
な
が
ら
、
授
業
活
動
を
組
み
立
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
授
業

計
画
、
指
導
案

作
り
が
な
さ
れ
た
が
、
今

後
、

5領
域

の
言
語

活
動
が

ど
の
よ

う
な
配
分
で
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
言
語
材
料
を
使
用
す
る
か

等
の
細

部
に
つ
い
て
検

討
の
必

要
が
あ
る
。
評
価
に
つ
い
て
は
、
学

習
者
自

身
の
自

己
評
価
と
教

師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
な
ど
の
積
み
重
ね
に
よ
る
継
続
的
評
価
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
準
備

段
階
の

評
価
方

法
、
発

表
の
評

価
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
証

が
必
要
で
あ
る
。

 

研
究

の
成

果
と
課

題
 

取
組

①
 
地

域
貢

献
を
目

指
す

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習

の
指

導
案
・
評
価

法
を
作

成
、
ロ

シ
ア
か

ら
の

訪
問

団
と
の

交
流

会
に
向

け
、

学
校

紹
介

や
各

種
イ
ベ
ン
ト
等

与
え
ら
れ

た
課

題
を
達

成
す
る
た
め
の

準
備

活
動

、
当

日
の

課
題

達
成

、
事

後
に
ロ
シ
ア
側

生
徒

と
SN

Sや
カ
ー
ド
交

換
で
取

り
組

み
を
さ

ら
に
発
展
。

 

取
組

②
 
ロ
シ
ア
人

高
校

生
へ

の
わ

が
町

紹
介

と
い
う
取

り
組

み
に
向

け
、
指

導
案

、
評
価

法
を
作

成
。
取

り
組

み
を
展

望
し
た
授

業
活

動
を
通

じ
て
、

5技
能

の
総

合
的

な
育

成
と
評

価
を
実

現
。
ま
た
実

際
の

交
流

後
に

IC
Tの

活
用

に
よ
り
、
双

方
向

的
な
意

見

交
換

を
行

う
授

業
を
実

施
。
文

章
構

成
か

ら
発

表
ま
で
を
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
形

式
で
評

価
。

 

取
組

④
 
ロ
シ
ア
人

訪
問

団
に
対

す
る
富

山
県

の
見

所
・
魅

力
紹

介
、
文

化
体

験
イ
ベ
ン
ト
実

施
等

の
取

り
組

み
に
向

け
、
指

導
案

と
評

価
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
。
発

表
に
向

け
た
原

稿
作

成
・

プ
レ
ゼ

ン
練

習
等

、
5技

能
を
使

っ
た
授

業
活

動

を
展

開
。
実

際
の

交
流

会
で
の

取
組

実
施

。
富

山
大

学
生

と
の

交
流

会
を
実

施
、
卒

業
後

の
ロ

シ
ア
語

学
習

の
展

望
を
生

徒
に
理

解
さ
せ

る
。

 

取
組

内
容

 

地
域

に
貢

献
す
る
ロ
シ
ア
語

人
材

育
成

に
つ
な
が

る
教

育
課

程
編

成
を
展

望
し
た
、
ロ
シ
ア
語

学
習

指
導

案
・
評

価
法

確
立

の
た
め
の

基
盤

研
究

 

取
組

③
 

20
20

年
の

東
京

オ
リ
・
パ

ラ
開

催

時
ロ
シ
ア
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
実

施
に
向

け
、
地

域
内

教
育

機
関

（
小

・
中

・
高

・
大

）
の

横
断

的
連

携
構

築
の

第
1歩

と
し
て
、
ロ

シ
ア
人

を
交

え
た
機

関
合

同
交

流
会

を
企

画
・
運

営
。

 実
施

に
向

け
文

化
比

較
を
踏

ま
え
た
自

律
的

調
査

活
動

、
表

現
練

習
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
活
動
を
展
開
。

 

★
今
回
の
交
流
会

を
機
に
ロ
シ
ア
語

学
習
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は

あ
が
っ
た
か
？
★

 
 

YE
S:

11
人
、

 
   

N
O

:1
人

 

満
点

 
平
均
点

 
日

本
語

原
稿

の
内

容
 

10
 

7.
4 

原
稿

の
露

訳
 

20
 

12
.8

 
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
（
講

師
に
よ
る
評

価
）
 

24
 

19
 

夏
休

み
に
つ
い
て
の

作
文

 
10

 
7.

5 

あ
る

 
や

や

あ
る

 

ど
ち

ら

と
も

言

え
な

い
 

あ
ま

り

な
い

 
な

い
 

取
組

 
実

施
前

 
0名

 
1名

 
0名

 
3名

 
1名

 
取

組
 

実
施

後
 

1名
 

3名
 

0名
 

1名
 

0名
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評価 今後の展望

日本の高校のプロジェクト型授業における 

第 2 言語習得とその評価について 
―客観的評価（ТРКИ）と CAF 分析― 

横井 幸子 
 

Ⅰ．はじめに 

2018 年 3 月，高等学校の学習指導要領が全面的に改正されることが文部科学省より告示さ

れた．次期学習指導要領では，「社会に開かれた教育課程」が理念として掲げられている［文

部科学省 2015a］．これまで学校内，教室内で完結しがちであった「学び」を，家庭や地域と

の連携や協働を通じてより「主体的・対話的」に深めることを目指していくという［文部科

学省 2015a; 2015b; 2015c］．「社会に開かれた」外国語教育，特にロシア語教育をどのように

具体化し，実施することができるのか？

歴史的に英語を偏重してきた日本の外国語教育において，高校のロシア語教育が置かれて

いる状況は英語の場合と大きく異なる．例えば，現行の学習指導要領では，英語については

学習内容や項目，指導法まで細かく指針が示されているが，その他の外国語の授業について

は，「英語に関する各科目の目標及び内容等に準じて」［文部科学省 2009: 90］実施すればよ

いと付記されているだけである．そもそもロシア語の授業は第 2 外国語として開講されてお

り，学習条件や文脈の全く異なる英語教育の指針に準じて授業を行うことは事実上不可能で

ある．そのような中，ロシア語教員の確保，カリキュラムの策定，教科書や教材の選定や開

発，授業運営等ほぼ全面的に各学校の裁量に任されてきた［e.g., 林田 2014, 臼山 2000］．一
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上記のような状況を踏まえ，本プロジェクトでは文部科学省外国語教育強化地域拠点事業

（平成 29 年度）としてより地域とのつながりを意識し，「地域に貢献するロシア語人材育成」
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を目標として掲げて，各校の文脈を考慮した学習指導案と評価法の確立を目指した．プロジ

ェクト 1 年目であった平成 29 年度は，拠点校に選ばれた 4 校全てで日露交流を軸とするプロ

ジェクト型授業のための指導案を作成し，授業を実施することができた．その実施過程で課

題として浮かび上がったのは，学習者の言語面での「学び」，すなわち言語習得が具体的にど

のように進むのかという問題である．プロジェクト型の学習の場合，ロシア語習得そのもの

というよりは，ロシア語を使ってどのような活動をするのか，何を伝えようとするのか，何

ができるようになるのかを目標として設定するため，教室内外で行われる様々な活動が文法

項目を体系的に学んでいくような従来のロシア語習得過程を前提にしている訳ではない．こ

のようなロシア語を実際に使う活動を重ねた結果として，実際にどのようにロシア語習得が

起こっているのだろうか．そもそも，このようなプロジェクト型授業で学習されるロシア語

は，例えば ТРКИといった客観的なロシア語能力試験で求められるロシア語と比較してどの

ような相関性が見られるのか．

本研究では，プロジェクト型の授業に代表される「社会に開かれた」ロシア語教育におけ

る学習者の第 2 言語習得過程とその評価法について検討する．まず，「社会に開かれた」ロシ

ア語教育においてどのような第 2 言語習得過程が起こりうるのか考察する．続いて，上記プ

ロジェクトに参加した拠点校の一つで生徒たちによって製作された町紹介ビデオを文字起こ

しし，彼らの産出した学習者言語を 1）客観的ロシア語能力試験（ТРКИ）で設定されている

ロシア語能力レベルに照合し，さらに 2）CAF 分析［e.g., Ellis & Barkhuizen 2005, 

Larson-Freeman 2009］に代表される学習者言語の特徴を分析する方法を検討することで，プ

ロジェクト型授業における学習者言語の評価方法のあり方について考えたい．

Ⅱ．「社会に開かれた」ロシア語教育における第 2 言語習得過程

第 2 言語習得研究では，第 2 言語習得を学習言語でのインプットとアウトプットを通じて

学習者言語の体系，すなわち学習者の第 2 言語に関する知識が構築，再構築され，常に刷新

されていく過程として理解されている［e.g., Ellis 2008, Gass & Selinker 2008, 和泉 2011］．こ

の学習者言語体系の構築とは具体的にはインプットされる学習言語を言語材料としながら

「形式」と「意味」のつながりを確立していくことであると言われているが［e.g., Gass & 

Selinker 2008］，和泉［2011］によると，このような第 2 言語習得過程ではインプットとアウ

トプットの「量と質」が鍵になるという［和泉 2011: 32–34］．特にインプットされたりアウ

トプットしたりする学習言語の「質」については，学習者にとって「注目に値するだけの意

味内容があり（meaningful），学習者が何らかの関連性を感じられる文であり（relevant），そ

の上でその文が使われる目的や状況がはっきりしている（contextualized）」ものでなければな

らない［和泉 2011: 34］．つまり，学習者言語の体系は，単純な意味と形式の結合のみの積み

重ねによって構築されるというよりは，ことばが使われる具体的なコンテクストと目的に支

えられた学習者自身による主体的なことばの活動を通じて構築されていくということであり，

このことは言語習得過程における社会的要因の重要性を示している．
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それでは，第 2 言語習得過程においてことばを取り巻く上記のような社会的要因がどのよ

うに関わっているのか？個々の人間の営みとしてのコミュニケーション，すなわちことばを

介しての相互理解が成立したと認識するには，まずそのやりとりが生じる具体的なコンテク

ストが与えられており，さらに話者による個々の発話への何らかの実質的な反応が後続しな

ければならない．林田［2007］は次のように述べている：

ことばはそれ自体として意味を持つから理解されるのではない．具体的な状況を伴

った対話の中で，その状況に支えられながらお互いがやりとりをする中で，それぞ

れが「理解した」と思いなして行為や言明を連鎖させる．そのやりとりをお互いが

引き受け，受け入れる．そのようなふるまいの連鎖が成立している限りにおいて，

「理解」が成り立っていると言えるのである［林田 2007: 9–10］．

つまり，ことばの相互理解に伴う言語の形式と意味の結合は，個々の具体的なコンテクス

トの中でしか確立され得ず，そのような局所的な経験が重なってやがて学習者言語体系が構

築，再構築されるということである．まさに語学の授業で課されるコンテクストを欠いた語

彙や文法項目の丸暗記がロシア語の運用能力の獲得に直接つながる訳では決してない所以で

ある．林田［2007, 2015］はさらに，このような相互理解を目的とする対話の場は，本来的に

「他者の中に自己を見，聞き，自己の中に他者を見，聞くという間主体的同一化」が根底に

ある「共感と共鳴の世界」であり，「自らの具体的な体験が伴う」ことの重要性を述べている

［林田 2015］．すなわち，現実の中で実際に出来事に遭遇し，その出来事に共鳴し，経験さ

れるロシア語こそが実際に使える，生きたロシア語の習得につながるということである．

相互理解を目的とする対話こそが言語習得の場となることの可能性については，第 2 言語

習得研究においても negotiation for meaning [e.g., Long 1996, Veronis & Gass 1985] として既に

1980 年代から知られ，研究が進められてきたが，1990 年代後半以降ようやく第 2 言語習得過

程における社会的側面の重要性が指摘されるようになってきた［e.g., Firth & Wagner, 1997; 

1998; 2008］．結局のところ，上記のインプットとアウトプットの「質」の条件を満たさない，

authenticity を欠いた言語活動が成立してしまう語学教室というコンテクストそのものが大変

特殊なのであって，そのような意味では次期学習指導要領が掲げる「社会に開かれた」ロシ

ア語教育の実現は，本来の言語習得のあり方に沿った形を模索する良いきっかけとなるであ

ろう．

Ⅲ．評価について 

(1) 客観的評価：ТРКИ

下記に示すデータは，ロシア語学習歴 2 年半（撮影当時）の高校 3 年生 5 人によって製作

された「わが町紹介」動画を文字起こししたものである．彼らは入学時から週 2 回，大学で

ロシア語を専攻した日本人教員とロシア人のALTから第2外国語としてロシア語を学んでき

た．彼らの通う学校のロシア語カリキュラムを参考にして概算すると，3 年間でロシア語学

習時間は 150–200 時間近くになり，少なくとも TРКИ 初級レベル（CEFR の A1 レベルに相
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当）に到達する可能性が出てくる学習時間が確保されていると言える．

15 分 24 秒のビデオの中で，生徒たちはスライドを見せながら自分たちの町をロシア語で

紹介している．紹介内容には，当地の特産物や食べ物，おすすめのレストランや観光地など

が含まれる．その内のレストランと博物館には生徒たち自身が実際に出向いて動画を撮影，

製作しており，プレゼンテーションではその動画を見せながら解説する場面も 2 カ所見られ

た．尚，プレゼンテーション内で紹介されていたビデオ内のテクストも含めて，分析対象と

した語数は 784 語である．

まず，文字起こしされたロシア語テクストを，ТРКИ で設定されている語彙リスト

［Андрюшина 2011, 2013, Андрюшина и Козлова 2011, 2012］，文法リスト［林田 2009］に照

らし，ТРКИ の各レベルに想定されている語彙や文法項目がどの程度カバーされているのか

検討した．以下に，動画内で使用された語彙について品詞毎に整理した語彙分類表（＝表 1）

を作成し，ТРКИ の各レベルで想定されている語彙リストと比較してどの語彙が重なってい

るか，そのカバー率を示す．

表 1. 品詞毎の語彙分類表

名詞（計 280 語/内，固有名詞が 78 語） 語彙のカバー率（固有名詞を除く）

ТРКИ 初級レベル 64%
ТРКИ 基礎レベル 70%

ТРКИ 第 1 レベル以上の語彙（辞書形で表示）

第 1 レベル語彙：
покупатель, прогулка, рынок, ряд, соус, товар, фестиваль, храм, эпоха

第 2 レベル以上の語彙：
аксессуар, безопасность, бусина, высота, лар, душа, залив, изготовление, изделие, икра,
кальмар, каштан, конвейера, лапша, лента, лосось, морепродукты, набережная, образ, основа,
период, площадка, подушка, покупка, процветание, руина, сладость, статуя, стоянка, туризм,
упоминание, фасоль, фигур(к)а, эра

日本語由来と思われる単語：
мисо, раме/эн, раме/энная

形容詞（計 57 語） 語彙のカバー率

ТРКИ 初級レベル 77%
ТРКИ 基礎レベル 85%

ТРКИ 第 1 レベル以上の語彙（辞書形で表示）

第 1 レベル語彙：
древний, свежий, торговый, специальный

第 2 レベル以上の語彙：
гулиняный, конвейерный, кондитерский, коронный, местный, насыщенный, обзорный,
питательный, продуктовый, сувенирный, фирменный, художественный
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動詞（計 130 語） 語彙のカバー率

ТРКИ 初級レベル 60%
ТРКИ 基礎レベル 70%

ТРКИ 第 1 レベル以上の語彙（辞書形で表示）

第 1 レベル語彙：
благодарить, двигаться, захотеть, интересовать, наступить, открываться, положить,
попробовать, посетить, проводить, провозить, узнать, сфотографироваться, снять

第 2 レベル以上の語彙：
длиться, изготовить, накладывать, насладиться, отправиться, помолиться, примерить, 
рекомендовать, славиться, ходить-сходить

副詞（100 語／内，述語副詞が 19 語） 語彙のカバー率

述語副詞：ТРКИ 初級レベル 100%
その他の副詞：ТРКИ 初級レベル 82%

ТРКИ 基礎レベル 91%

ТРКИ 第 1 レベル以上の語彙（辞書形で表示）

第 1 レベル語彙：постоянно, прежде, затем

第 2 レベル以上の語彙：настолько, примерно

その他

 個数詞（10 語）

 順序数詞（11 語）

 代名詞（49 語）

 指示代名詞（23 語）

 所有代名詞（2 語）

 疑問詞（7 語）

 前置詞（57 語）

 接続詞（36 語）

 挿入語（3 語）

 助詞（5 語）

 挨拶文（8 語）

 聞き取れなかった単語（8 語）

語彙のカバー率

代名詞類，数詞

ТРКИ 初級レベル 100%

接続詞

ТРКИ 初級レベル 97%
ТРКИ 基礎レベル 97%

前置詞

ТРКИ 初級レベル 87%
ТРКИ 基礎レベル 98%

ТРКИ 第 1 レベル以上の語彙（辞書形で表示）

第 1 レベル語彙：итак（接続詞），среди（前置詞）

第 2 レベル以上の語彙：なし
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表 1 が示す通り，副詞と形容詞は概ね 80%以上のカバー率を示しており，名詞と動詞は初

級レベルで 60%代，基礎レベル（CEFR の A2 レベルに相当）で 70%である．到達目標とし

て想定できるレベル以上となる第 1 レベル（CEFR の B1 レベルに相当）以上の語彙リストを

見ると，特に名詞については回転寿司や縄文時代など地元の文化をロシア語で説明するため

に必要な語彙（e.g., бусина, конвейеры）と日本語の単語（e.g., мисо, рамэн）を借用したもの

が比較的多く使われた傾向が見られる．動詞については，例えば славиться や сходить, 

рекомендовать など，ロシア語の教科書でも上級になるまで導入されないが日常会話ではよく

聞かれる語彙が用いられていた．これは，ネイティヴ教師がテクスト作成の指導にあたった

結果，より「ロシア人が話すような」ロシア語に近い，生のテクストが生まれたということ

であろう．

発表テクストは，全て基礎レベルまでで想定されている構文で構成されている．大部分は

単文が用いられており，複文の場合でも並列複文や поэтому を用いる従属複文で，それ以外

では関係代名詞 который と関係副詞 гдe を用いた従属複文がそれぞれ一度用いられているの

みである．名詞と形容詞の格変化については，ТРКИ では初級レベルで単数形の格変化，基

礎レベルで複数形の格変化を学習するようにすすめられている．発表テクストの中では，単

複の格変化が広く使われており，特に形容詞と名詞からなる名辞句の格変化も計 9 回用いら

れていた．動詞については，第 1 レベルで想定されている被動形動詞過去形を使った受動構

文が一度使われていたが，後は全て基礎レベルでカバーされる文法項目が用いられていた．

特に，мочь や можно を伴って動詞不定形が多用されており，動詞活用の負担が軽減されて

いる．

以上より，本研究で取り上げたプレゼンテーションで生徒たちが産出したロシア語テクス

トは，町紹介というテーマ，文法項目のカバー率の点で，概ね ТРКИ で想定されている基礎

レベルの言語到達度の範囲内に収まっていると考えて良いと思われる．名詞の複数形の格変

化の導入は初級レベルでは想定されていないが，だからといって単数形の格変化のみで通常

の言語活動が遂行できるとは考えにくい．使用が必要な場面において，フレーズのかたまり

として丸覚えする，当該格変化形を見て理解できる，あるいは変化させることまでできる，

等どのレベルまでの習得を学習者に求めていくのか，状況に応じて検討し柔軟に判断する必

要があるだろう．一方，語彙のカバー率については，副詞や前置詞その他は 100%近くある

一方で，名詞や動詞については 60%代にとどまっている．読解やリスニングで求められるよ

うな内容理解のためには 95%以上のカバー率が必要であると言われており［e.g., Laufer 1992,

Laufer & Ravenhorst-Kalovski 2010］，ТРКИ では 99%という高い割合が提案されているが

［Андрюшина 2011, 2013, Андрюшина и Козлова 2011, 2012］，プレゼンテーション原稿の場合

はその限りではない．プレゼンテーションという言語活動には，テクスト作成時の辞書の使

用，教師らによる添削，完成原稿の口頭練習などが含まれ，学習者がマスターしている語彙

のみに頼る活動ではない場合が多いからである．したがって，語彙の選択については，ロシ

ア語能力の到達度レベルとテクストの authenticity とのバランスを考慮する必要があるが，後

者を適宜優先させることで，より自然なロシア語の習得につながると思われる．プロジェク
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ト型授業と並行して既存の客観的到達度テストに合格することも目標にする場合は，そのテ

ストに準拠した語彙や文法項目のリストを参照し，導入項目を精査しながら，可能な限りカ

バー率を上げることを考える必要があるかもしれない．しかし，そうでない場合は，各語学

到達度レベルに想定されている習得語彙数の目安を手がかりとして学習者の学習負担を考慮

しながらも，語彙内容については学習者が対話を通じて教師や周囲の助けを借りながら，活

動内容のニーズに合致した語彙を主体的に選択し，学習していくべきではないだろうか．

(2) 学習者言語の特徴：CAF 分析

最近の第 2 言語習得理論 (SLA) 研究の成果より，学習者言語を複雑さ (complexity)，正確

さ (accuracy)，流暢さ (Fluency) から評価する CAF 分析が開発され，より多角的に言語習得

過程を理解することができるようになってきている［e.g., Ellis & Barkhuizen 2005,

Larsen-Freeman 2009］．以下では，上記の高校生による「わが町紹介」動画を文字起こしした

学習者言語のテクストを分析対象とし，Ellis & Barkhuizen [2005] に従って CAF 分析を行っ

た結果を示す．

正確さ (accuracy) は，当該学習者言語が「いかに目標言語の規則体系に沿って」いるか

［Skehan 1996: 16］を測ることによって，学習者のスピーチ等の産出における「誤りを避け

る能力」［Ellis 2009: 475］を明らかにしようとする．これまでに様々な分析方法が提案され

ており，例えば当該発話全体における「誤用のない (error-free)」あるいは「目標言語らしい

(target-like)」節や特定の文法項目の割合を算出する等，いわゆる誤用分析をもとにした方法

が一般的である［Ellis & Barkhuizen 2005］．本研究で対象にしている学習者言語データは，プ

レゼンテーション用の発表原稿であり，教師による添削指導が十分に施されていたため，文

法上の誤り (error) はみとめられなかった．

流暢さ (fluency) は，「過度なポーズやよどみがなく即時に言葉を操る能力」と定義されて

おり［Ellis & Barkhuizen 2005:139, Ellis 2009 も参照］，発話のスピードや発話におけるポーズ

やよどみの有無を測ることで，当該学習者の流暢さを多面的に調査することができる．例え

ば，一定の時間に発せられた音節の数を数えてスピーチの速さを測ったり，当該スピーチに

おけるポーズの回数や長さ，あるいはポーズからポーズまでに含まれる音節の数の平均値を

出すことでポーズなしに産出できる発話の長さを測ったりすることができる［Ellis & 

Barkhuizen 2005］．さらに，不完全文の数，繰り返しや言い換え，言い直し等をした箇所の数

を数えることでよどみについても明らかにすることができる［Ellis & Barkhuizen 2005］．以下

に，分析結果を整理する．
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表 2. 流暢さ（fluency）

測定方法 数値

― スピーチの速さ（1 分間に発せられた音節の数）

― ポーズの回数（1 秒以上のポーズの回数）

― ポーズの長さ

― ポーズなしに産出できる発話の長さ（長さが 1 秒以上

のポーズからポーズまでに含まれる音節の数/発話時

間．尚，繰り返しや言い換えをした箇所は除いた）*

141 音節

15 分 24 秒中計 14 回

15 分 24 秒中 31.5 秒

2.21 〜 4.45

― 不完全文の数

― 同じ箇所を繰り返した箇所の数

― 言い換えをした箇所の数

― 他の語彙に言い直した箇所の数

0
6
0
2

* 具体的な分析方法については，Ellis & Barkhuizen [2005] に加えて，Derwing, Rossiter, Munro, & 
Thomson [2004], Ortega [1999] も参照した．

複雑さ（complexity）は，学習者の発話における「詳細な，入念に練り上げられた（elaborated）」

部分に注目する［Ellis & Barkhuizen 2005:139, Ellis 2009 も参照］．CAF の中でも複雑さに関す

る分析方法がおそらく一番多岐に渡っており，会話中のターンの数や一回のターンの長さを

測ってインターアクションの複雑さを明らかにしようとする方法，発話において特定の言語

機能の出現回数を数えて言語機能的複雑さを測る方法，さらに統語的，形態的，語彙的複雑

さに注目する言語的複雑さを測る方法が開発されている［Ellis & Barkhuizen 2005］．言語的複

雑さについては，表 3 をご覧いただきたい．これらの特徴はテクストに現れている複雑さの

一部を示したのみである．例えば，語彙の複雑さについては，表で示したような語彙のバリ

エーションを数値化するだけでなく，語彙的密度（density）や洗練さ（sophistication）を測る

こともできるし［e.g., Lu 2012］，形態的，統語的複雑さについても，より多くの文法形式を

分析で取り上げることによって，より具体的な全体像が掴めるであろう．

表 3. 複雑さ（complexity）

測定方法 数値

― 語彙的複雑さ

語彙の種類の数／全語彙数（固有名詞，ラーメン，寿司など

日本語の単語をそのまま使っている単語は除く）

― 形態的複雑さ

例）形容詞と名詞からなる名辞句の格変化の箇所

― 統語的複雑さ

従属文の出現率（節の数／AS-Unit* の数）

378/614=0.62

2 箇所

127/114=1.114

* 一人の話者によって発せられた, 主節のみ，あるいは主節と従属節から成る単位を指す（Foster, 
Tonkyn, & Wigglesworth, 2000, p. 365）．
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以上，本プロジェクトの活動の一環で生徒たちが自分たちの町についてロシア語で実際に

プレゼンテーションをした際の彼らの学習者言語を，CAF 分析を用いて多角的に検討した．

本プレゼンテーションで見られた生徒たちの学習者言語は，総じて文法的に正確で，ポーズ

も平均して 1 分間に 1 度以下しか起きていないことから，流暢さも確保されている一方で，

形態的，統語的に複雑な表現の使用は多くなかったことが明らかになった．すなわち，でき

るだけ平易なロシア語で，正確に流暢に話していたということである．今後は，これらの数

値をより客観的に検討するために，ネイティブスピーカーや ТРКИの初級レベルや基礎レベ

ルの学習者のデータとの比較が必要になるであろう［Palotti 2009］．

Ⅳ．おわりにかえて 

本研究では，プロジェクト型授業において産出される学習者言語を，ТРКИ で想定されて

いるロシア語能力レベルとの相関性を検討した上で，CAF 分析を行い，その特徴を明らかに

した．その結果，プレゼンテーションで生徒たちが産出したロシア語は，町紹介というテー

マ，文法項目のカバー率の点で，概ね ТРКИで想定されている基礎レベルの言語到達度の範

囲内に収まっていることが明らかになった．一方，語彙については，名詞や動詞のカバー率

は 6 割代に止まっており，目標とするロシア語到達度レベルとテクストの authenticity とのバ

ランスを考慮しながら，学習者のニーズに沿った導入の工夫が必要である．さらに，自分た

ちに身近な内容をテーマとし，平易なロシア語で正確にそして流暢に話し，ロシア人に伝わ

りやすいプレゼンテーションを心がけていたことも示され，客観的試験への対応も期待でき

るプロジェクト型授業の実施が可能であることが示唆された．高大接続改革が進められてい

る今，大学入学試験の一部として上記ロシア語能力試験が認められるなど，今後高校におい

ても客観的試験にも対応したロシア語教育が求められるようになる可能性がある．言語形式

の習得にのみ集中するよりもコンテクストの中で学習した方が実際の言語習得には効果的で

あることはすでに 1970 年代に実証されており（e.g., Savignon, 1972），試験対策を目的とした

単なるドリルやことば学習ではなく，社会やコミュニティの中で多様な人々とロシア語を使

って実際に関わっていく具体的なことばの経験を積み重ねることで，結果的には言語習得自

体もより豊かに実るということである．客観的試験への対応と「社会に開かれた」教育の教

育の両立が今後益々求められるようになるだろう． 

また，プロジェクト型授業では個々の学習者による主体的学習が可能であるがゆえに彼ら

の最終的な学習成果に含められる語彙や文法の学習項目が学習者間で多様になることも多く，

言語面の具体的な客観的評価については工夫が必要であった．そのような場合であっても，

CAF 分析を用いれば，個々の学習者の言語習得過程を客観的に把握した上でその結果を学習

者間で比較できるため，言語面の客観的評価方法として有効なツールになり得る．最近では，

一部コンピューターによる CAF 分析ツールも開発されつつあり［e.g., Lu 2012］，今後は，よ

りきめ細やかにプロジェクト型授業を進めていくにあたって，教師が日々の授業の中でも容

易に活用できるような学習者言語の分析方法の確立が求められる．

（よこい さちこ 大阪大学） 
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К вопросу о преподавании РКВИ в старшей
школе. Чем может быть полезен опыт Беларуси?

МИЁСИ Мария

1. Несколько слов о системе преподавания иностранных языков в средних 
школах Республики Беларусь

Принятый в 2006 году Закон Республики Беларусь «Об общем среднем образовании»

ввел в школах изучение иностранного языка как обязательного предмета начиная с III класса.

При этом ему же принадлежит понятие «основной язык, преподаваемый в школе». Основной 

— это тот язык, который обязаны изучать все ученики данной школы и который прописан в ее 

уставе. Еще в 1996 году с целью устранения диспропорции среди изучаемых в школе 

иностранных языков Министерство образования РБ опубликовало декрет, определяющий 

следующие квоты для иностранных языков в школах: английский (55%), немецкий (20%),

французский (15%) и испанский (5%). В результате сегодня зачастую можно встретить такую 

ситуацию, когда ученики непрофильных классов изучают, к примеру, только испанский язык, 

поскольку именно он является основным в их школе, но при этом совсем не владеют 

английским. На фоне налаживания тесных экономических связей с Китаем с 2006/07 учебного 

года в общеобразовательных учреждениях Республики Беларусь введено также изучение 

китайского языка с I (!) класса. В таблице 1 приведены данные о процентном соотношении 

иностранных языков в белорусских средних школах 
(с III по XI класс) по количеству школьников, их 

изучающих, на 2017/18 учебный год (1).

Ситуация с испанским и французским языками 

в Беларуси отчасти напоминает ситуацию с РКВИ (2) в 

японских школах и по объективному показателю 
(числу школ, в которых они изучаются, а 

соответственно, и по общему количеству учеников),

и по субъективному (несколько предвзятому к ним

отношению в обществе) (3).

(1) Составлено на основе таблицы 3.12 Статистического сборника «Образование в Республике 
Беларусь (учебный год 2017/2018)».

(2) Здесь и далее в значении «русский как второй иностранный».
(3) «(…) если перед университетом или школой встает необходимость урезать какой-либо второй 

иностранный язык (при первом — английском), русский стоит первым на очереди. Отчасти 
этому «способствуют» и предрассудки о сложности овладения русским языком, и исторически 
сложившееся неоднозначное отношение к России (…). Однако факт остается фактом: в 

Таблица 1: Количество школьников, 
изучающих иностранный язык (%):

2010/11 2016/17

английский 76.3 82.6

немецкий 19.1 13.9

французский 3.9 2.8

испанский 0.7 0.6

китайский 0.0 0.2
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Однако стоит сказать, что, будь то язык-аутсайдер — испанский — или язык-лидер —

английский, учебная программа по предмету «Иностранный язык» в Беларуси все равно 

спускается сверху (утверждается Министерством образования) и одинакова абсолютно для всех 

иностранных языков. Иными словами, какой бы ни была степень мотивированности учащихся, 

пройти за учебный год по любому из языков нужно ровно столько, сколько требует 

Министерство образования, а вот уже как преподнести необходимый материал, учителя вправе 

решать сами. Но и тут им на помощь приходит Министерство образования, которое в 

сотрудничестве с Минским государственным лингвистическим университетом (МГЛУ, бывший 

Институт иностранных языков) ежеквартально (4 раза в год) издает журнал «Иностранные 

языки в Республике Беларусь», где учителя школ, а также преподаватели и методисты МГЛУ

делятся своим опытом по вопросам организации уроков, в том числе (и это стало особенно 

актуально в последние годы) ее технической стороной.

Вслед за Законом последовало увеличение количества учебных часов, отводимых на 

изучение иностранного языка, на 1 час в неделю для всех категорий школ с 2010/11 учебного 

года, что было сделано с одной целью — дать возможность реализовать практику устного 

общения в рамках учебной программы (на что при прежнем количестве часов времени просто 

не оставалось). В результате сегодня на изучение иностранного языка отводится 3 часа в 

неделю (105 часов в год) вместо 2-х в обычных школах, 4 (140) вместо 3-х — в гимназиях и 

лицеях математического, химико-биологического и обществоведческого направления и 5 (175)

вместо 4-х — в гимназиях и лицеях филологического направления. Затем начиная с 2012/2013 

учебного года, бывший до тех пор выборочным, выпускной экзамен по иностранному языку 

стал обязательным по окончании 11 классов и при этом — устным, а первоочередной его 

задачей стала проверка коммуникативных навыков учащихся.

2. Чем может быть полезен для Японии опыт Беларуси?

Белорусские и японские реалии в области преподавания иностранных языков в школе 

можно сравнивать в разных аспектах и по разным критериям, однако ввиду ограниченности 

объемом печатных знаков в данной статье автор коснется лишь сравнения тематических 

разделов, предложенных в Учебной программе по предмету «Иностранный язык» для III–XI 

классов (базовый уровень) на 2017/18 учебный год (Министерство образования РБ) и

предложенных в Стандарте обучения иностранным языкам для преподавателей русского языка 

как иностранного (далее: Стандарт), изданном в 2016 году Японским международным 

культурным форумом (The Japan Forum), а также наметит ориентиры того, как это сравнение 

поможет японским коллегам в построении учебной программы по РКВИ в японской старшей 

отличие от китайского или корейского языков, русский на сегодняшний день не обладает 
достаточным потенциалом для того, чтобы бросить вызов всесильному английскому языку» 
[Хаясида 2016: 34]
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школе. Важной составляющей данного сравнения станет информация о том, как Министерство 

образования РБ предлагает распределить каждый из тематических разделов согласно году 

обучения и количеству учебных часов (т.н. календарно-тематическое планирование), поскольку 

именно она, по мнению автора статьи, может быть полезной при составлении учебной 

программы по РКВИ (в дополнение к рекомендациям, содержащимся в Стандарте).

Следует также оговориться, что, ведя речь о Беларуси, в данной статье мы будем 

подразумевать базовый уровень, который соответствует на сегодняшний день (при 105 часах в 

год) уровню A2 шкалы Общеевропейских компетенций (прочное элементарное владение) (4).

Базовый уровень в понимании Министерства образования РБ, в свою очередь, соответствует 

уровням 1 и 2 показателей способностей владения языком в Стандарте, поскольку последние 

приравниваются составителями Стандарта к уровню A1/A2 (базовый уровень) международной 

шкалы (5). Иными словами, можно сказать, что уровень, которого достигают к окончанию XI 

класса белорусские школьники, более-менее сравним с уровнем 2 Стандарта.

Итак, в Стандарте предложены 15 тематических разделов с учетом возраста учащихся и 

их интересов. Для каждого тематического раздела описаны показатели коммуникативных 

способностей для всех 4 уровней. Стандарт дает целый ряд подробных практических

рекомендаций по поводу разработки учебной программы (речь идет о 9-шаговой стратегии

разработки учебной программы), однако, несмотря на это, некоторые вопросы все же могут 

возникнуть при календарно-тематическом планировании в случае, если в качестве конечной 

цели ставится достижение учащимися уровня 2 и выше. В частности, Стандарт не затрагивает 

вопрос о том, когда и по какой схеме следует возвращаться к уже изученным ранее (на уровне 

1) темам с целью овладения (в рамках этих же тем) коммуникативными способностями на этот 

раз более высокого порядка, а также о том, как распределять тематические разделы в 

зависимости от года обучения и количества учебных часов. Здесь и может в какой-то степени 

пригодится учебная программа белорусских школ по предмету «Иностранный язык» и, в 

частности, ее примерное календарно-тематическое планирование. 

Ниже приведена таблица того, как соотносятся между собой тематические разделы,

предлагаемые белорусской учебной программой по предмету «Иностранный язык» для III–XI 

классов средней школы (с указанием года обучения и количества учебных часов на примере 

испанского языка) и Стандартом обучения иностранным языкам для преподавателей русского 

языка как иностранного.

(4) Согласно Инструктивно-методическому письму «Об организации в 2017/2018 учебном 
году…». До увеличения с 2010/2011 учебного года количества учебных часов в неделю на 1 
час (т.е. при 70 часах в год) для базового уровня устанавливалась планка — A1 (элементарное 
владение).

(5) См. с.15
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Таблица 2: Соотношение тематических разделов

Стандарт Учебная программа по предмету «Иностранный язык» для III–XI классов

Я и мое окружение
Знакомство (III, 6) (6), Моя семья (III, 10), Внешность (III, 11), Внешность и 
характер (VII, 12), Семья (XI, 10), Национальный характер (XI, 11)

Друзья Семья и друзья (IV, 24), Межличностные отношения (IX, 11)

Школа
Школьные принадлежности (III, 14), Расписание уроков (IV, 16), Школа 
(VI, 16), Школьные традиции (VIII, 10), Учеба (IX, 10), Образование (X, 
12), Выбор профессии (XI, 14)

Распорядок дня Распорядок дня (IV, 10), Помощь по дому (VI, 9)

Еда и напитки Продукты питания (III, 13), Еда (VI, 12), Национальная кухня (VIII, 14)

Одежда и мода Одежда (IV, 15), Мир моды (IX, 16)

Мой дом
Моя комната (III, 14), Дом и квартира (IV, 11), Жизнь в городе и деревне*
(VII, 15), Виды жилья (X, 12)

Здоровье Здоровый образ жизни (V, 17), Здоровый образ жизни (IX, 12)

Досуг

Выходной день (IV, 12), Каникулы (V, 14), Телепередачи (V, 10), Каникулы 
(повторение) (VI, 8), Кинофильмы (VI, 9), Книги (VI, 7), Любимые занятия 
(VI, 17), Спорт (VII, 21), Литература (VIII, 12), Музыка (VIII, 16), Кино 
(VIII, 17), Культурный досуг (IX, 12), Искусство (X, 17), Туризм (XI, 10)

Покупки Покупки (VII, 18), Деньги (VIII, 9)

Транспорт Город и деревня* (V, 27), Путешествия* (V, 12)

Общение
Современные средства коммуникации (IX, 17), Средства массовой 
информации (X, 16)

Праздники
Праздники (IV, 17), Праздники (V, 16), Обычаи и традиции Республики 
Беларусь и страны изучаемого языка (Испании) (VIII, 27)

Общество и мир

Страны и континенты (V, 9), Республика Беларусь и страна изучаемого 
языка (Испания) (VI, 14), Путешествие по разным странам* (VII, 27),
Выдающиеся люди Республики Беларусь и страны изучаемого языка 
(Испании) (X, 21), Молодежь и общество (X, 13), Наука и техника (X, 14),
Международное сотрудничество (XI, 13), Социокультурный портрет 
страны (XI, 27)

Природа
Животные (III, 18), Животные в зоопарке (III, 6), Времена года (III, 13),
Природа (VI, 13), Погода и климат (IX, 27), Экология (XI, 20)

Язык Урок иностранного языка (VII, 12)

(6) Римскими цифрами в скобках указан класс (III–XI), арабскими — количество учебных часов, 
отводимых на тему.
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Таблица 2: Соотношение тематических разделов

Стандарт Учебная программа по предмету «Иностранный язык» для III–XI классов

Я и мое окружение
Знакомство (III, 6) (6), Моя семья (III, 10), Внешность (III, 11), Внешность и 
характер (VII, 12), Семья (XI, 10), Национальный характер (XI, 11)

Друзья Семья и друзья (IV, 24), Межличностные отношения (IX, 11)

Школа
Школьные принадлежности (III, 14), Расписание уроков (IV, 16), Школа 
(VI, 16), Школьные традиции (VIII, 10), Учеба (IX, 10), Образование (X, 
12), Выбор профессии (XI, 14)

Распорядок дня Распорядок дня (IV, 10), Помощь по дому (VI, 9)

Еда и напитки Продукты питания (III, 13), Еда (VI, 12), Национальная кухня (VIII, 14)

Одежда и мода Одежда (IV, 15), Мир моды (IX, 16)

Мой дом
Моя комната (III, 14), Дом и квартира (IV, 11), Жизнь в городе и деревне*
(VII, 15), Виды жилья (X, 12)

Здоровье Здоровый образ жизни (V, 17), Здоровый образ жизни (IX, 12)

Досуг

Выходной день (IV, 12), Каникулы (V, 14), Телепередачи (V, 10), Каникулы 
(повторение) (VI, 8), Кинофильмы (VI, 9), Книги (VI, 7), Любимые занятия 
(VI, 17), Спорт (VII, 21), Литература (VIII, 12), Музыка (VIII, 16), Кино 
(VIII, 17), Культурный досуг (IX, 12), Искусство (X, 17), Туризм (XI, 10)

Покупки Покупки (VII, 18), Деньги (VIII, 9)

Транспорт Город и деревня* (V, 27), Путешествия* (V, 12)

Общение
Современные средства коммуникации (IX, 17), Средства массовой 
информации (X, 16)

Праздники
Праздники (IV, 17), Праздники (V, 16), Обычаи и традиции Республики 
Беларусь и страны изучаемого языка (Испании) (VIII, 27)

Общество и мир

Страны и континенты (V, 9), Республика Беларусь и страна изучаемого 
языка (Испания) (VI, 14), Путешествие по разным странам* (VII, 27),
Выдающиеся люди Республики Беларусь и страны изучаемого языка 
(Испании) (X, 21), Молодежь и общество (X, 13), Наука и техника (X, 14),
Международное сотрудничество (XI, 13), Социокультурный портрет 
страны (XI, 27)

Природа
Животные (III, 18), Животные в зоопарке (III, 6), Времена года (III, 13),
Природа (VI, 13), Погода и климат (IX, 27), Экология (XI, 20)

Язык Урок иностранного языка (VII, 12)

(6) Римскими цифрами в скобках указан класс (III–XI), арабскими — количество учебных часов, 
отводимых на тему.
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При всей своей содержательной скудности таблица все же способна дать некоторые 

подсказки к вопросу о преподавании РКВИ в японской старшей школе, а точнее —

календарно-тематическому планированию уроков. Планируя учебную программу по РКВИ, 

японским коллегам стоит обратить внимание, в частности, на: а) ту степень приоритетности,

которой наделяет Министерство образования РБ каждый из своих тематических разделов (что 

проявляется в их удельном весе на фоне общего количества учебных часов в год — …/105); б)

то, как в белорусской учебной программе некоторые темы повторяются из года в год, с каждым 

разом усложняясь («Учеба» в IX-ом классе и «Образование» – в X-ом), а некоторые (они 

помечены звездочкой) — в зависимости от года обучения начинают соответствовать сразу 

нескольким разделам (в том виде, в каком они представлены в Стандарте); в) то, что 

определенные темы («Наука и техника», «Экология» и др.), хоть и рассчитаны на уровень 

A1/A2, появляются не ранее, чем в последних (X–XI) классах, поскольку изначально 

предполагают более высокий уровень коммуникативных и других компетенций. Бесспорно, без 

детального рассмотрения наполнения каждой из тем и без соотнесения его с тем, что 

предлагает Стандарт (а этого, к сожалению, не позволяет сделать формат данной статьи), очень 

сложно вести полноценный разговор о «полезности» опыта Беларуси в деле преподавания 

РКВИ в японской старшей школе. Именно поэтому детальное рассмотрение и сравнение 

наполнения каждого из тематических разделов автор намерен вынести в тему последующих 

публикаций.

（みよし まりあ メディア総合研究所）
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ロシア語教育の高大連携の現状と課題 
―札幌大学の事例をもとに― 

高橋 健一郎 

Ⅰ．札幌大学におけるロシア語教育の高大連携の取り組み 

現在，全国でロシア語教育を行っている高校はかなりの数に上るが，高校におけるロシア

語教育の課題の一つに，教員の確保の問題がある．例えば，依田幸子によれば，北海道の高

校でのロシア語教育の課題として，「①ハードを固める方が先に立ってしまい，教員の確保や

授業の充実というソフト面が後付けになってしまう ②多い学校でも週 5 単位なので，専任

の教員を配置することが不可能．他教科の教員がロシア語も担当するか，外部講師を依頼し

ている ③市立函館のように，極東大学から派遣する，という約束を結んでいる場合もある．

ただし，現在，市立函館ではロシア語履修者ゼロの現状である ④どこも予算配分が厳しく，

その中での講師依頼であるが，教員免許を持たない人や教えた経験の全くないネイティブも

いる」という四点が挙げられる
(1)
．これらはほとんどすべて教員の確保の問題である．

その課題に対して，高大連携は有効な解決策の一つであろう．通常の科目であれば，高校

と大学では受講生の基礎知識が大きく異なるために，大学教員が高校生相手に授業をする際

に困難が生じるものだが，ロシア語に関しては，大学でも基本的には初心者に一から教え始

めるものであり，教える項目については高校と大学の間で大きな差がないため，大学教員も

高校生相手に比較的大きな問題なく指導が可能である．また，近年大学は「地域共創」の実

践が強く求められているが，ロシア語の高大連携事業は，地域共創のための事業の一環とし

ても位置付けられるものであり，その点でも，高大連携は積極的に行われる意味がある．

本報告では，ロシア語の高大連携事業を行っている札幌大学の事例を概観し，その現状と

課題について述べてみたい．

札幌大学では，現在ロシア語教育に関連して，札幌丘珠高校と札幌新陽高校の 2 校と高大

連携の事業を行っている．札幌丘珠高校とは，「地域文化研究」という枠組みで，様々な地域

の中の一つとしてロシアの文化，社会に関する出前講義を札幌大学が行っている．なお，札

幌丘珠高校では高校の教諭による自前のロシア語教育が行われており，札幌大学はロシア語

の教育そのものに関しては直接は関わっていない．

一方，札幌新陽高校においては，「ロシア語入門」という科目を札幌大学の教員が担当し，

およそ 8 か月にわたって，ロシア語の授業と様々なアクティビティを提供している．2017 年

度の受講生は 15 人で，次のような授業やアクティビティが行われた．

まず，ウラジーミル・ジダーノフ札幌大学地域共創学群教授によるロシア語会話の授業が

(1) 依田幸子「北海道の高等学校におけるロシア語教育」『平成23年（2011年）度－平成27年（2015
年）度 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究 (B) 研究成果最終報告書 大学間・高等

学校－大学間ロシア語教育ネットワークの確立』2016年, 11頁.



108

高橋健一郎

108

全 11 回（6 月 5 日，7 月 3 日，9 月 4 日，9 月 11 日，9 月 25 日，10 月 2 日，10 月 30 日，11

月 13 日，11 月 27 日，12 月 4 日，12 月 11 日）．1 回の時間は 15 時 50 分から 16 時 40 分まで

の 50 分間で，場所は札幌新陽高校である．授業実施日を見て分かるように，初めの 3 回は，

1 か月から 2 か月間隔が空いてしまっており，実質的には 9 月から 12 月にかけて 1–2 週間に

1 回のペースで実施されたと言ってよい．

使用教科書は『テレモーク』である．2006 年度と 2007 年度に，北海道教育委員会が，文

部科学省より「外国語教育多様化推進地域事業」の指定を受け，ロシア語教育の推進を図る

ために「北海道ロシア語教育推進連絡協議会」を立ち上げ，事業を推進したが，そのときに

作成されたのが『テレモーク』である．上記のとおり，この授業は 1–2 週間に 1 回のペース

で，全 11 回のみの授業のため，教科書全体を学習することはできず，学習できた範囲はごく

わずかである．

ロシア語の授業以外に，札幌大学の日本人教員（岩本和久，大矢温，山田隆，高橋健一郎，

いずれも札幌大学地域共創学群教授）によるロシアの文化や社会に関するレクチャーが全 4

回実施された．1 回の時間は 16 時から 17 時 30 分までの 90 分間で，場所は札幌大学である．

その他，10 月 7 日に札幌大学において「ロシア詩の集い」が開催され，そこに札幌新陽高

校の生徒にも参加してもらったほか，12 月 16 日にやはり札幌大学で開催された「ヨールカ

祭」（ロシアの新年を祝うお祭り）にも参加してもらった．前者では客席で見学してもらった

だけだが，後者では，ロシア語による寸劇「大きなかぶ」を受講生全員で演じてもらった（写

真 1 参照）．また，全体の講座の締めくくりとして，1 月 22 日に札幌新陽高校において調理

実習が行われ，ジダーノフ教授の指導のもと，生徒たちがロシア料理の「オリビエサラダ」

を作り，試食した（写真 2 参照）．さらに，12 月 2 日に開催された「第 49 回全道ロシア語弁

論大会」（日本ユーラシア協会北海道連合会，サハリン州政府共催）に新陽高校の生徒が出場

し，そのスピーチのテキストのロシア語訳や発音指導などを札幌大学の教員が行うなど，高

大連携事業は札幌大学や札幌新陽高校における行事以外にも拡大している．

このような札幌大学のロシア語教育の高大連携は 10 年以上の実績がある．高校でこの授業

に参加した者の中から札幌大学のロシア語専攻に進学する者も 2–3 年に一人程度の割合で存

在する．彼らは，他の入学者と一緒に，再び一からロシア語やロシア社会に関する授業を受

け始めることになる．

    

写真 1                 写真 2



109

特集 平成 29 年度 文部科学省外国語教育強化地域拠点事業 ロシア語班 事業成果報告

ロシア語教育の高大連携の現状と課題

109

Ⅱ．札幌大学におけるロシア語教育 

ここで，札幌大学におけるロシア語教育について簡単にまとめておこう．札幌大学は現在，

1 学群制をとっており，地域共創学群の中にロシア語専攻が存在する．そのほかに，一般教

養科目（基盤教育科目）としてロシア語科目も開設されているが，本報告では，専門科目に

ついてのみ記述する．

現在，札幌大学には 1 学年およそ 10 数人のロシア語専攻生がおり，基本的に 1 年次から 4

年間のカリキュラムでロシア語の学習を進めていく．札幌大学では「レイターマッチング」

という制度を設けており，専門を決めずに入学することも可能であり，その場合 2 年次から

専攻に所属することになる．あるいは，入学時に所属した専攻を，2 年次に進む際に変更し

て，ロシア語専攻に移ることも可能である．しかし，ロシア語専攻では他の大部分の専攻と

異なり，1 年次からロシア語，ロシア社会に関する専門科目の教育が本格的に始まるため，

ほとんどの学生が 1 年次からロシア語専攻に所属している．

1 年次の春学期には，日本人教員が初歩のロシア語文法を教える「ロシア語入門Ⅰ」（週 5

コマ）と，ネイティブ教員による「基礎ロシア語Ⅰ」（週 2 コマ）の計 7 コマ（1 コマ 90 分，

以下同様）を通して集中的なロシア語の初歩教育が行われ，秋学期も同じコマ数の授業が展

開される（ただし，科目名は「ロシア語入門Ⅱ」と「基礎ロシア語Ⅱ」）．こうして，1 年間

でロシア語の初等文法の教育を終える．また，その他「ロシア事情Ａ」（春学期）と「ロシア

事情Ｂ」（秋学期）という講義も必修科目として開講され，「Ａ」ではロシアの社会や歴史，

文化などについて幅広く学び，「Ｂ」ではロシア文学史を中心に学ぶ．

2 年次では，春学期は「ロシア語文法」（週 2 コマ），「ロシア語演習Ⅰ」（週 2 コマ），「ロ

シア語会話Ⅰ」（週 2 コマ），「ロシア語発展演習Ａ」（週 2 コマ），秋学期は「ロシア語作文」

（週 2 コマ），「ロシア語演習Ⅱ」（週 2 コマ），「ロシア語会話Ⅱ」（週 2 コマ），「ロシア語発

展演習Ｂ」（週 2 コマ）のように，各期とも週 8 コマの授業展開がある．これらの科目のうち，

「ロシア語発展演習Ａ･Ｂ」は特に高度なロシア語の読解を目指す 2 年次生向けの科目だが，

それ以外のすべての科目は，事実上ほぼ全員が履修するため，2 年次には各学期とも週に 6

〜8 コマのロシア語の授業が展開されることになる．

上記の 2 年間の学習により，ロシア語の基礎を固めた後は，3–4 年次には，「ロシア文学研

究」や「ロシア語作文研究」，「現代ロシア語表現研究」，「ロシア語学研究」，「ロシア外交論」，

「ロシア史」など，より高度な様々な授業，講義を比較的自由に履修すると同時に，ゼミナ

ールに必ず所属し，ロシア語力を高め，またロシアに関する専門的な学知を深めていく仕組

みになっている．

Ⅲ．高大連携の問題と課題 

高大連携事業で授業を受けた高校の生徒が札幌大学のロシア語専攻に進学するメリットと

しては，ロシア語やロシアに関する知識がすでに少し身についている点は当然だが，また，

キャンパスの雰囲気をすでに知り，高校の授業時と同じ教員から授業が受けられるために，
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余裕をもって授業を受けられる点が挙げられよう．さらに，学内のロシア関連のイベントに

すでに参加したことがあるために，1 年次から積極的に関わり，リーダーシップを発揮して

くれることも期待される．

しかしその一方で，逆に，はじめのうちに学習が易しいと感じた既習生が油断し，勉強を

怠けてしまうというケースも無いわけではない．高校で学んだロシア語の知識はごくわずか

で，大学の専門教育では一か月ともたないため，高校で勉強したことが逆に仇となってしま

うのである．

また，これらのメリット，デメリットの大部分は，高大連携事業に参加した者だけでなく，

他の高校で自前のロシア語教育を受けてきた入学者にも当てはまるものである．その学生た

ちの入学時のロシア語の習熟度は様々で，関東国際高校のようにかなりの時間をロシア語学

習に割いている高校の出身者の場合は，札幌大学入学時に初めから 2 年次のクラスで履修さ

せるなどの措置をとったこともあるが，その他のほとんどの場合は，特別な措置はとらず，

他の学生たちと同じように学習を進めていく．

このように，多くの場合，高大連携のメリットは当然大きいものの，現実的にはそのメリ

ットが積極的に生かされていないことが多く，さらにデメリットを生むことすらあるのが現

状である．現在のところ，既修者向けの新しいカリキュラムを作る余裕はないものの，例え

ば，大学入学後に個別に特別な課題を与えて学習指導するなどの工夫や，また，高校までの

学習経験を活かすような発表を大学のクラスでさせたり，出身高校とのパイプ役を担わせる

など，モチベーションを保たせる工夫が必要となるだろう．

高大連携事業で直接接している高校の生徒だけでなく，他の高校のロシア語学習者に関し

ても，その高校との積極的な情報交換を通して，より効果的な高大の接続が図れるよう最善

策を模索していきたい．

（たかはし けんいちろう 札幌大学）
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日露で互いのことばを学ぶクラスをつなぐ 

水口 景子 

Ⅰ．日本のロシア語教育とロシアの日本語教育 

私が所属する公益財団法人国際文化フォーラム（TJF）は，2015 年度から日本のロシア語

教育をサポートする事業を始めた．それまで日本の高校の中国語教育と韓国語教育をサポー

トする事業を実施してきた TJF がロシア語教育のサポートをはじめたきっかけは，本研究の

リーダーである大阪大学大学院の林田理惠教授と，運営指導委員である大阪大学の横井幸子

准教授がロシア語教育における高大連携のための研究に取り組んでいたことにある．

今回，大阪大学が申請した本事業には，財団として協力するとともに，私が運営指導委員

として加わらせてもらった．事業の名称は「外国語教育強化地域拠点事業」であり，もとも

との主旨は，一つの地域（＝自治体）内で英語以外の外国語教育を研究することが想定され

ていたはずだ．しかし，研究指定されたロシア語教育実施校 4 校の所在地は，北海道，青森，

富山，東京とばらばらだ．林田教授の先行調査および TJF が 2015 年度から収集してきた情

報を総合すると，2016 年 3 月現在，ロシア語教育に取り組んでいる高等学校は約 30 校ある．

ロシア語教育を実施している高等学校および高等専門学校

地域 学校名 地域 学校名 

北海道(10) 北海道札幌丘珠高等学校 新潟県(3) 新潟県立小千谷西高等学校 

 北海道札幌国際情報高等学校  新潟県立三条商業高等学校 

 北海道石狩翔陽高等学校  新潟市立明鏡高等学校 

 北海道有朋高等学校 富山県(3) 富山県立伏木高等学校 

 北海道余市紅志高等学校  富山県立志貴野高等学校 

 北海道旭川南高等学校  富山高等専門学校 

 北海道根室高等学校 茨城県(1) 茨城県立茎崎高等学校 

 北海道根室西高等学校 埼玉県(3) 私立・早稲田本庄高等学院 

 札幌市立札幌大通高校  私立・慶應義塾志木高等学校 

 私立・札幌新陽高校  私立・立教新座高等学校 

青森県(1) 青森県立青森南高等学校 東京都(4) 東京都立北園高等学校 

秋田県(2) 秋田県立能代松陽高等学校  私立・関東国際高等学校 

 秋田県立角館高等学校  私立・早稲田大学高等学院 

山形県(2) 山形県立鶴岡中央高等学校  私立・創価高等学校 

 山形県立酒田光陵高等学校 神奈川県(1) 神奈川県立秦野総合高等学校 
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ロシア語教育を実施している学校は，北海道に最も多く，東北・北陸の日本側に集中して

いることがこの表からわかる．北海道は歴史的に見てもロシアと関わりが深く，交流や貿易

の面でも交流は活発である．ロシアの州や都市と姉妹都市提携している道内の市町村数 2015

年 12 月末現在 17 と日本で最も多い
(1)
．新潟市はハバロフスク，ウラジオストク，ビロビジ

ャンというロシアの 3 つの姉妹都市があり，新潟とロシア極東のウラジオストク，ハバロフ

スクを直接結ぶ夏季限定のプログラムチャーター便が運航されているなど，経済，観光，友

好交流を強化したいとの考えが見える．

富山県を見てみると，県立伏木高等学校の国際交流科では，選択必修科目の第二外国語と

してロシア語，中国語，韓国語が設置されている．この背景には，富山県が環日本海諸国等

との経済，文化，学術等の交流を盛んに行っていることがある．

一方，ロシアの初等中等教育における日本語教育の状況はどうなっているのか．国際交流

基金の「日本語教育 国･地域別情報」によれば，ロシアの中等教育における日本語教育の位

置づけは多くの場合，音楽，美術等と同様の選択科目である．日本が隣国であり，また，マ

スメディアを通じてアニメ等の日本の文化，産業・技術等が知られていることから，選択理

由は子ども自身によるもの，保護者によるものとさまざまのようだ．

TJF が実施した日露交流プログラムに参加したロシアの日本語教師に聞いてみると，日本

語を学んでいる生徒の選択動機はアニメなどの日本文化が好き，日本人の考え方が好き，日

本に住んでみたいなどの答えが返ってくるという．

広いロシアで日本語教育の拠点の役割を実施している都市は，ヨーロッパに近い地域とし

ては，モスクワとサンクトペテルブルクが，シベリア地方ではノボシビルスクが，極東では

ウラジオストク，ハバロフスク，ユジノサハリンスク等であるといえる．

国際交流基金の調査と TJF が収集した情報を総合すると，ロシアで日本語教育を実施して

いる初中等教育機関は約 30．規模としては日本のロシア語教育とほとんど変わらない状況だ

といえる．

Ⅱ．日露の教師をつなげる試み 

本研究でも，異文化交流事業を授業に積極的に取り入れることを目標としている．TJF も

ことばの学びと交流をつなげることをめざし，これまで日本にとって隣国である中国，韓国

との間で互いのことばを教える教師たちをつなぎ，生徒たちのことばの学習への動機を高め，

相互理解を深めるプログラムを実施してきた．

ロシアも日本にとっては隣国である．若い世代がお互いのことばや文化を学び，交流を通

じて理解を深めることは，友好関係を発展させ，様々な面で協力しあえる人材の育成につな

がると考えている．

日本とロシアの初等中等教育において互いのことばを教える教師，互いのことばを学ぶ同

世代の交流を通じて，効果的にことばの学習と文化理解を促進し，日本とロシア間の人的ネ

(1) http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tsk/H27shimai-kuni.pdf
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ットワークを作ることができると考え，以下のプログラムを実施してきた．

◆2015 年度 モスクワ，ノボシビルスクの小中高校日本語教師を招聘し，交流プログラ

ムの一部として東京にて日露教師合同研修を実施

◆2016 年度 日本の高校ロシア語教師と学習者をモスクワとノボシビルスクに派遣し，

交流プログラムの一部としてモスクワにて日露教師合同研修を実施

◆2017 年度 モスクワ，ノボシビルスク，サンクトぺテルブルク，ペルミの中高校日本

語教師と学習者を招聘し，交流プログラムの一部として日露教師と学習者の合同合宿

を行い，日露教師が寝食を共にしながら，ぞれぞれの課題に特化した個別研修を実施

3 年間にわたる交流を通じ，日露教師間の個人的な理解がいっそう深まっており，自分た

ちの授業にこの交流を活かせないかと考え始めている教師もいるが，日頃の教室実践に計画

的に交流を取り入れるまでにはつながってはいない．今回，ロシアの日本語学習者とつなが

る試みをしている学校もあり成果が出ているが，これを他の学校に広げていくためには，何

らかの枠組みが必要だと考える．

こうした状況を踏まえ，TJF は 2018 年度に，日露間でことばや文化の学びと交流を結びつ

けた教育実践につなげることをめざしたプロジェクトを実施することにした．プロジェクト

への参加を希望する日露の教師は，それぞれ自分たちで交流相手を探しペアを組む．その後

は，メールやテレビ会議を活用して，交流を取り入れたロシア語，日本語授業の年間カリキ

ュラムを作成し実施に移していく．

これまでの事業に参加した日本のロシア語教師の中から 8 名が本プロジェクトに参加し，

ロシアの日本語のクラスとの交流をとりいれることとなった。11 月には日露 8 ペアの教師が

サンクトペテルブルクに集まり，それぞれのペアが実践報告し，他のペアのフィードバック

を得てプログラムのバージョンアップをめざす．このプロジェクトでできあがったカリキュ

ラムは，今後日本でロシア語教育を実施している学校，ロシアで日本語教育を実施している

学校の参考となり，本研究がめざしている異文化交流事業を取り入れた日本の高校のロシア

語の授業づくりにも貢献すると確信している．

（みずぐち けいこ 公益財団法人国際文化フォーラム）
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Посещение уроков и их анализ как путь к 
повышению уровня преподавания

КАЗАКЕВИЧ Маргарита

Важной для меня частью проекта было посещение уроков русского языка в нескольких 

старших школах (Тояма, Токио, Саппоро, Аомори), анализ увиденных уроков, разговоры с 

учениками в ходе урока или после него, беседы и переписка с учителями. Поэтому прежде 

всего хочу поблагодарить коллег-учителей за открытость, за желание обмениваться опытом и 

учиться. А также хочу сказать спасибо их ученикам: они не боялись разговаривать с 

иностранкой, они хотели общаться и могли это сделать по-русски, хотя и с трудом.

Всего мне удалось поближе познакомиться с 5 школами и услышать презентации ещё 2 

школ. Все эти школы показались мне и разными, и похожими. Возможно, по этим школам 

можно представить себе ситуацию и в других старших школах, где в программе есть уроки 

русского языка как второго иностранного.

Общие для старших школ проблемы с изучением русского языка не являются секретом, 

они стали очевидными и мне. Это малое количество уроков в неделю; отсутствие или 

недостаток мотивации у школьников; большой разрыв между учениками в уровне овладения 

языком (что также связано с наличием/отсутствием мотивации); систематическое 

невыполнение домашних заданий учениками, из-за чего учителя перестают их задавать; иногда 

— большие классы (до 40 человек), иногда — отсутствие взаимодействия между 

учителем-носителем языка и учителем-японцем, иногда — отсутствие у школы точной цели 

преподавания русского языка, ясной и учителям, и школьникам. Есть и объективная общая 

проблема — особая трудность изучения грамматики на начальном этапе из-за богатой 

морфологии русского языка.

Однако сходство есть не только в проблемах, есть и общие достижения. Например, в этих 

школах у детей существует прекрасная возможность поехать в Россию, жить в русских семьях, 

учить там язык, пусть даже недолго. Кроме того, в свою очередь русские школьники приезжают 

в Японию в эти же школы в рамках обмена, живут в японских семьях. Такой шанс общения, 

подготовка к нему — очень важный фактор повышения мотивации. В доказательство можно 

привести слова учителей: «На 3 курсе, после поездки в Россию мотивация, к сожалению, 

падает» или «Дети сильно стараются, готовясь к этим мероприятиям, но после плачут от 

досады из-за своего русского языка. Я думаю, что именно это чувство недовольства - их мотив 

для изучения русского языка еще более серьёзно».

В школах в Токио детей мотивирует к изучению трудного русского языка возможность 

сдавать Общеяпонский экзамен по русскому языку, который ежегодно проводится Институтом 
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русского языка Токио. И некоторые учителя ставят своей целью подготовить детей к тесту 4-го 

или даже 3-го уровня. К сожалению, у школьников из других префектур такой возможности нет. 

Может быть, Институт русского языка Токио мог бы организовывать выездной экзамен в 

городах, где есть не одна школа с русским языком (например, в Саппоро) или мог бы 

предложить другой вариант для школ?

Из достоинств необходимо отметить и то, что в некоторых школах работают носители 

русского языка — учителя или ассистенты учителей. Насколько мне известно, ассистентов 

всего 2 на все старшие школы с преподаванием русского языка. Но если бы их было больше, 

эффективность обучения, с моей точки зрения, могла бы возрасти.

В беседах с учителями я задавала им одинаковый вопрос о том, как их школа видит цель 

обучения русскому и другим «вторым» языкам. Ответы формулировались по-разному, но были 

похожими по сути: создание 国際人; изучение языка и культуры стран-соседей; знакомство с 

другими культурами, расширение кругозора. Такая цель мне кажется благородной и — главное! 

— реалистичной, школы, которые я посетила, очевидно достигают этой цели: дети не боялись и 

не смущались, разговаривая со мной, большинство было заинтересовано в разговоре; по словам 

учителей, дети любят общаться с русскими сверстниками; живя в семьях в России, умеют 

установить языковой контакт; в одной из школ дети играют на балалайках и поют русские 

песни даже вне уроков русского языка.

Но, может быть, если бы школа уточнила и сузила свою цель с учётом конкретного языка, 

ввела бы в неё языковой фактор, сумела бы как-то обязать школьников выполнять домашние 

задания по второму языку, то это помогло бы учителям? Я очень хорошо понимаю, как это 

трудно! Но мне нравится парадоксальный лозунг студенческих волнений в Париже в 1968 году: 

«Будьте реалистами, требуйте невозможного!»

И сейчас я подошла к главному для меня в этом отчёте — к учителю. Все учителя, 

которые участвовали в проекте или с которыми я беседовала, оказались энтузиастами 

преподавания, любящими школу, детей, язык. Успех той или иной школы в области 

преподавания русского языка, с моей точки зрения, держится именно на учителях, иногда, 

возможно, вопреки сложившейся системе, которая не всегда помогает им (об общих проблемах 

см. выше).

Вместе с другими коллегами по проекту я посетила два открытых урока русского языка: в 

школе Окадама, Саппоро, и в школе Минами-Аомори, Аомори. После каждого урока 

состоялось обсуждение. Мы увидели два очень разных по замыслу урока: 1) презентация всего, 

чему школьники научились за год обучения русскому языку; 2) обычный, правильно 

построенный, с моей точки зрения, урок с участием ассистента-носителя языка. Это были 

хорошие уроки хороших учителей в хороших школах!

Первый урок показал нам, что в принципе год обучения русскому языку не прошёл для 

детей даром. Если учитель ставил своей целью научить школьников вести простейший диалог в 
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русского языка Токио. И некоторые учителя ставят своей целью подготовить детей к тесту 4-го 
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рамках темы «Знакомство», то он достиг своей цели: мы смогли познакомиться и немного 

поговорить по-русски с учениками в ходе урока. Если у учителя была цель показать учащимся 

некоторые стороны русской культуры, то и это ему удалось: вначале урока мы смотрели и 

слушали презентацию одного из учеников о его поездке на Сахалин (по-японски), а закончился 

урок общим исполнением песни по-русски и по-японски. Этот урок-презентация дал нам шанс 

оценить результат работы учителя и учеников за год обучения.

Второй урок предоставил нам другую возможность: мы смогли увидеть и 

проанализировать обычный школьный урок. Этот урок был методически правильно выстроен, 

имел коммуникативную направленность, при том что тема была грамматической (род имён 

прилагательных). Его особенность — активное участие ассистента-носителя русского языка и, 

что важно, хорошее взаимодействие учителя и ассистента. Урок дал нам, наблюдателям, 

хороший материал для анализа, и мы смогли глубоко обсудить его с точки зрения как 

достоинств (явных!), так и недостатков (небольших, исправимых!).

Для себя я анализировала урок по следующим критериям, и этот урок им в целом 

соответствовал.

1. Цель урока:

а) она была достигнута? (полностью, частично, не достигнута)

б) если цель не достигнута, то почему?

2. Структура урока: 

а) целесообразно ли преподаватель распределил время урока?

б) какой элемент урока наиболее успешный или неудачный?

в) оценить введение в урок и завершение урока 

3. Система упражнений:

а) соответствие цели урока

б) уровень трудности (для группы в целом)

в) порядок следования заданий (от простого к сложному, от тренировочных 

к условно-речевым и речевым)

г) интерес для учеников

д) новизна задания

4. Работа учеников:

а) внимание, заинтересованность

б) понимание

в) активность

г) коммуникабельность

д) креативность (творческий подход к заданиям)
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5. Манера преподавателя:

а) речь на русском языке, её обучающая функция

б) способы исправления ошибок, их оправданность в ситуации

в) находчивость при внезапном изменении ситуации

г) «коммуникативность» поведения

д) индивидуально-направленное (личностное) общение с каждым учеником

е) контакт с группой (есть/нет? тактичность в общении? авторитарность? 

чрезмерная мягкость? сбалансированное общение?)

6. «Мелочи» преподавания:

а) система записей на доске

б) раздаточные материалы

в) использование технических средств обучения

Следование этим критериям кажется мне полезными и при подготовке урока учителем, и при 

анализе, оценивании урока наблюдателем. 

Взаимное посещение уроков учителями, анализ и обсуждение увиденного, на мой взгляд, 

является прекрасным способом повышения уровня преподавания. Полезно смотреть уроки не 

только хорошие, но и средние, и даже неумелые, ведь можно учиться на ошибках друг друга, 

чтобы избежать собственных. С другой стороны, самому учителю не стоит стесняться и 

бояться делать свои уроки открытыми: взгляд со стороны помогает понять самого себя и 

поверить в себя. 

Понимаю, что это не очень принято в Японии, не знаю, можно ли организовать это как 

некую систему, но подобный способ взаимообучения мог бы быть эффективным для учителей 

русского языка в старших школах.

（カザケーヴィッチ・マルガリータ 富山大学）
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日本ロシア語教育研究会『ロシア語教育研究』原稿執筆要項 

(1) 会誌は年に 1回の発行とします．発行後に会誌の内容は，日本ロシア語教育研究会ホー

ムページの掲載対象となります．

(2) 全ての投稿論文は未公刊のものに限られます．

(3) 投稿できるのは編集委員会が特に執筆依頼をした場合を除き，日本ロシア語教育研究会

会員に限ります．

(4) 投稿希望者は，決められた期日までにタイトルと分類［(8)参照］を下記の編集委員会宛

てに電子メールでお知らせください．

(5) 完成原稿を決められた期日までに編集委員会宛てに提出してください．

(6) 提出された原稿は編集の都合などにより掲載できないことがあります．

(7) 提出された原稿は，依頼原稿を除き，編集委員会が指名した審査員による審査を受けま

す．審査員からの報告に基づき，編集委員会において原稿掲載の採否を決定します．

(8) 原稿は執筆者自身が論文，授業実践･教材研究，研究資料，書評のいずれかに分類して

ください．

(9) 使用言語は日本語，ロシア語，英語を原則とし，論文は20,000字以内，授業実践･教材研

究は16,000字以内，研究資料，書評は8,000字以内とします．ロシア語，英語原稿の場合

は，編集委員会で定めた書式に従って論文500行以内，授業実践･教材研究400行以内，

研究資料，書評200行以内とします．

(10) 論文と授業実践･教材研究の場合，日本語原稿にはロシア語または英語のタイトルと要

約，ロシア語または英語原稿には日本語タイトルと日本語要約をつけてください．研究

資料，書評については日本語原稿にロシア語または英語のタイトル，ロシア語または英

語原稿に日本語タイトルをつけてください．

(11) 完成原稿を提出してください．著者校正は 1回のみで，あくまで単純なミスの修正など

に限り，内容の変更，加筆は原則として認めません．編集委員会は校正に責任を負いま

せん．

(12) 編集委員会が版下を完成させて印刷業者にわたすので，原稿は可能な限りワープロソフ

トWORD（Office 2007以降のバージョンが望ましい）を使って書き（他のワープロソフ

トご使用の場合は事前にご相談ください），WORDファイルとPDFファイル（PDFファイ

ルの送付が無理な場合は印刷原稿 1部を郵送）を下記編集委員会宛てに提出してくださ

い．

(13) 書式の詳細については執筆希望者に追って連絡しますので，それに従ってください．

日本ロシア語教育研究会編集委員会
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Основные положения, касающиеся подачи заявок

(1) Журнал Общества планируется выпускать 1 раз в год. Всё содержание журнала будет 
опубликовано на сайте Общества.

(2) Заявленные статьи не должны быть опубликованы ранее.
(3) Подать заявку могут лишь члены Общества, за исключением случаев, когда просьба о

публикации статьи поступает в особом порядке непосредственно от редакционной комиссии.
(4) Желающие подать заявку должны сообщить по электронной почте в редакционную комиссию:

а) заглавие и б) категорию статьи (см. п.8).
(5) Готовая рукопись статьи должна быть представлена в редакционную комиссию Общества.
(6) Рукопись может быть не опубликована в случае несоответствия редакторским требованиям.
(7) Все рукописи, за исключением поданных по особой просьбе редакционной комиссии, подлежат

отбору со стороны отборочной комиссии. На основании решения комиссии редакционная
комиссия Общества выносит решение либо о публикации, либо об отклонении поданной 
заявки.

(8) Рукопись статьи должна быть классифицирована по следующим категориям: а) научное 
исследование; б) практика преподавания или исследование, касающееся учебной литературы;
в) заметки и сообщения; г) рецензия, отзыв.

(9) Рукопись может быть представлена на японском, русском либо английском языке. В случае 
японского языка объем текста составляет по категориям: а) 20 000 знаков; б) 16 000 знаков; в) и 
г) 8 000 знаков. В случае русского или английского языков: а) 500 строк; б) 400 строк; в) и г) 200 
строк согласно установленной редакционной комиссией форме (см. п.13).

(10) Рукописи категорий а) и б), написанные на японском языке, должны сопровождаться кратким 
резюме на русском или английском языке, а также переводом заглавия. Рукописи этих же 
категорий, написанные на русском или английском языках, должны сопровождаться кратким 
резюме на японском языке, а также переводом заглавия. Рукописи категорий в) и г) должны 
сопровождаться лишь переводом заглавия.

(11) Рукопись должна быть представлена в готовом виде. Окончательные авторские поправки 
допускаются лишь один раз и ограничиваются исправлением ошибок. Изменения в 
содержании, а также дополнения запрещаются. Редакционная комиссия не несет 
ответственности за внесенные поправки.

(12) В связи с тем, что редакционная комиссия преобразует поданные черновики в специальный
вариант для печати, который затем передает в издательство, просьба представлять работы,
набранными в текстовом редакторе WORD версии не старше Office 2007. В случае 
использования других текстовых редакторов, необходимо заранее известить об этом 
редакционную комиссию. Рукописи должны быть представлены в виде WORD file и PDF file.

(13) Форма написания рукописи будет впоследствии сообщена всем подавшим заявки.

Японского общества по исследованию проблем преподавания русского языка
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日本ロシア語教育研究会規約 

第1条 （名称）本会は日本ロシア語教育研究会と称する．

第2条 （所在地）本会の所在地と事務局の所在地は同一とする．事務局の所在地は総会で定める．

第3条 （目的）本会はロシア語教育にかかわる諸問題を理論的かつ実践的に研究し，わが国にお

けるロシア語教育の発展に寄与することを目的とする．

第4条 （事業）本会は第3条の目的を達成するため，次の事業を行う．

１）共同の研究ならびに調査．

２）研究例会，研究集会，シンポジウム等の開催．

３）研究成果の刊行ならびにweb上での公開．

４）ロシア語教育に関わる研究機関ならびに実施施設との連携．

５）その他，目的達成に有用と思われる諸事業．

第5条 （会員）本会は上記の目的に賛同し，第4条の事業遂行に貢献する意志を有する者によっ

て構成される．

第6条 （入会及び退会）本会に入会を希望する者は，既会員1名以上の推薦により所定の手続き

を経て，役員会の承認を得るものとする．退会を希望する者は，その旨を事務局に届け

出るものとする．

第7条 （事業遂行費用の徴収）本会においては年会費を徴収し，事業遂行に必要となる特別経費

については，会員の負担能力に応じて傾斜分担してこれに充てる．

第8条 （年会費の滞納）年会費を3年を越えて滞納した会員は，特別な事情がない限り，退会し

たものとみなす．

第9条 （本会の役員）本会における役員は次の通りとし，役員会を構成し会の運営にあたる．役

員は定例年総会において選出され，任期は2年とし，引き続き再任されることができる．

ただし，代表，事務局は引き続き2年を超えて在任することはできない．

ア．代表 1名 オ．編集委員 若干名

イ．事務局 2名〜4名 カ．広報 若干名

ウ．会計 1名〜2名 キ．地区研究例会担当 2名〜4名
エ．会計監査 1名 （東日本地区担当1名〜2名，西日本地区担当1名〜2名）

第10条 （規約の改正）本規約の改正は，会員の提案に基づき，総会出席者の3分の2以上の賛成

を必要とするものとする．

第11条 （附則）本規約は2009年3月29日に制定，ただちに施行するものとする．

（2010年12月5日，2011年12月4日，2013年12月2日，2015年12月6日改正，

2016年12月11日改正）

本規約の改正は，2016年12月11日から施行する．

年会費額は以下のとおりとする．

＊ 大学等の専任職にある会員，および有志 6000円
＊ 学生，大学院生 1000円
＊ その他の会員 3000円
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Японское общество по исследованию проблем преподавания русского языка
Устав

1. Официальное название
Японское общество по исследованию 
проблемпреподавания русского языка

2. Местонахождение и юридический адрес
Общества определены по адресу секретариата
Общества. Местонахождение секретариата 
утверждается Общим собранием.

3. Цели Общества
Целью Общества является:
1) содействие теоретическому и практическому
изучению проблем обучения русскому языку,
2) развитие методов и системы преподавания
русского языка в Японии.

4. Виды деятельности Общества
Для осуществления целей, указанных в пункте 
3, Общество имеет право:
1) проводить совместные научные 
исследования;
2) регулярно проводить семинары, 
конференции, симпозиумы;
3) публиковать результаты деятельности в 
печатных и электронных средствах массовой
информации;
4) устанавливать контакты со всеми научными
организациями и учреждениями,
заинтересованными в преподавании русского
языка;
5) осуществлять другую деятельность в 
соответствии с целями Общества.

5. Члены Общества
Членами Общества могут быть японские и
зарубежные граждане, признающие цели
Общества и желающие внести вклад в
осуществление деятельности, указанной в 
пункте 4.

6. Прием и выход из членов
Прием в члены Общества осуществляется
посредством установленной процедуры на
основании рекомендации одного из
действующих членов Общества с 
последующим утверждением на заседании
руководящего и исполнительного органа
Общества. При желании выйти из Общества
член подает заявление в секретариат.

7. Сборы для реализации деятельности
Члены Общества, помимо ежегодных членских
взносов, по мере своей платежеспособности
распределяют между собой необходимые для
осуществления мероприятий расходы, 
имеющие специальное назначение.

8. Член, задерживающий уплату членских взносов 
более чем на три года, исключается из состава
за исключением особенных обстоятельств.

9. Руководящий и исполнительный орган 
Общества
Руководящий и исполнительный орган 
Общества имеет следующую структуру и 
состоит из: полномочный представитель — 1
чел., секретари — 2–4 чел., бухгалтер — 1–2
чел., аудитор — 1 чел., редакционная комиссия 
— несколько чел., ответственные за связи с 
общественностью — несколько чел., 
ответственные за проведение очередных 
собраний отделений Общества — 2–4 чел.
(восточное отделение — 1–2 чел., западное
отделение — 1–2 чел.). Члены руководящего 
исполнительного органа избираются на
ежегодном Общем собрании сроком на 2 год. 
Повторное избрание возможно только 1 раз.

10. Порядок внесения изменений и дополнений в
Устав
Предлагаемые членами Общества изменения и
дополнения в Устав утверждаются Общим
собранием, если за решение проголосовало 2/3
членов Общества, присутствующих на Общем
собрании.

11. Приложение: Устав впервые утвержден и
вступил в силу 29 марта 2009 года. Настоящий 
вариант Устава (в редакции от 5 декабря 2010 
года, 4 декабря 2011 года, 2 декабря 2013 года, 6 
декабря 2015 года, 11 декабря 2016 года)
действует с 11 декабря 2016 года.

*Размер ежегодного членского взноса:
6000 иен — для штатных преподавателей 
вузов, а также для желающих;
1000 иен — для студентов и аспирантов;
3000 иен — для общих членов.
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執筆者紹介（掲載順） 

東出 朋 釜慶大学人文社会科学部特任講師

ディボフスキー・アレクサンドル 大阪大学大学院言語文化研究科教授

林田 理惠 大阪大学大学院言語文化研究科教授

遠藤 雅公 北海道札幌丘珠高等学校教諭

鈴木 桃子 北海道旭川南高等学校講師

依田 幸子 北海道札幌国際情報高等学校教諭

工藤 綾華 青森県立五所川原高等学校教諭

（元青森南高等学校教諭）

永沼 栄理子 関東国際高等学校教諭

ボンダレンコ・オクサーナ 富山県立伏木高等学校講師

横井 幸子 大阪大学大学院言語文化研究科准教授

三好 マリア メディア総合研究所（フリーランス翻訳）

高橋 健一郎 札幌大学教授

水口 景子 公益財団法人国際文化フォーラム事務局長

カザケーヴィッチ・マルガリータ 富山大学人文学部教授

編集後記 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ロシア語教育研究第 9号が無事発行の運びとなりました．会員の皆様にはお待たせして申

し訳ありません．大変な猛暑，地震に度重なる台風と，今年は天災が次々と襲ってきました．

被災された会員の皆様には，心よりお見舞い申し上げます．

編集の実務作業は，今年も人見友章さん（大阪大学非常勤講師）が担当してくださいまし

た．心より御礼を申し上げます．

（宮崎衣澄記）
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